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　第一章　学校の怪かい談だん






　桜おう月げつ高校の、教室でのある休み時間。

　藤フジ代シロ唯ユイ香カのグループが昨日発売のファッション誌を囲かこんでにあれこれ言っていると、隣となりの男子のグループの話が耳に入ってきた。

「だからほんとなんだって！　昨日部活終わって、おれ一回帰ったのね。でも靴くつ下した忘れてさ」

「政まさ彦ひこ、何で靴下わすれんの」

　友人たちが言い、政彦は答える。

「おれ柔じゆう道どう部だもん」

「靴くつは靴下はいてから履はけよ」

「やだちょっと、くっさい話しないでよもー」

　唯香のグループの誰だれかが言って笑い声が上がる。

　なにも変わったところのない、何万回と繰くり返かえされる光景なんだろう。

　唯香はそう思いながらもわずかな違い和わ感かんを感じる。自分は『魔ま人じん』なのに、こうして平和に過ごしている。

「一日二回風ふ呂ろ入ってるぞ俺。いや、そうじゃねぇんだって。だから、靴下取りに戻もどったの。で、ついでに教室にもノート忘れたことに気がついて上がってきたんだよ、警備の人に鍵かぎと懐かい中ちゆう電灯借りてさ。八時くらいかなぁ。そしたらさ、廊ろう下かの窓から中庭見えるじゃん。いたんだよね、なんか」

　全員の声がなんとなく低くなる。

「……え？」

「いるって、何が」

「人」

「え、え、そ、それじゃわかんないよ？　誰か、部活で遅おそくなったとかじゃない？」

「だって、そいつ学生服だったんだぜ？　しかもマントで。学がく生せい帽ぼう」

「学生服って……うち、ブレザーじゃん」

「だからおかしいんだって！　絶対！　中庭の外灯の光の中にいてさぁ、風で帽子が飛んだんだよ、そしたら、髪かみの毛け真っ白でさ……」

　全員、静かになる。まわりの、生徒たちの様子は変わらないのに教室の温度が少し下がったようだ。女子の一人が、ひきつった笑顔でなぜかこそこそ言った。

「あ、あの、あたしさ、お兄ちゃんがここの卒業生なんだけど、白しら髪がで学生服の幽ゆう霊れいって有名みたいだよ？　この学校って古いじゃん？　昔ここで痴ち情じようのあれこれで殺された学生がいてって。痴情って何？」

　男子が答える。

「エロ関係」

「うわ、何俺、やっぱあれ幽霊？　こっえ！　……あ、でもさ、あれよ？」

　政彦が大きな体を縮こまらせて、少し恥はずかしそうに言う。

「……結構格好良かったよ？」







　桜月高校。

　今年で創立百年を迎むかえた歴史ある高校だ。昇しよう降こう口に飾かざられている創立当初の写真を見ると、周りは畑ばかりだったが、今はそれなりに民家も商店もある。隣の敷しき地ちの理事長の、森のような庭を持つ豪ごう邸ていは今も昔も変わらない。

　国道から少し入ったところに校門があって、敷地内は静かだ。

　規模もそう大きくはなく、落ち着いた教育が売りだ。進学率も悪くはない。

　藤代唯香が学校をここに決めたのは、制服が理由だ。

　去年までは白のブラウスと紺こんのボレロの制服だったのだが、今年から制服が変わり、生徒には好評で父兄には不評だ。

　茶色のブレザーとチェックのスカート。スカートの裾すそをうんと短くして着てみたかった。

　あたし絶対かわいい、これ。

　そう思って店員に裾を詰つめさせた。

「校則違い反はんじゃないの？」

　若い女性の店員が、ニヤニヤと、一種理解のある笑顔で言ってきたので、唯香は、

「いいんで」

　と答えてやった。

　もともと茶色いショートの髪に、似た色のブレザーはよく似合った。

　桜なんかとうに散った四月の午後、熱い光線が教室の窓まど枠わくに反射する。

　唯香は教師の声を聞きながら板書を書き写し、斜ななめ前の級友が机の下で文庫本を広げているのをなんとなく見つめる。

　高校生になったからといって何も変わりはしない。それは想像していたようにだ。

　何も変わらない。

　自分は魔人だけれど、この世界には敵は、ロドーリーはいないのだ。

　入学式の日に、唯香はダーヴィス学院という異世界に飛んだ。

　自分は魔人で、主人のために力を尽つくすのだ。

　その全てを理解して、主人に、誰かに求められているという幸せに心が満ちた。

　ロドーリーという敵がいて戦って、一いつ泊ぱく二日でこっちに戻ってきた。

　それからざっと二週間だ。

　何も起きない。自分は登校して授業を受けている。

　終業のチャイムが鳴って、友人たちと少し無む駄だ話ばなしをして、一人で帰る。用事がなければ隣のクラスの双ふた子ごの弟とは別々に帰ることにしている。仲が良すぎると、いろいろ面めん倒どうなことになる。双子とはいえ異性同士だ、とんでもない発想をするやつもいる。

　こうして、国道沿いの道を歩いていると、ダーヴィスで戦ったことなんか嘘うそのように思える。

　途と中ちゆうにあるコンビニに一度寄るのが唯香の日課だ。

　自動ドアをくぐると、一気に空気が変わる。店内に流れる音楽と、食べものの匂におい。空調の温度と風。

「いらっしゃいませー！　ただいま、当店名物ホクホクちゃん、できたてです！　よろしければどうぞ！」

　ユイカにとっては天使の様な声で至し極ごくどうでもいいことを言っているのは、黒い髪と青い瞳ひとみの、ユイカにとっては至高の美少女、ユイカの『主人』のカイだった。

　コンビニの制服がとても似合っていないが、イキイキとした笑顔がそれをどうでもよくしている。

　カイはダーヴィス学院生で、他のと一いつ緒しよにこちらに飛ばされてきたのだが、働きたいと言って聞かず、普ふ通つうの十六歳みたいに働いている。

　ユイカに気がついて、視線で時計を指す。もう少しで四時半だ。一緒に帰る打ち合わせはしてある。

　ユイカは立ち読みしながら時間をつぶして、私服に着き替がえたカイと一緒に外に出て帰路につく。

　空はいっぱいの光で満ちて、薄うすい金色だ。

　塵ちりの多い夕暮れる空。

　花の香かおりのする春の夕方だ。



    

  
    
      「ユイカ、このまままっすぐ帰る？」

　並んで歩くカイが言う。

　長い黒くろ髪かみから、自分と同じシャンプーの香りがしてユイカはなんだかうれしい。

「ん、いや、えーとね、ユウキが、買い物するからマイマートに荷物持ちに来てって朝言ってたけど」

「わかった」

「着いたのかな」

　ユイカは携けい帯たいを取りだして画面を見る。

「あ、メール来てる。先せん輩ぱいも呼んだって。大根買ってるって」

「うん」

　柔やわらかい表情でカイが頷うなずく。

　駅前の安い店で買ったジーンズと、ユイカのシャツとパーカー。靴も安いミュールだ。いつまでこっちにいるか分からないからと、高いものをカイは買わせてくれない。携帯も可愛かわいいのを買ったのに、あまり使ってくれないし。

　黒髪をゆらして、カイは力りきみのない調子できいてくる。

「ジャンセンは？」

「しらない。メールに名前出てない」

「ユウキってジャンセン使いは荒あらいのに変ね」

「だよね。おおかた床ゆかにワックスでもかけさせてんじゃない」

　スーパーに着いて合流し、比ひ較かく的てき軽いトイレットペーパーと生活用品を持たされたユイカはユウキに訊きいてみた。

「僕よりイズシールの方がジャンセン使いは荒いでしょ。今、家でへばってる」

　ユウキとユイカはほぼそっくりだが、ユウキはユイカより髪を伸のばして、毛先を遊ばせている。それに成長期の男子らしく、ユイカより少し背が高く、女子には見えない体型だ。

　両手のエコバッグにどっさり食料を持っているのは、先輩、と呼ばれているイズシールだ。

　長い銀ぎん髪ぱつに金色の目という容姿に、一枚千円もしないシャツとジーンズを着て、一度履いたら気に入ってしまった草ぞう履りで、衆目を集めて闊かつ歩ぽしていた。

「先輩、ジャンセンに何させたんですか。へばってるって。ジャンセン体力あるのに」

　とカイが訊く。

「べつにー。図書館まで五往復ほど」

　カイの質問にイズシールは平然と答えた。

「図書館って一回貸し出し十冊までですよね？」

「うん。だから五往復。借りて、返して、を五回ほど」

「自分で図書館行ったらー？　読書室あるじゃない」

　ユウキの言葉には軽く肩かたをすくめた。

「読書室に出たり入ったりしたら凄すごい睨にらまれたもん。いいじゃない、ジャンセンは僕の助手ってことで。あ、株、ようやく少し勝てたよ。今まで三十万マイナスだったけど、今日でプラス五十万。一回現金化して口座に入れてるから。生活費足りるよね、これで」

「足りるけど、まー、真ま面じ目めに働くのやんなる事言うよね」

　ユウキが口元を曲げて言い、カイが笑う。

「すごいなー、私時給八百円です。今日は朝からシフトだったから、五千六百円か。十日は働いてるから、五万六千円かー。……食費くらいにはなるかしら」

　ユイカが突とつ然ぜん怒ど鳴なるように空に向けて言う。

「あたしカイがだいすきー!!」

「えっなに。どうしたの突然っ」

「なんかしらないけど、あっさり大金稼かせぐ人より堅けん実じつなカイのがすきー！」

「落ち着いてユイカ。お金はお金よ。博ばく打ちみたいな稼ぎ方でもお金にかわりはないわ」

「凄く勉強したんですけど、僕、これでも。言っておくけど。四季報とか見たことあるわけ？　過去の株価とニュースずらーっと見たりしたわけ？　その背後関係の歴史調べたり？」

　イズシールは言うが、どこかその笑顔は迫はく力りよくに満ちている。

「……でもさー、先せん輩ぱい先輩ー。お金持ちになったけどさー、ジャンセンのアホが言ってたみたいに、他よ所そで暮らしたり……しない、よね？」

　ユイカがおそるおそる、下から覗のぞき込んでイズシールに訊く。

　イズシールはユイカと視線を合わせると、外し、短く息を吐はく。

「しないよ。何よりそんなに長くこっちにいないだろ。無む駄だじゃない」

　ユイカの表情がぱっと輝かがやく。

「だよね！　無駄だもんね、へへー」

「けど、どうやって帰るんだ。帰り方分かったの」

　ユウキが言って、イズシールは大げさに視線を宙に彷徨さまよわせた。

「そりゃ僕天才だけどさー。なーんの道具もない無人島に流されたようなもんなわけだよ。あるのは杖つえだけ。僕には魔ま人じんもいないしね。魔人がいたからってどうできるのかもわかんないよ」

　やれやれと息を吐く、イズシールの銀髪が風に揺ゆれる。

　通り過ぎる人たちが、イズシールとカイを見つめている。

　外国人が珍めずらしいのもあるだろうが、イズシールもカイも外見の違ちがいよりも、いかにも異い邦ほう人じんなのだ。

　珍しい容姿もそうだが、纏まとう空気がまるで違う。

　それでも、ユイカは一緒にいて楽しい。ジャンセンとも。

『魔人』になってから、今までユウキと二人きりだったユイカの世界が、一気に賑にぎやかになった。

　父も母も亡なくして、二人っきりで生きてきた。それで不満もなかったが、信しん頼らいできる人間たちと一緒に住むのは楽しかった。

　もうすこしでいいからこのままでいたかったが、ダーヴィスのことを思えばそうも言っていられない。

　飛ばされたときに感じた振しん動どう。あれはロドーリーのものだとユイカは思っている。ダーヴィスのみんな。まだ仲良くなんかなってなかったけど。

「お姉ちゃん。顔色悪いよ」

　ユウキに言われてユイカははっと顔をあげる。

「そ？　あ、そ、そうだ、あの、今日さ、聞いたんだけど。マサヒコが昨夜ゆうべさ、部活で帰り遅おそくなってから教室に忘れ物取りに行ったんだって。警備員さんに鍵かぎ借りて。そしたら中庭に、知らない制服着た男子がいて、学がく生せい帽ぼう被かぶってて、白しら髪がだったって。ほんでかっこよかったんだって。で、なんでそこにいんのって訊こうと思って中庭行ったら、もういなかったんだって」

　学生帽に白い髪の男子。

　カイの脳のう裏りによみがえる夢。

　月と桜。

　似た夢を二回見た。

　金色のボタンの制服と学生帽、白い髪の整った顔立ちの男子。

　でも、あれは夢だ。

　夢のはずだ。

　歩きながらカイはユイカを見つめる。ユイカは気がつかずに話しつづける。

「で、その男子の話は、前から結構あるんだって。図書室にいたりとか音楽室だとか時計塔とうとか、放送室だとか。ほら、うちの学校古いじゃん。いかにもでしょ。他にも怪かい談だんのたぐいはいっぱいあんだけど、昨日きのうで、マサヒコが、ってので信しん憑ぴよう性せいがなくもないんだよね。マサヒコってほら、心しん霊れいとかまったく興味ないから。柔じゆう道どうばかで。脳筋だし。で、うちらダーヴィスから来たとき、学校の中庭にいたってんなら、なんかちょっと被かぶるじゃん。重点的に攻めてみてもいいんじゃないかなって」

　イズシールがうーんと考え込んで言う。

「……そうだね。こうしてても仕方ないし。どうせ何の手がかりもないし。前にも行ったけど、なんにもなかったけどな。その、白髪の男子と話ができたりすればいいんだけど」





　洗せん濯たくと掃そう除じと、衣類の片付けを終わらせて待っていたジャンセンに迎むかえられて、四人は３ＬＤＫのマンションに戻もどる。

　ユイカとユウキは着替えて自分たちの部屋で今日の復習をしている間、ジャンセンが買い物を仕分け、食事を作った。

　その間に、椅い子すに座ったイズシールが、ノートを広げたカイと、食事を作りながらのジャンセンに話をする。

　これは落ち着いてからここ何日かのことで、カイが言い出したのだ。

　先輩の知っていることを教えて欲しいと。

　とにかく、ただ時間を過ごしていくわけにはいかないし、エルスモア大使の知識を分けてもらえる格好のチャンスだ。

「えーと、昨日どこまで話したっけ」

「天使大戦前夜の科学発達の背景までです」

　カイがノートを見ながら言う。

「あーうん、そんなわけでガルクンブリード研究所の大進展を基もとに、アルゼアでは大天使の成形に成功したんだ。その運用には、当時のリア大公の反対があった。国内でも天使の存在の是ぜ非ひの論争はあったしね。一方、エルスモアではハイラート帝ていのもと、一心不乱に大天使の成形に向かい、成功。でも大天使成形についてはスパイの功績が大きかったとも言われている」

　ジャンセンがゴボウをささがきにしながら言う。

「大天使って、どんなんだったんですか」

「ロドーリーたちより、うんと知性と力があったようだ。変形能力もあって、破は壊かい能力もあった。エラクレラルスとキュービドーはまるで鏡映しのような存在だったようだよ。だから戦争は長引いた。この二体は、お互たがいを殺し合えという初期第一命令しかきかなかった。あとはその場その場で細かく命令するつもりだったみたいだけど、全然きかなかった。アルゼアもエルスモアもどうしようもなかった。アルゼアの古代超ちよう振しん動どうの唯ゆい一いつの継けい承しよう者英えい雄ゆうラックと、エルスモアで異次元研究をしていたアルスオーオラ博士が、どういうわけだか手を組んで、どうやってだかわかんないけど二体の大天使を消してしまった」

　いつの間にか、ジャンセンの手は止まっていた。

　カイの手もだ。

　イズシールは小さい音量でつけていたテレビの番組を見て吹ふき出した。

「あははははは、何だ今の。おもしろーい。パンツ一枚パンツ一枚あははは」

　笑い転げるイズシールに、ささがきを再開したジャンセンが慌あわてて言う。

「いやいやいや、ちょ、待ってください先せん輩ぱい。どういうわけだかってところ、だって、そこは政府の要よう請せいを受けてって学校で習いましたよ？　ナーン円えん卓たく会かい議ぎでしょ？」

「……私も、お祖ば母あ様からそう聞いたわ」

　ジャンセンとカイは当とう惑わくした視線を交わし、イズシールはお笑い番組を見ながら続けた。

「ところがそこがはっきりしない。ナーン円卓会議は行われた。でも、少なくともアルスオーオラ博士は申し出を断ってる。ラックは了りよう承しようして、でも結局たったひとりで二大天使の討とう伐ばつに向かった。んだけど、討伐したあと連合軍が見つけたのはラックと一いつ緒しよにへたばってるアルスオーオラ博士だ。あと荷物持ちのルイン。そこら辺の資料が全然ないし、家にも伝わってないしで、カイ、なんか知らない？」

「知りません」

　ジャンセンが情けない声で言う。

「ナーン円卓会議は？　あそこでの、ラックと博士の熱いエピソードは嘘うそだってんですか？」

「どんなのさ」

「両国の精せい鋭えい二人は手を取り合い、瞳ひとみを燃やして平和を取り戻そうと誓ちかった云うん々ぬんですよ」

「嘘なんじゃん？　何これおかしい。新ネタだよね、ぶはははは」

　カイが画面を見て眉まゆをひそめる。

「面白いですか？　下品だわ」

　まったく関係なくジャンセンが頭を抱かかえた。

「俺あそこ凄い好きなのにもう……」

　ひとしきり笑ったイズシールが、テレビを見たまま話を続けた。

「まぁそんなわけで、二大天使がどうやって消えたのか誰だれも知らないんだ。軍が二人に報告しろと言って、報告書も上がってきて、アルゼア国大統領とハイラート帝の前で二人とも話はしたけど、なんというか……」

　イズシールの眼鏡めがねにテレビの画面が映る。眉まゆ根ねを寄せて溜ため息いきを吐ついた。

「……とても抽ちゆう象しよう的てきなもので……」

「ばーんと来てどーんてなってがーんてなって、ずどーん的なものですか？」

　カイの言葉に、イズシールが画面から目を離はなしてカイを見た。

　カイは少し、してやったりな気持ちになって微笑ほほえんだ。

「グリンダ・ラックが話している映像が残っていまして。それがそんな感じでしたから。……アルスオーオラ博士のものは？」

「残っていない。研究以外のことは、まったく寡か黙もくでほぼ無言だったそうだ。映像に残るのも嫌いやがって、彼の容姿を伝えるものもほぼないよ。変人だよね。奇き人じん」

　ジャンセンがフライパンを火にかけると、いい香かおりが立ち上ってきた。

　カイは空腹を感じながらイズシールの話を聞き、疑問に思えば質問していく。イズシールは漫まん才ざいを見ながら話している。

「……何度も訊きいたことなんですけど、でもやっぱり……ロドーリーって、あの、………ホントに敵なんでしょうか」

　カイは何度も口に出して納なつ得とくがいかないことをまた訊いてみる。

「歴史としては、勝手に生み出されて、用が済んだら棄すてられて、異空間に閉じこめられて……って、被ひ害がい者しやですよね」

「うん、で、かわいそうだからって殺されてやるの？」

　またテレビを見たままイズシールが言う。カイは言葉に詰つまる。

「それに、普ふ通つうに戦争とかね、考えたって、してるのは普通の人間同士なんだし。争いごとって仕方ないんじゃないの」

「……何か、抜ぬけ道みちとかないのかしら」

　溜息を吐いてカイは考え込む。

「あの、星でしたっけ。ジェファーソンさんが言ってた……ロドーリーが探してる、ロドーリーの意識をはっきりさせるっていう……それが見つかればいいのかな。……ジェファーソンさんはジャンセンを襲おそったけど、あのあとどうなったのかしら……」

　自分の考えに沈しずんでカイは呟つぶやきを零こぼしていたが、ふと視線をあげるとイズシールが自分を見つめているのに気がついた。

「なんです？」

「いや。抜け道って」

「え」

「なんでもない」

　イズシールはまたテレビ画面に視線を戻した。

　カイも何となく視線を追って画面を見ていたら、変な服を着た男性芸人が真ま面じ目めな顔をして変なことを言ったので、吹ふきだしてしまった。

「いやだ、おかしい」

　ね、と視線を向けたら、イズシールは画面を見たまままったく笑っていなかった。何か、考え込んでいる風だ。

　カイは声をかけようとしたが、炊すい飯はん器きが米が炊たけたと電子音で知らせたので、ジャンセンにそろそろご飯を盛りつけた方がいいかしらと訊いた。

「食器出しておいてくれると助かるなー。スープとーごはんとー取り皿とーあとカトラリー」

「はーい。テーブル拭ふいておきます。ユイカとユウキに声かけていいかな」

「あと五分くらいだって言って」

　声をかけられて五分後にユウキとユイカが部屋から出て来て、食しよく卓たくに着いた。

「うぁあ集中したぁああ」

「お姉ちゃん、物理大だい丈じよう夫ぶ？　苦手でしょ、今してるところ」

「わかんね。放置。明日あした先生に訊くよ今めんどい」

　エプロンを外しながらジャンセンも座る。

「新ゴボウと新タマネギと豚ぶた肉にくの炒いため物です。あと味み噌そ汁しる。二品で勘かん弁べんして」

「いいよいいよ。おいしそうじゃん。いただきます！」

　ユイカが快活に言って、五人で食事をして、ユウキとユイカが洗い物をして、それからユウキが時計を見て言った。

「それじゃそろそろ学校行こうか。九時だから、学校としては幽ゆう霊れいが出たっておかしくないよね」

　指には、いくつかの鍵かぎがついたキーホルダーがあり、ユウキは全員の注視の中、音を立ててそれを一回転させ、当たり前のように言った。

「鍵はあらかじめ借りてきたから」





　夜の校舎は静まりかえって暗い。

　今夜は新月で、月明かりもない。

　それでも目は結構慣れるもので、窓からの星明かりや外灯の灯あかり、足あし下もとの非常灯でなんとか歩けた。

　けれどやはり、光の届かないところではつまずいたりしたので、カイはユイカに命じることにした。杖つえは持ってきていて、コットンパンツの後ろのポケットに突つっ込こんでいたが今は必要ない気がしたので手には取らない。

「ユイカ、光ってくれる？」

「はい」

　ユイカは笑う。

　同時に身体からだの内側から柔やわらかい光が溢あふれ、淡あわく、蜂はち蜜みつ色に発光した。

　闇やみを押しのけるのではなく、溶とかすような甘い光。

　少し見とれてから、カイはユイカの横に並んだ。

「中庭だったかしら」

「うん。それがダメなら図書室かなって。音楽室とか……時計塔とうも見てみよう」

「そうね」

　そしてどちらからともなく手をつないで歩き出す。

　男三人はただぞろぞろとそのあとをついていく。

　ジャンセンの顔色が悪い。足取りも重く、元気がない。

「……どうしたの、ジャンセン」

　いかにもお義理という感じでイズシールが言った。言わなきゃいいのにという感じで、ユウキが鼻息を吐く。

「せせせ先輩、手、つないでもらっていいですかかかかっ」

　イズシールは笑顔のまま言った。

「……そうしないと足手まとい度が倍増しそうだから、僕はいいけど」

「倍増って何ですか。ありがとうございます」

「僕に頼たのんでくれてもいいんだぜ」

　完全にからかう調子のユウキの言葉に、涙なみだ目めのジャンセンが言う。

「えっほんと？　今まで言ったことなかったけど実は俺、手が二本あんだよね」

　少し離れたところでカイとユイカが振ふり返かえる。ユイカが呆あきれた声で言う。

「……どうして公園に子供連れてきたパパママ状態になってんの、あそこ……」

　カイが思い出して、自分のほほに手を当てる。

「……ああ、そういえばジャンセン、さっき見てた怪かい奇き心しん霊れい写真百連発の時、ずっと置物みたいになってたわね」

「ていうか、なんであいつはコンビニバイトの面接も合格しないのかな。運送屋の仕分けも、ケンカして即そく日じつクビだし」

「うちの店長さんにどうして不採用だったんですかって訊いたら、悪いけどがんばりすぎそうなんで……とか言ってらしたわ」

　カイとユイカは視線を合わせて、わかるわかると二度同じ速度で頷うなずいた。

「まぁこわいから家で待ってるとか言わないだけいいんじゃない」

「そっちの方がよかったかも知れないわ」

「カイ、それ言わないであげなよね」

　中庭へ出る扉とびらに辿たどり着ついて、ユウキが鍵を開けた。

　当然と言えば当然だったが、誰もいなかった。

　夜の中庭は、無人の校舎に囲まれて痛いほどの静けさに包まれている。風が吹いて梢こずえが鳴れば、そのざわめきにほっとするほどだ。

　見上げて、星の多さに溜息が漏もれた。外灯が一灯だけ立っていて中庭を照らしている。

　カイとユイカは手をつないで中庭に出る。

　カイは中庭を見回して感想を口にした。

「……ずいぶん……すごく綺き麗れいな庭園ね。校舎が……このあたりでは珍めずらしい建築だっていうのもあるけど」

「校舎、基本木と石と漆しつ喰くい細工だってー。あたしもここの庭キレイと思う。あそこのね、おっきい紅葉もみじとか、あっちのは二色梅だって。桜は八や重えで今咲さいてるでしょ」

　言われて視線を向ければ、まるで光を抱いだいて桃もも色いろに染め、重く抱かかえているような八重の桜が咲いていた。

　地面はよく手入れされた厚い芝しば生ふと玉たま砂じや利りの通路で、今は涸かれている水路があった。

「そっちの茂しげみは薔ば薇らだって。夏には朝顔の棚たな立てるし、秋は萩はぎが咲くってさ」

「……こんなに手を入れるものなの？」

「日本人、庭好きだけどね。学校としては珍しいと思うよ。授業中もちょくちょく庭師の人来てるしね。結構若い人なんだけど、一人でよくやってるわ」

　夜風に八重桜の枝が重く揺ゆれ、花びらがほんの数枚落ちる。

　新月の空には、緩ゆるく雲が流れていく。街の灯ひを受けたその雲と星に照らされた中庭は、秩ちつ序じよだっていて美しかった。

　カイは暫しばらくその様子に見とれていたが、ふと振り向いて目に入ったジャンセンの表情が強こわばっているのに気がついて、ユイカに言った。

「そろそろ行きましょう」

　けれど校舎に戻っても、ジャンセンの様子にはかわりはなかった。

「……ジャンセン……握あく力りよく強いんだけど……」

　ユウキがしかめっ面つらで言って、ジャンセンが謝るということを何回か繰り返しながら、一行は図書室へと向かう。

　書しよ架かの陰かげや天てん井じようの隅すみにいかにも何かいそうな雰ふん囲い気きの中、ユイカとカイだけが悠ゆう々ゆうと図書室の中を歩き回る。

　ユイカは美しく光りながらカイに話しかける。

「しかし、こんなことしてなんになんのかね。言い出したのあたしだけど」

「手がかりがないんだから、なんでもやるでしょう。いいのよ」

「あたしら戻もどんなきゃ、ロドーリーどーしようもないもんね。でも、ずっとここでカイと一いつ緒しよなのもいいんだけどあたし」

　言われて、カイはユイカを横目で見た。

「……誘ゆう惑わくしないでくれないかしら？」

「は？」

「ここも、居い心地ごこちは悪くないし。……戻ったら戦わなきゃいけないんだから……」

　帰りたくないの？

　ユイカはそう訊きこうとしたが、やめた。

　帰りたくなかろうがなんだろうが、カイはこうしてここにいる。

　しなければならないことがもう決まっているなら、何を言うこともないし、何かを誤ご魔ま化かして時間が過ぎるのを待ってたりはカイはしないんだと思って、ユイカは胸に誇ほこらしさがこみ上げてくるのを感じた。

　握にぎった手に、軽く力を込める。カイも同じだけ力を返してきた。ユイカは嬉うれしくなる。

　カイがふと窓の外を見て言った。

「隣となりって、公園？」

　外灯ひとつ見えない黒い地所を指しているのだとユイカは理解して答える。

「あー、理事長んちだって。金持ちだよね。でっかい屋や敷しきでさ」

「へぇ。凄すごいのね」

「ふっるい平屋でさ。倉もあって。雪ゆき村むらさんち。表札出てるよ」

「きれいな名前ね」

「うん」

「それはどうもありがとう」

　暗がりから声がして、ジャンセンが五センチほど飛び上がった。全員の視線が声の方に向く。

　カイは素早く杖を取り出し、声のしたほうに杖先を向ける。

「ユイカ。照らして」

「はい」

　ユイカは中指に力を入れ、気配を探して向ける。オレンジ色の光が、その人物を照らした。

　奥の窓まど際ぎわだった。出窓に腰こし掛かけて本を読んでいた。

　縦に長い、鉄てつ枠わくのガラス窓。濃こい緑色のカーテンは閉められておらず、房ふさ付きの紐ひもで括くくられたままだ。

「……赤すぎてトンネルにでも入った気分じゃよ。もうちょっと波長を短くしてくれんかね？　せめて、夕日くらいに」

　照らされた対象は、手に持った本を閉じてユイカに言ったが、ユイカはむくれて返事をした。

「カイが言うならきくけど、なんであんたのニーズをそこまで細かくフォローしなくちゃなんないの」

「サービスじゃろう」

　光に照らされた人間は立ち上がると、本を書架に戻した。

「悪いな、君たちが来たらすぐに声をかけて出で迎むかえるつもりだったんじゃが、うっかり夢中になっちまっての。ツンデレってかわええのー」

「何読んでるの？」

　呟つぶやいたのはユウキで、ユイカはツンデレってかわいいんだと感心し、ダーヴィス学院生三人はなにがなんだかわからなかった。

　オレンジ色の光に包まれた人物は、どう見ても十五、六歳だったが、髪かみが真っ白で、金ボタンのついた学生服を着ていた。古い形の革かわ靴ぐつと、肩かたにかけたマント。出窓に置いてあった学がく生せい帽ぼうを被かぶりなおした姿を見て、カイが、

「あ」

　と声をあげた。

　月と桜。

　二度だ。

　一度は夢で、もう一度も夢かと思っていたがこうなってしまえばあとの一度は夢ではないと、カイには分かった。

「どうも、カイ・ハイ・パーグッド・ラック。はじめましてとは言わんよ。服が替かわると分かってもらえないかもと思ってな、今日も着てきたよ」

「いえ、あの……おかげさまでわかりましたけど、でも……どなたなんですか？」

　上じよう機き嫌げんきわまりない白い髪の学生服の男子に、カイは当とう惑わくしつつも何とか言った。

「ああ、失礼。わしは雪村誠まこと。この学校の設立者にして理事長じゃ。大天使キュービドーの力を受け、こんな姿で存命している。今年で、百十六歳だ」

　一同は絶句した。

　震ふるえる声で、ジャンセンが言う。

「……っと、って、あの、……な、なんで？　なんでキュービドー？」

「それをこれから君たちに理解してもらおうと思ってな。君たちの状じよう況きようは、唯ユウ己キから聞いてるから把は握あくしとる」

　本人と誠以外の視線がユウキに刺ささる。

　ユウキは一いつ瞬しゆん怪け訝げんな表情をしてから、気がついたように言った。

「あ。これ爺じいさん。話に出てたでしょ、何回も。僕にお金くれてる金持ちの」

　そしてユウキは誠に言う。

「あのさぁ爺さん。なんでこんな遠回しなことすんのかな。僕に電話くれれば済む話じゃない」

　誠は楽しそうに笑う。

「ははは、いいじゃねぇか。ファミコンみたいじゃろ？」

「それ言うならＲＰＧ」

「何だ、ファミコンじゃねぇのか。ドラクエとか」

「ファミコンもうないよ。ドラクエはあるけど」

　ユイカが顔を引きつらせながら会話に割って入る。

「え。ちょ。ちょ、まっ、てよ。あ、あ、あ、あたし知らないんだけど。何ユウキ前何回か、紹しよう介かいしてよって言ったじゃん」

　溜ため息いき混じりにユウキが言う。

「で、僕それに答えたぜ。会わせられるような状態じゃないって。あからさまにおかしいだろ、だってこれハハハハハ」

「これとか言われて。腹立つなぁユウキ。爺ちゃんおこづかいの額考えちまうな」

　ユイカはカイの手を握ったまま悲鳴のように言う。

「今にも死にそうなのかと思ってたよ！　すげぇ元気じゃん！　なによりわけわかんないし、ってか、よく見たら、髪黒く染めたら庭師じゃんこいつ」

「おや、よくわかったなユイカ。賢かしこい子はわし好きじゃよ」

「口調だけ爺さんで気ッ持ち悪いなぁ」

　その会話の間に、イズシールが勢いよく手を挙げて割り込んだ。

「ハーイハーイ。質問ー。雪村さんはーキュービドーとどういう間あいだ柄がらなんですかー」

「あっそう、それよ、うん」

　はっとしてカイが納なつ得とくした。杖つえ先さきはまだ誠に向けたままだ。

「カイさん、杖向けるのやめてくれんかね。ここ、外に外灯あるから結構明るいし」

　そう誠が言うし、ともあれユウキの知り合いならば敵ではないだろう。ならば確かに相手に杖先を向けるのは失礼な行こう為いだと感じて、カイは杖先を下げる。

「……失礼しました」

「ありがとう。助かるよ」

　誠は穏おん和わな笑みで告げる。ユイカの力は方向を見失って消え、光はユイカの身体からだから放射されるだけになった。

「まぁ、キュービドーはわしのリーベじゃよ」

　言葉の意味がわからず、全員の視線がユウキに向く。

　誠は面白そうにユウキを見ていて、ユウキは肩をすくめて言う。

「恋こい人びと」

「一言ですむならむずかしいことば使うなジジイ、って、えー!?　なにそれ!!」

　ユイカが言って、イズシールが、

「わーノリツッコミ」

　と嬉しがる。ジャンセンはぽかんとしている。カイもぽかんとしている。

「ふふ、嬉しいもんだのう。惚のろ気けが言えるというのは。わしとキュービドーのことは、誰だれに言っても理解はしてもらえんかったからなぁ」

「ユウキはなんで言わなかったのよ！　そういうこと！」

　くってかかるユイカに、ユウキは口くちの端はしを下げて答えた。

「爺さんとはいえプライバシーだし、爺さんそのうちみんなにあいさつするって言ってたから黙だまってた。だいたい、僕、ちゃんとキュービドーの話とかそっちから聞いてねぇし。なんとなくロドーリー関係なのかなって推測する程度の知識しかないんだよ？　責められてもなぁ」

　イズシールが、

「あー、ちゃんと話してなかったっけ？」

　と言い、カイがイズシールに言う。

「そもそも、ロドーリーが天使だったってこと自体、アルゼアでは多分非公式です。私が無知なだけではなくて」

「だからダーヴィスが出来たんでしょ。これから授業でやるんじゃない？」

「どうかしら。だいたいイズシール先せん輩ぱいは事情通過ぎです。まだいろいろ知ってるんじゃないですか？　……ユウキもね」

「僕関係ないだろ」

　ユウキが心外だというように言う。

「お嬢じようさん、それはユウキがわしと長くつきあっているからさ」

　誠の言葉に、ユイカが目を見開く。

「あ、あの、ね、あたし、知らないんだけどぉ……。なんでハブってんのユウキ……」

　泣きそうなのをこらえて、笑顔を作っているユイカに、ユウキは何も言わなかった。

　無表情だった。

「ユイカ、唯香。泣かなくてもいい。お前のことを考えてやったことだ。ユウキを信じなさい」

　誠が静かにそう言う。

「安心するかわからんが、わしはお前たちの本当の爺ちゃんだよ。曾そう祖そ父ふになるのかのう。無責任なことで悪いが、まぁ、あとにしよう。いろいろ込み入っとる」

　カイは不思議な気持ちになる。確かに老人なのだろう。そう思わせる表情が、時々覗のぞく。この人はいろいろなことを知っていそうだ。

　だが、味方かどうか、信しん頼らいできるかどうか、心を預けていいのかが分からない。

　血けつ縁えん者だからどうだというのだ。カイは自分の祖母のことを思い出す。誰のことより家いえ柄がらなどという得体の知れないものが大事なあの女性。どんな場面でも頼たよりにしようなどと思えない。

　だから誠のこともまだわからない。

　ユウキはどうだろう。

　少なくともはっきりしているのは、ユウキを疑うのはユイカには辛つらいということだ。

　なら、それは自分がやろうとカイは心に決めた。

「ユイカ。ちょっとごめん、気持ち抑おさえてくれる？　絶対はっきりさせるから」

「うん」

　カイの言葉に頷うなずくユイカは僅わずかに涙なみだぐんで唇くちびるを引き結んでいる。

「うん、カイ、わかった。おねがいね。うん」

　子供みたいだ。

　とにかく力づけたいと願って、カイはユイカの肩に手を置いた。

「……それで、雪村さん。どうして今出てこられたんですか？　ユイカにもあなたの存在は秘密にしてたくせに」

「くせにって。案外きついなメッチェンおじようさん」

「揚あげ足あしをとらないでください。メッチェンってなんですか」

「わしと、キュービドーのことを知りたくないかね。帰るための手がかりがあるかも知れんよ」

　誠の言葉に、カイが黙る。

　どういうことなんだろう。

「……お話を聞かせてくれるということですか」

「あの、惚気少なめでお願いします。父ちゃんの母ちゃんとの昔話とかそれで長くて」

「ジャンセン、黙ってないと手を離はなすよ？」

　イズシールににっこりと言われて、ジャンセンもにっこりと笑って黙った。

「キュービドーは大天使で、人を超こえた能力をもっている。わしがこの姿で生きているというのもその一いつ端たんだし、もう一つ、わしは彼女に能力を授かった。おかげで現在の富があるのだよ」

　誠はニヤニヤと、人の悪い笑みをたたえていた。あからさまに続きを促うながす言葉を待っている。面めん倒どうだと、苛いら立だちを覚えながらカイが言う。

「どんな能力なんですか」

「聞きたい？　聞きたいか？」

　今度ははっきりいらっとした。誠はいかにも嬉うれしそうに言った。

「そう気を立てるもんじゃないよ、若い娘むすめが」

「立てさせてるのは誰なんですか」

「かわいいのう」

　うふふと誠が笑い、ユウキがイヤそうに言う。

「爺さん」

「おおすまんな。つい楽しくってな。はっはっは！」

　それを聞いてユイカが俯うつむいて肩かたを震わせる。

「う……うっ……ユウキはハブるしじいちゃんはカイにセクハラするし」

「え、これセクハラか？」

　緊きん張ちようする誠にユイカが頷き、ユウキが鼻に皺しわを寄せて言う。

「爺さん。お姉ちゃん泣かさないで」

「めんどくっさいのぅ」

　イズシールがニコニコと言った。

「すみません雪村さん。雪村さんの能力って何ですか？」

「仕方ないな、教えてやるか」

　誠は髪かみを掻かき上げて言い、ジャンセンが曖あい昧まいな笑顔で呟つぶやく。

「うっわ、こいつ面倒くせ……」

「しっ」

　イズシールが笑顔のまま、ジャンセンの手を握にぎる力を全力にする。痛みにジャンセンは声もなく悶もん絶ぜつして身体をくねらせた。

「わしの能力は時間遡そ行こうじゃ」

　誠が得意げに言い放つ。

「タイムトラベラーというやつじゃな」

　全員声をなくして誠を見つめる。誠は勝手に言葉を続けた。

「干かん渉しようは出来ん、ものにも触ふれん。過去あった瞬しゆん間かんの流れに意識を飛ばして、鑑かん賞しようしてくるというそれだけの能力だ。なんにもならん。ちょっと臨場感のある映画みたいなもんじゃ。まあ、自分の過去を見たいと望むヤツは多いんでな。わしのこの能力は便利な取引道具だが、人の感傷につけこむものにすぎん。だが、今回に限って言えば、役に立つんじゃなかろうか。わしとキュービドーとの間に何があったのか、見てもらえば君らの役に立つこともあるかも知れん。わしには君らの世界のことはわからんからさ」

「……どうして、そんな提案をなさるんですか」

　カイは心底疑問に思う。

　口の端を上げて、誠は答えた。

「孫まご娘むすめの役に立ちたいと思うことは、不自然じゃあるまいよ」

　ユウキが言った。

「ねぇ爺じいさん、そういやさ、時間遡行できるなら未来には行けないの？」

「お前もびっくりせんのな。わしがタイムトラベラーだからって」

「百十六歳の学生服に言われても今いま更さらな。未来に行けたらそっちのほうがいいんじゃねぇかなって。方法もわかるだろうし」

「……行こうと思ったこともないから、行けないんではないかなぁ」

「なんで。未来に興味ないの」

「ほっといたら勝手になるだろそんなもん。わざわざ行かんでよろしい」

　誠があっさり言って、ユイカはカイの手をぎゅっと握った。

「……ユイカ？」

「あ、ごめん……なんとなく」

「いいよ」

　カイは何も考えずにユイカの手を握りかえした。

「さて、旅行に一度につれていけるのは二人だ。誰が来る？」

「イズシール先輩、お願いします」

　カイの言葉にイズシールが驚おどろく。

「魔ま人じんと主人コンビじゃないの？」

「私が行っても分からないことが多いと思うので、むしろユイカを連れて行ってください」

「へっ!?　なんであたし!?　ムリムリムリムリムリ」

　ユイカは大あわてで顔の前で手を振ふる。

「だって、魔人なんだから私たちには分からないことが」

「分かんないって。そんなん。だって、あたしのはあれだもん、ロドーリー関係しかわかんないもん。それだってカイを守るためだもん」

「私をもとの世界に帰すためのことなのよ？　わからないかしら」

「うあー、どーかなー。無理かも」

「どうして？」

「だって、あたしはカイをもとの世界に帰したくないもん」

　驚いてカイが目を瞬しばたたく。

「……どうして？」

「あぶないから。ほんとはこっちであたしとぼんやり暮らしてて欲しいのよ。でも、戻もどらなきゃって思ってるカイのことは好き。迷ってるから決めたくないの。だから状じよう況きようが流れる方にしたいのよ。そんなわけで多分だけど積極的にはあたし、役に立つ情報を拾えないと思う」

「わ、私が命令してもダメなの？」

「うん」

　あっさりとユイカが頷く。

「だって、あたしの使命はカイを守ることだもん。こっちにいれば、完かん璧ぺきだもん。あーそっかそっか、そういうことか。スッキリした。あたし自身もなんかもにょもにょしてたから言って整理できたわ。そっか」

「って、ユイカ」

「だからカイが行ってきてよ。いいんじゃない、英えい雄ゆうの子孫コンビで」

　と、ユイカはイズシールとカイの手をとると、強ごう引いんにつながせた。

「はい、いってらっしゃい。ジャンセンは、あたしが手ぇつないでてやっから」

「ありがと、ユイカ」

　ジャンセンは当たり前の様に手を差しだしたが、ユイカは一度触さわって自分の服で手を拭ふき、ジャンセンの手をつまむとその手をジャンセンの服に押しつけて、汗あせを拭き取ってから手をつないでやった。ジャンセンは傷ついた。

「でもさ、カイ。あたしの気持ちとか、魔人としての使命とか、カイは気にしなくていいんだよ。……あたしだって、ほら、……ダーヴィス守りたいって思ってる」

　ユイカは、光ったまま子供のように笑った。

「ほんとだよ」

　胸が詰つまるように苦しくなって、カイは頑がん張ばって微笑ほほえんだ。

　ユイカは自分を思ってくれている。

　そしてユイカの望みと自分の望みは合がつ致ちしている。お互たがい迷いはあったとしてもだ。

　そう思うとうれしくて、満ち足りた気持ちになった。

「ありがと、ユイカ。行ってくるわ」

「話は纏まとまったかの」

　いつの間にかまた棚たなから本をとって読んでいた誠が、今度は本から目を離さずに訊きいた。

「でもちょっと今いいとこなんで待ってて。えっ何？　こいつ味方じゃなかったの？　結局どっちなの？」

　イズシールが誠から本を取り上げ、閉じた。

「帰ってきてからでもいいでしょう？　なんなら、ユウキに明日あした全巻借りさせますから」

「あ、ほんと？　それじゃ頼たのむよ。最終巻まで全部ね。うち、隣となりだから届けて」

　安心したように誠が言って、窓まど枠わくから降りカイとイズシールに両手を差しだした。

「はい、手をつないでどうぞ」

「……ああ、だから定員二名なんだ」

　なるほど、とイズシールが言って手をつなぐ。

「カイとユイカがよかったんじゃがな。両手に花で」

「すみませんね」

　イズシールが言い、カイは誠の手に自分の手のひらを重ねる。

「身体からだはここに置いていく。意識だけが飛ぶからね。目を閉じて、わしの手の温度だけを感じていなさい。行くよ」

　カイとイズシールは目を閉じる。

　少し、足場がずれるような感覚があったがそれだけだった。

「目を開けていいよ」

　カイはぎょっとする。

　そこはすっかり知らない場所だった。



    

  
    
      　第二章　記き憶おく世界の日本における天使から零年






　カイの視界を白いものが横切る。

　なんだろうと思って瞬まばたきをすると、桜の花びらだ。

　視線を上げて周りを見回せば、暗い道だった。どこだろう。見覚えがない。

　桜が何本か並んで立っていて、満開だ。夜桜は光を抱いだいているように、静かに白い。

　二階の窓の隙すき間まから、聴きいたことのない音楽が流れている。弦げん楽がつ器きらしい。緩かん慢まんな抑よく揚ようの女性の歌声と手て拍びよう子しが漏もれてくる。

　板いた塀べいのある、土を固めた道だ。轍わだちの跡あともある。目が慣れれば木造の古い家が並んでいた。

　夜空は晴れて、明るい。

　星がたくさんよく見える。

　そのあかりで足あし下もとに影かげさえできそうだ。

「私の名はキュービドーと申しますの」

　その声にはっと視線を巡めぐらせると桜の下に、男女がひとりずつ立っていた。

　男は若い。

　学がく生せい帽ぼうとマントと革かわ靴ぐつ。カイはふと気がついたが、それは誠が着ているものととても似ていた。そういえば、目の前の学生は、誠に似ていた。

　黒くろ髪かみで、何より表情が違ちがうが、だが誠によく似ていた。

「ええと、お孫さん？」

　カイは思わず呟つぶやき、握った手を上下に振って誠が笑った。

「ハハハハ。エスプリが利きいとるな！　あれはわしじゃよ、若かろう」

「時間遡行したでしょ」

　イズシールが言う。

「わかってます。ちょっと、混乱しただけだから」

　なんだかおもしろくなくて、カイは頬ほおを膨ふくらませて言った。

「ぶふっ、わしのリーベは美人だろ」

　リーベ、というのが目の前の女性を指し示すのだと理解して、カイはもう一度女性を見た。

　編み上げの、踵かかとのついたブーツを履はいて、袖そでの長い前で合わせる上着と、太いプリーツのついた長いスカートを着ている。珍めずらしい形で民族的だ。布地の柄がらが美しい。世界を渡わたったカイの意識が、あれは着物と袴はかまというのだとカイに知らせる。

　黒い艶つややかな髪かみを結ゆい上げて、木の工芸品の櫛くしを飾かざりに挿さしている。

　若い誠が、手に白いハンカチを漫まん然ぜんと持って固まっていた。

「ぼ、僕は雪ゆき村むら誠まことと言います。九きゆう尾び堂どうさん、ですか」

　時々声がひっくり返りながらも恥はずかしさに怖おじけず、そこまでを何とか言って唇くちびるを引き結んだ。

「ええ。ハンケチを拾ってくださってありがとう。雪村様。またどこかでお会いできたら嬉うれしいですわね」

　キュービドーは誠の手からハンカチを受け取るべく手を差さし伸のべたが、誠はそのハンカチを握にぎりしめた。

「六区で、活動を観みませんか！　江え川がわの玉乗りも、楽しいと聞きます！　今度の休日はいかがでしょうか！　それとも、そうだ、京きよう橋ばしの甘味屋で、ええと、なにか、イヤ、銀座で舶はく来らいの珍しいものでも」

「ハンケチを返してくださいな」

　冷たい返事に、誠の視線が泳ぐ。手の力は一いつ瞬しゆん抜ぬかれ、手の中からハンカチは抜かれようとしたが、誠はもう一度手の中のハンカチを握りしめた。

「まぁ！」

　はっきりと咎とがめる声だった。

「なんていやなひと。返してと言っているのに！」

「こ、ここでお返ししたら二度と会えません。僕は、このあたりに住んではいませんし。遊ゆ山さんと勉強でこちらに来ているのです。来週には戻るのです。だから」

「ははぁ。青梅おうめのあたりから合がつ併ぺいのあれこれで来ているのかしら？　あちらからなら、たしかにここまではちょっとした旅行ですわね。でも、私がつきあう理由はありません」

　キュービドーは、ハンカチからぱっと手を離はなして歩き出した。

「え。あ、あの。ご気分を害されましたか」

「当たり前です」

「あの、でも、でも僕は」

「失礼だし、横暴だわ。でも！」

　土の道路に踵をつけて、キュービドーは半回転して誠を見る。二階の窓が開けられて、三しや味み線せんの音や笑い声が大きくなる。

　室内の灯あかりが落ちてきて、キュービドーの顔を照らした。

「一度だけ、つきあってあげてもよくってよ。ハンケチは糊のりを利きかせてくれなくちゃ嫌いやよ。今度の日曜に、服はつ部とり時計店の前で十時に待っていますから！」



    

  
    
      　それだけ言って、キュービドーは足早に闇やみに溶とけた。

　残された誠は暫しばらく茫ぼう然ぜんとして、それからハンカチを握りしめ、その手を突つき上げて叫さけんだ。

「万ばん歳ざい────!!」

　三味線の音が止やみ二階の窓から、酔すい客きやくの声が降ふってくる。

「どうした学生さん。なんかあったのか」

「はい!!　恋こいに墜おちました!!　そして逢あい引びきの約束をとりつけたのです!!」

　二階がどっと沸わき、笑い声が溢あふれる。

「おうおうそりゃめでてぇなぁ。どうだ、一いつ杯ぱいやんねぇか。梅うめさんや、なんかあるかい」

「ありますよ。坊ぼうや、深ふか川がわめしは好きかい。酒はともかく、腹ごしらえしていきな。若い恋のお相しよう伴ばんに与あずからしておくんなよ」

「ありがとうございます、丁度夕飯がまだでした」

　若い誠は足取りも軽くその家の玄げん関かんに向かい、鍵かぎも掛かけられていない扉とびらを勝手に開けて入っていった。

「……こん時の深川めしはそりゃぁ美う味まかったよ。千の生しよう姜がと海の苔りがまたなぁ。このあと、お梅さんと親方とは長いつきあいになるんだが、お梅さんは震しん災さいで、親方は一回目の大戦で死んじまった」

　誠が感傷的な笑みと共に呟き、イズシールは考え込みながら言った。

「誠さん。キュービドーがこちらに来たときとかには行けないんですか？」

「おいおい少年、人が恋に墜ちる瞬しゆん間かんを見たんだから感動とかしないのか」

「すみませんね」

　言われて、誠は短く息を吐はく。

「ま、いいや。では説明しよう。まずな、わしの時間遡そ行こう能力は限定的だ。魔ま人じんのようなもんだよ。同行者の知っている時間にしか行けない。今は、君たちがわしの時間へと望んでくれているから、わしの時間に飛べているがな」

　誠の言葉に、カイは違い和わ感かんを覚えた。

　なんだろう。なにかひっかかる。

　魔人。

　そうだ、魔人という言葉だ。

　どうして誠は、魔人のことを知ってこんなに理解しているんだろう。

　ユイカからユウキが聞いて、それをユウキから聞いて？

　そんな遠い感かん触しよくではない。もっと。

「言葉で説明すればひとことだけれど、君らはその場面から何かを読み取れるかも知れないのだろう。では、次はいきなりだが、わしと九尾堂の別れの場面だ。なにか、探さぐれることがあればいいがね」

　誠は強引にカイとイズシールの手を取った。

「さぁ目を瞑つぶれ」

「きゃ……」

　先刻とは違い、足下を掬すくわれて放り出されるような感覚がカイを襲おそい、カイは否いや応おうなく目を閉じた。

「着いたよ」

　誠の言葉に目を開くと、そこは暗い森の中だ。遠い空は夕暮れの赤で烏からすが啼なきながら飛んでいく。

　白いシャツを着て、上から着物、袴をはいてマントを羽織った誠が下生えに膝ひざをついている。

　その前には、半はん透とう明めいで銀色に光る、人間大のなにかがいた。

　口と歯と唇と舌だけが形作られて、そこから声がしている。

　あまりの異様な姿にカイは息を呑のんで立ちすくんだ。

「誠さん。お願い。一いつ緒しよに錦にしき絵えを見たわねぇ」

「見た。見たよ。楽しかったな、十二階に行ったとき」

「おぼえてるかしら、鞍くら馬ま天てん狗ぐや赤穂あこうの浪ろう士し、憲法発布の絵の中に鯰なまずの絵があったわねぇ」

「あったね」

「私を鯰にしてください」

　何を言っているのだろうとカイは訝いぶかしみ、イズシールと誠を見て驚おどろいた。

　二人ともカイにとっては奇き妙みような表情をしていた。

　誠はとても冷めた目で、過去の自分とキュービドーを見つめていた。とてもつまらなそうだった。

　もう一方のイズシールは眼鏡めがね越ごしの目め許もとを歪ゆがめ、唇を引き結び、腕うでを強く組んで手に血の気けがなくなるほど自分の腕を強く握っていた。

　それは憤ふん怒ぬの表情のようにカイには思えた。こんなに感情をあらわにしたイズシールを、今まで見たことがなかった。

　ふとイズシールが視線を上げてカイと視線が合った。

　あっという間に、イズシールの顔には笑顔が浮うかぶ。

　その表情の切きり替かえの素早さにカイは驚き、なんだか不ふ穏おんなものを感じて目を逸そらした。

　いい、あとで訊きけば済む。多分。

　ただそれをするのはとても、自分に力が要いる気がして顔を歪める。

　今は、まさに力をなくしているキュービドーを見ていなければならない。

　人の形すら保っていられず、発声の器官だけを何とか作っている大天使。

　そうして見れば、天使というのは肉体を持っているわけではなく、なにかの力で肉体があるように見せているのだとカイは思う。だからこそロドーリーは変形するし、あの少女の姿のロドーリー、ジェファーソンが言っていたようにロドーリー全体としての意識と個人の意識がはっきりと分わかたれていないのだろう。

　……いろいろ考えることが多くて面めん倒どうだわ……。

　カイは腹立ちと共にそう思った。

　イズシールはいろいろ知っているだろうし頭もいいだろうが、そもそも考えたことを全部話しているとは限らないし。

　話されたからといって、そりゃぁ理解は出来ないかも知れないけど、なんというか、どこか信しん頼らいは出来るけれども信用がおけないというか。普ふ通つうは逆なのに。

　ところで鯰ってなんだろう。

　カイの思考は運良く、あるべき場所に戻もどってきた。

　まるでそれを読んだように誠が言う。

「鯰ってのァ、地じ震しんの表現でな。地震前には鯰が暴れる、鯰が暴れるから地震が起きる、だから地震を絵にするときには鯰を描えがこうと、そういう流れだ。見る方も見る方で、鯰が描いてありゃ地震の話だと思うわけさ。ついでに言うが、要かな石めいしってのァ、鹿か島しまの明神様が鯰の頭に乗っけて押さえてくれてる石だ」

　キュービドーの懇こん願がんする声。カイは意識を眼前の過去に戻す。

「要石を置いて、私の力が漏もれ出さないようにしてください」

「か、要石……要石に、何が、なるだろうか」

「先に、誠さんの寮りようのお部屋に行かせていただいたとき、私の力はずいぶん抑えられて、私はとても……そう、人間の様でした。ですから、ですからね」

「学校を！　学校を作りましょう、確かに、承うけたまわりました」

「ありがとう」

　穏おだやかな声だった。

　若い誠は、ほっと微笑ほほえんでキュービドーに手を伸のばす。

「いけません。今の私に触ふれては。人でいられなくなるかも知れません」

　誠は涙なみだを浮かべて笑った。頬ほほ肉にくが上がったので、涙が落ちた。誠は気にしなかった。

「かまいません」

「かまえよ」

　冷ややかに言ったのは、白はく髪はつの誠だった。

「このあと百年生き延びる。その意味もわからんで、若造が」

　吐き捨すてるように呟つぶやいたが、若い誠に聞こえるわけもなかった。

　若い誠は、巨きよ大だいなナメクジに似たものを膝に抱かかえ上げて抱だきしめ、愛いとおしげに頬ずりをした。キュービドーが甘やかな声で言う。

「では、おやすみなさい。必ず、一年のうちに私の上に要石をね」

「約定いたします。背の君」

「また会う日まで、さようなら」

　ようやっとその言葉を告げて、キュービドーは光を失った。軟なん体たい動物の死し骸がいにしか見えない物体を、やがて、誠は下生えの上に下ろす。

　そして傍かたわらに置いていたスコップを手に取ると、穴を掘ほり始めた。日が完全に落ちて、暗くなると手て探さぐりで鞄かばんから小お田だ原わら提ぢよう灯ちんとマッチを取り出し、灯りを点つける。

　提灯を木にかけて、また掘り始めた誠を見て、イズシールがうんざりしたように言う。

「で、僕らはこれをじっと見てなきゃいけないわけ？」

　誠が口元を歪める。

「逆に訊きたいが、時間遡行の能力で現場に立ち会って、そっちの知識で分かったことってねぇのかよ？」

「私はないですよ」

　とカイが言い、イズシールも、

「僕もだ。無む駄だ足あしですよ」

　と告げた。

「……ホントか？　だって、わしのリーベはそっちの世界から来たんだぜ？　お前たちは帰りたいんだろ？　何のヒントもないなんてこたァないだろ」

「そうですけど……」

　カイが口ごもり、イズシールは苛いら々いらと息を吐いた。

「そんな、その時の状じよう況きようを見もしないでわかりませんよ」

「はん。無能だな。んじゃァわしの節せつ介かいは、ただ無む駄だだったって訳だ。唯己と唯香の縁えん者じやだってぇから無タ料ダでここまで来たってぇのになァ」

「わかったとして、誠さんに言うこともないでしょう」

「なあ、そういうの屁への突つっ張ぱりにもならねぇよ、兄さん。この世の使命を背中にしょって、悲ひ愴そうヅラして楽しいかい？」

「え」

　変な声を出したのはカイだった。

　イズシール先せん輩ぱいがいつ悲愴面づらなんて。

　自信に満ちて堂々としたエルスモアの若い大使。英えい雄ゆうアルスオーオラ博士の末まつ裔えいで、魔人システムの開発者。

　非の打ち所のない経歴と地位だ。

　いつでも笑顔を絶やさない、先輩、という呼び名がぴったりのはずの。

「悲愴ヅラなんかしてませんよ。なんなんですかご老人」

　だが当人はカイが見たこともないくらい苛々した顔と声をしていた。

「けぇっ、気に食わねぇな。なんだ面白くもねぇ。図に乗りやがって。そうやって上っ面で流してるうちは、誰だれかに肚はら割られても乗れないで臍ほぞ噛かむぜ」

「……そういうの、今時じゃないですよ」

「かわいくねぇな。爺じいちゃん気分害したよ」

　誠はそう言うと、下生えをものともせずに森の外へと歩き出した。草を踏ふむ音もしない。

「ちょっとブラブラしてくるわ。お前らは適当にしてろ」

「えっ!?　ちょっと、あの、こんなところで!?」

　慌あわてるカイに、イズシールが言う。

「いいよ、適当にしてろって言うんだから適当にしてようよ。どうせご老人は、ユイカに嫌きらわれるのはこわいから、僕らを置いて帰ったりはしないさ。ですよね？」

「どうかね」

　その言葉だけを残して、誠は闇やみに消えた。

　若い誠は汗あせだくで穴を掘っている。

　カイは試ためしに、少し高いところにある木の枝を掴つかもうとしてみたが、手は幻げん灯とうのようにすり抜ぬけた。

　まぁそうだろうなと思う。

　なにしろ、下生えの感触が足にないのだ。見た目としては必ずあるはずなのに。

「やーれやれ。収しゆう穫かくなしでうんざりするのはこっちのほうなんだけどな」

　イズシールはそういうと、木の根元に座る。

「カイも座ったら。肉体はないけど、何となく気分だろ」

「あ、はい」

　言われてカイも、イズシールに倣ならった。

　イズシールとだいぶ距きよ離りはあったが、空気を震ふるわせて会話しているわけでもなく、目で見ているわけでもない。見ようと思えば、この暗がりの中で表情もわかる。

　誠はどこに行ってしまったのかなと思って、意識を広げてもつかめなかった。

　一度戻ったのかも知れない。

　若い誠は相変わらず穴を掘っている。

　ふと、スコップを提灯の下の土に突き立てて、マントを脱ぬいで木にかけた。それから汗を拭ふき、またスコップを手に取って掘り始める。

　夜の鳥の声と、誠の荒あらい息、土を掘る音が闇に響ひびく。

「悲愴ヅラしてるんですか、先輩」

　誠の言葉を思い出して、カイは言ってみた。

「してないよ」

　イズシールは面白くなさそうに言う。

　カイはそれが、何か痛快だった。

「……何、楽しそうなの」

「えっ」

「ニコニコしてるよ。ニヤニヤっていうか」

「だって、うふふ、先輩のそういう顔見るの初めてだもの」

　イズシールはつまらなそうに視線を横にずらす。

「趣しゆ味みが悪いよ」

「先輩こそそうだわ」

　カイは木の根に尻しりをつけ、両足を立てる。その膝ひざに肘ひじをついて、手のひらに顎あごを乗せた。ここは二人きりだ。誠は穴を掘っているが、それはもう百年も前に終わった出来事だ。

「私、先輩のことなにも知らないわ。どこで生まれて、何をしてきたとか、そういうことじゃなくて、もっと、気持ちのことを何も知らないわ」

　一いつ瞬しゆんだけ、自分の言葉に違い和わ感かんがあった。何か、歪ゆがむ感じだ。けれどそれは一瞬のことだったし、イズシールが今まで見たことのない表情をしているのが痛快で、その違和感の正体を考えることをカイはやめた。

「知らなくていいだろ、別に」

「そう、先輩が思っているのはわかるんだけど。どれだけ先輩の中って神聖なの？」

　何も考えず言葉が口から滑すべり出す。

「……君、言葉の意味分かって使ってる？」

「ええ」

「神聖って」

「誰も入れないし、誰にも見せない。そんな感じなんです」

「そんな気はしてないけどな」

「私はしてます」

「カイが勝手にしてるだけでしょ」

「みんなしてるんじゃないかしら」

　カイは笑った。

　イズシールはあからさまに嫌いやそうな顔をする。

「先輩のこと聞かせてください。……この間、ユイカのおうちのバスルームの脱だつ衣い所で、うっかり先輩の背中を見てしまったことがあったでしょう。あの傷は、戦せん闘とうによるだけのものなんですか？　……文字に見えるような傷とかありました」

　眼鏡めがねの奥から、不快さに目を細めてカイを睨にらみ付け、イズシールは喉のどからうなり声を漏らす。

　先輩がこんなに感情的になっているのはどうしてなんだろう。

　自分がこんなに感情的になっているのはどうしてなんだろう。

　違和感はあったが、イズシールの状態も、自分の状態も楽しかったので、疑問は忘れることにした。

「不ぶ躾しつけにも程があるよ？　カイ・ハイ」

「先輩。私先輩のことが知りたいの。……ずっと一いつ緒しよにいて、戦っていて、多分これからも戦っていくのに、先輩はちっとも心を開いてくれないの」

「気持ち悪いよ。なんなの」

「気持ち悪いとか言うし。傷つくわ」

　カイは溜ため息いきを吐つき、イズシールは癇かん性しように一度だけ頭を掻かいた。

「話せば納なつ得とくするの？」

「まずは聞きたいです」

　少しの間の後、イズシールは言葉を探しながら語り出す。

「アルスオーオラ家は……天使からだいたい六十年後に没ぼつ落らくしたんだ。ロドーリーの世界を繋つなげてしまって。それまでは、ロドーリーの世界をアルスオーオラ家が管理をしていたんだけど。それで上う手まくいってたんだけど。………前から管理を申し出ていたヤミー一族がアルスオーオラ家に取って代わり、何度かロドーリーの渡わたりを許しながらも勢いを増したんだ」

　誠が、息を吐いて手のひらを見た。それから、暗くて分からないが手のひらについた何かを袴はかまの股ももで執しつ拗ように拭いていた。

　汗だろうか、血だろうか。とにかく滑るのだろう。息が荒い。腹立たしげだ。

「アルスオーオラ家は失態を咎とがめられ、王宮の地下に全員が閉じこめられることになった。それでも研究は続けさせられた。才能のないものは引き出されて、……帰ってこなかった。時々、若い女性が引き出されて、一年か二年後に子供を連れて帰ってくる。そんな風に一族は続いた。で、僕が生まれた。で、いろいろあった。でも、天才だったから今こうしてここにいる。背中の文字は、エルスモア語で無能、と没落、と書いてある。これ以上詳くわしく話せとか言わないでくれるくらいの思いやりは、君に期待していいよね？」

　抑よく揚ようなく言われるイズシールの言葉。

　誠が穴を掘ほる。

　湿しめって重い、その音。

　スコップが岩にぶつかって、腹立たしげな息を吐く。それをどけるべく、自分が掘った穴に足を踏ふみ入れる。暗いことに気がついて一度戻もどり、提灯の位置を直す。

　カイは立ち上がり、イズシールの側そばに座り直した。

　自分とは違う肌はだのいろ。自分とは違ちがう目のいろ。

　見つめて小首を傾かしげる。

　なんだか、興奮している気がする。なんだろう。知りたい。

「……ごめんなさい、先輩。私、思いやりには縁えんがないみたいだわ」

　かっとイズシールの顔が紅潮する。立ち上がり、歩き出す。

　カイは驚おどろきも動どう揺ようもせずに、立ち上がってついていく。

「先輩、どこに行くの」

「君のいないところだ」

「ここは誠さんの記き憶おくの中だから、多分どこにも行けないのじゃないかしら」

「わかってる！」

　事実、イズシールは大おお股またで、カイは普ふ通つうの足取りで歩いているのだが、距離はまったく開かない。それどころか、誠が掘る土の音はどこまでもついてくる。

「まだ掘り終わらないのか！　どれだけ深い穴が必要なんだよ！」

　イズシールは八つ当たりの様に吐き捨すて、カイはくすりと笑って睨まれる。

「先輩こそ、どれくらい厚い鎧よろいが必要なんですか」

「なんだよ」

「晒さらしてくれたら、私、味方になれるかも知れないのに」

　ああ、そうなったら楽しいだろうなとカイは思う。

　志こころざしや、思いを共にして、このひとが弱みやみっともないところをあらいざらい自分の前で吐き出して、無様な姿をひとつ余さず見せてくれたら、自分はどんなに満足するんだろう。

「先せん輩ぱい、私、主人なんですよ。先輩が教えてくれたの。ユイカがそうさせてくれたの。私には力があって、先輩の役に立てるわ。私にないのは望みなの。なにをしたらいいのか、わからないの。だから、先輩が私を役に立ててくれるなら」

「黙だまれ」

　カイに背を向けたまま、イズシールが言う。怒いかりが伝わるような押し殺した声だ。

　けれどカイは何な故ぜだかこわくなかった。

「先輩」

「なんだよ。黙れよ」

「……こんなこと言ったのは、私が初めてなの？」

　イズシールは黙り込んで、拳こぶしを握にぎりしめた。

「……君みたいな無神経で、思いやりのない、鈍どん感かんな人間は初めてだ」

「そうさせてるのは先輩だわ」

「口も減らない」

　カイは自分が怯ひるんでいないのを不思議に思う。無造作に近づいていき、背中に手を伸のばす。イズシールは振ふり向むき様ざま、払はらうようにその手をとってカイを引き寄せる。

　イズシールの金の目と、カイの青い目が強い感情を示してぶつかりあう。

　カイはなんだか、時間が止まった気がした。

　ぞくぞくする。

　このままでいたかった。

　だがイズシールはカイに、低めた声で告げる。

「なんか、おかしくない？」

「え」

「僕も君も、キャラじゃないでしょ」

　その言葉でカイは一気に冷静になる。

「……ですよね」

「ちょっと、イメージして。君と僕ならできる。主人だから。意識を広げて探すんだ。原因を」

「原因？」

「なにかあるはずだ」

　イズシールはカイの手を握って胸元に引き寄せたまま目をつぶる。

　こんなに近くで、先輩の顔見たのはじめてだなぁ。きれいなおでこだな。傷はあるけど。

　思っていたカイに、イズシールが片目だけ開けて言った。

「やってよ」

「あっはい」

　目をつぶる。イズシールの手を握る指に少しだけ力をこめる。乾かわいている皮ひ膚ふ。ここにも傷きず痕あとの感かん触しよく。

　意識を広げて探すんだ。主人だから。

　その言葉からイメージする。

　自分のこめかみあたりから、とても薄うすい透すける布地が広がって、この雪村誠の記憶の森の上に浮うき上がる。

　森を越こして星明かり。

　ああ今日は新月なんだ。月の影かげが分かる。布地を下ろす。花はな嫁よめのベールのように静かに。

　森の生き物たちの濃のう密みつな気配がする。何千万という呼吸。木々も、草花も、宿り木も。

　その中に、明らかに異質な二つの気配があった。



    

  
    
      「先輩、記憶じゃないのがいるみたい」

　イズシールはズボンの後ろポケットから杖つえを取り出して指で半回転させて握る。

「支えて示して。僕が呪じゆ文もんを乗せるから」

「はい」

　カイはイズシールの手を、上から握って支え、気配に杖先を向けた。

「二人います」

「……我が身体からだが刻むリズム、らせんに紡つむがれて巡めぐり、放たれよ。ジャイブホース」

　イズシールの言葉が終わると同時に、紫むらさき色いろの閃せん光こうが闇やみの中に走り、重たいものが二つ落ちる音と悲鳴が二つ響ひびいた。

　カイは手を離はなし、イズシールは杖を持ったままそちらに身体を向けた。

「先輩、あとで今の呪文とか教えてください。便利そうだわ」

「呪文覚えるよりユイカと一緒にいたほうが便利だよ」

「お互たがい恋こい人びとが出来たときとか、困ります」

「……そうだね。じゃ、それまでには。我が目の奥に宿りし、太陽の光。玉となりて目当てを照らせ。セリワール」

　イズシールが緩ゆるく杖を振ると、誠の小田原提灯の上に光が現れ、そのあたりを照らした。

　ご丁てい寧ねいに相手は誠が掘っている穴の中に落ちたらしい。

　誠は腰こしの半分まで来る穴を掘り、その中に入って掘っていた。その誠を突つき抜ぬけて、ひと組の男女が絡からみ合ってジタバタしていた。

「ほら、これ便利じゃないですか」

「まぁそうだけど、懐かい中ちゆう電灯の方が便利だよ」

「教えるのいやなんですか？」

「正直めんどうかなぁ」

　二人は話しながら穴に近づく。

　穴のへりに立って見下ろすと、女性はユイカと同じくらいの年とし頃ごろだろう。黒くろ髪かみで、桜月の制服を着ていた。顔が俯うつむいていて、その首の付け根に男性の足が乗っているので顔を起こせない。

　男性は顔がぴったりと土の壁かべにくっついているので声が出せないし息も苦しそうだ。金の短たん髪ぱつで、年頃は二十くらいだろうか。なぜか黒いスーツと白いシャツで、ネクタイはなかった。靴くつの飾かざりが少し派手だ。

　その手にしっかりと杖が握られている。カイとイズシールのものによく似てはいるが、イズシールの杖の模様が紫むらさきでカイの模様がオレンジなのに対して、模様はピンクだった。

「……あの、これは」

　カイが眉まゆをひそめて言うのに、イズシールがつまらなそうに言った。

「……魔ま人じんと主人だな。なんだ、知らないヤツだぞ？」

「先輩が知らないなら、私だって余計分かりません」

「あ」

「なんですか」

「僕が、賢けん者じやアルスオーオラの末まつ裔えいで、君が勇者ラックの子孫。もしそれが主人となるのに必要な条件だとするならもうひとりいたよね、大天使消しよう滅めつ時に」

「あ」

　カイは思い出して小さく声を上げる。

「荷物持ちのルイン」

「うちじゃあ現地で雇やとって二回荷物持もち逃にげした小男って伝わってるけど」

「うちでは五回って伝わってます」

「じゃ、多い方を採用しよう。ルイン！　君はルインという名じゃないか？」

　イズシールは穴に向かって声を出したが、映像としては誠と重なってスコップで掘ほられているその男は、苦しげに手を動かすだけだった。

「息が出来なくて死んじゃうんじゃないかしら？　そういう気がするだけでも」

　小首をかしげてカイが言い、イズシールは溜ため息いきを吐つく。

「わかったよ」

　そして穴の側に行き、膝ひざをついて男の襟えり首くびを引っ張り、足の角度を変えてやった。

「ぶはぁ！　このバカ！　あんな光なんか驚くものじゃねぇだろう！」

　桜月の制服を着た少女が土に手をついて跳はね起おき、身体を捻ひねって男に言った。

「バカ！　驚くでしょ!?　当たり前でしょ!?　しかも揺れたわよ!?」

「バカって言うなバカ！」

「バカって言うなバカって言うなバ────カ！」

「……あの、それ始めると切りがないからやめてください。バカって言った方がバカなんですよ？」

　カイはそう言って微笑ほほえむ。

「ともあれ、上がっておいでよ」

　溜息と共にイズシールは言い、男の手からするりと杖を取り上げる。

「あってめぇ何しやがる!!」

　イズシールは杖を横にして両手に持ち、じっと見ながら言う。

「誠さんに連れてきて貰もらったんだよね、ここにいるってことはさ？」

　少女が嬉うれしそうに言った。

「そうよ、お祖じ父い様はあたしの言うことは全部かなえてくださるんだから！」

「……あっそうよかったね……」

　イズシールは手に持った杖先で頭を掻かいた。

「あーテメェ俺の杖で頭掻くんじゃねぇよ！」

　男が叫さけび、イズシールは杖を弄もてあそびながら言った。

「杖ね。君、これ誰だれにもらったの」

「教えねーよバーカハーッハッハ!!」

「グザヴィエ様？」

「ゲッ何で知ってんだ」

「グザヴィエ様って誰ですか先輩」

　男の質問は無視して、イズシールはカイの質問に答えた。

「カイは知ってるかなー。こっちに飛ばされた日にさ、エルスモアの大使がもうひとり来たんだけど。彼女のお兄さん。僕の師し匠しようになるかな？」

　穴の中で少女が男に向かって言う。

「バカね、しらばっくれることも出来たでしょ!?　ほんとバカ!!　よいしょ、先に上がるわよ！」

　少女が穴からはい出そうと、縁ふちに両手と肘ひじをついて体重をかけて上半身を乗り出したところを、イズシールが蹴けり落とす。

「キャー！　女の子になにすんのよひどーい!!」

　少女はまた穴の底に戻もどり両手を振り回した。

　イズシールの横に立って、カイが言う。

「……で、魔人と主人なんですね？　はじめまして、私も主人で、カイ・ハイと申します」

　カイは自分の胸に手を当てて優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「私の魔人はフジシロユイカと申しまして、ここにはおりませんが、私たちの力は振しん動どうです。なかなかの力なのですよ」

　男ががばっと穴の中で跳ね起きて膝を立てて座り、少女の肩かたを掴つかんでひきよせる。少女は顔を真っ赤にして、

「やめてよバカ！」

　と、言ったが男は聞かない。

「お、俺たちの力だってすげぇんだぜ！　俺の名は、テオーデリヒ・オルブレート・ルイン！　こいつの名はユキムラユウリ！」

　肩を抱だき込まれた少女、ユウリは、そこまで言われてしまえば開きなおってテオーデリヒに身体を寄せ、きらめく瞳ひとみで言い放つ。

「そう、あたしたちの力は暴走よ！　英語で言うとスタンピード!!　もともと持っている力や気持ち、自分ではわからなくても持っている、悪意も好意も才能も暴走させて顕けん現げんさせるの!!　この力があれば、上っ面で善人ぶってるヤツの本音を暴あばくのもチョロいわ！」

　イズシールとカイは、二人並んで同時に頷うなずいた。

「なるほど」

「もうひとつ聞かせてくれると大変ありがたいんだけど。……ほら、僕にはわからないからさ、テオーデリヒ君なら分かることだと思うから」

　眉まゆ尻じりを下げて、少し困ったような笑顔を浮かべ、イズシールは言う。カイは、内心、まぁなんて胡う散さん臭くさくて白々しいのかしらと思ったが、通用しそうなので自分も同じような表情を作ってテオーデリヒに言った。

「本当に困っていますの。もし教えていただけるんでしたら、テオーデリヒさんは救いの神ですわ」

　テオーデリヒとユウリはぽかんとしていたが、やがて嬉しそうに頬ほおを染め、小鼻を膨ふくらませて二人で視線を交わしあった。

「テオーデリヒ、すごいじゃない、あいつらにあんなこと言わせるなんて！　あたしわかってたもん、あんたが凄すごいのなんて！」

「むは、ははは、俺はユウリの主人だからな!!　そりゃぁ凄いのは分かってる。で、ん？　なんだ？　いいぞ何でも訊きけ。答えてやる」

「ありがとう」

　イズシールは笑顔で言う。

「では、テオーデリヒ。君はどうやってこちらの世界へ？　僕らみたいに飛ばされたの？」

「俺はユウリに呼ばれて来たの。用もねぇから帰ろうとも思ってねぇだけだ。ユウリの買い物の荷物持ちもしねぇといけねぇしな」

「やだ、荷物持ちじゃないでしょデートでしょ!?　あんたそんな風に考えてたの!?」

「待て、ユウリ、泣くな泣くな、ちょっとした照てれ隠かくしだって」

「……ならいいけど……」

　唇くちびるを尖とがらせ、涙なみだ目めでユウリはテオーデリヒの胸に頭をこすりつける。

　カイは笑顔を浮うかべ続けることに、ちょっとした困難を覚えた。何かしらこの人たち。

　イズシールが笑みを浮かべて奮ふん闘とうする。

「と、いうことは、テオーデリヒ。君はあっちとここの……旅行の仕方がわかって……」

「ねぇよ？」

　カイは一いつ瞬しゆん、自分の表情から笑みが抜けたのを自覚して、いけないいけないと顔の筋肉に力を入れる。

「前にユウリが襲おそわれててさぁ。なんだっけ。ユキムラ家の財産がどうの？　で。それでユウリが俺を！　必要としたんだよ、なっユウリ！」

「うん」

　ユウリは素直に頷く。その様子はカイの目から見てもやたら可愛かわいらしかった。

　イズシールは眼鏡めがねの鼻の部分をテオーデリヒの杖つえで押し上げて溜息を吐いた。

「ユウリ、君はテオーデリヒの世界に行きたいとは思わないの」

　カイの言葉にユウリは肩をすくめる。

「行きたくないわ、別に。今忙いそがしいし。テオーデリヒがいればあたしは自分の部屋でも全然いいもん」

「ったく、可愛いなぁユウリ！」

　テオーデリヒはユウリの肩に回した手に力を込め、ユウリは、



    

  
    
      「やめてよ苦しいわ！」

　と顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

　まぁいやだ、私今凄くどうでもいい顔をした気がするわ。笑顔笑顔、がんばれ私とカイは頬に神経を集中させて笑みを保持する。

「試してみてくれないか、テオーデリヒ」

　イズシールが静かに言う。

　カイは思わずイズシールの横顔を見つめる。

「僕らは帰らねばならない。ロドーリーたちを家に帰さなくてはならない。僕らは」

　テオーデリヒの口元が笑いの形に歪ゆがむ。

「大奥様は、んなこと言ってなかったぜ、飼い犬!!　お前だろ、アルスオーオラの小こ僧ぞうってのァ!!」

　侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようの込められた言葉に、カイはびくんと震ふるえ、思わずイズシールの顔を見た。

　イズシールの表情はひどく冷めていた。いつも通りの笑顔だった。

「大奥様だって、僕が帰らないと困るんでしょう。……テオーデリヒ。杖をグザヴィエ様に貰ったのなら、君も大奥様の犬かい？」

「ッハー。あんな化け物の言うこと聞くのなんかマッ平だな。グザヴィエ様には杖もらったけど知るか。なに、ユウリといりゃぁあっちになんか帰る理由はねぇよ」

「ちょっと、テオーデリヒ。もう帰ろうよ。ドラマの予約してないんだけど」

　ユウリが小首を傾かしげて言う。

「おっそうか。いいぜ。俺様たちの力も見せつけたことだしな！　ハーハハハハ!!」

　テオーデリヒの高笑いも半はん端ぱに、二人はかき消えた。

　暗い森の中に静せい寂じやくが戻る。

　聞こえるのは、誠が土を掘る音と荒あらい息。そして風が梢こずえを渡わたる音。

　カイは何と言っていいのか分からず、立ちつくしていた。いろいろ聞いてしまった気がする。いろいろ言ってしまった気がする。

　二人きりになってしまえば、視線が上げられない。どういう顔をしたらいいのかわからない。

「ちょっと見てよ」

　だがかけられたイズシールの声は呆あきれかえってはいたが明るく、軽かった。

「え」

「杖。テオーデリヒ君の」

「え、あ！　お、置いていったんですか彼!?　うそ!?」

「完全に忘れてたよね。と、言ってもここは記き憶おくの世界で、実体はないわけだから本体は向こうにあるんだけど、彼が杖のことを思い出すまでこのままかな？　まぁこれは、彼の記憶の……意識のものだろうけど、かなり正確だ。ほら」

　手て渡わたされた杖を見る。

　自分やイズシールのものと、だいたいの大きさや長さは一いつ緒しよだったが、色はピンクで、杖の半分ほどを覆おおう模様は、地の色より更さらに濃こいピンクのハートだった。

「……凄く嫌いやそうな顔になってるよ、カイ」

　イズシールに言われても、カイは表情を整える気にはならなかった。ふと、手の中から杖が消える。

「あ。思い出したのね」

「現実世界で杖に触ふれたんだろうな」

「……暴走、と、言っていましたね。私とユイカの力は、振動です」

　カイは下から睨にらみ付け、一度唇を引き結んでから挑いどむようにイズシールに言った。

「先せん輩ぱいの、主人としての力はなんなんですか？」



    

  
    
      　第三章　バイブレーション・スタンピード

　　　　　または 振動・暴走・そしてもうひとつ






　時間は少し戻る。

　誠と手をつないだイズシールとカイは、図書館の書架の間で目を閉じて、それから動きを止めた。

「やれやれ」

　と、暗い図書館の中でユウキが息を吐はいてジャンセンに言った。

「ジャンセン。ちょっと手離はなして。そんで、手伝って。爺じいさんがここにいるってことは、警備のひとも何があってもだいたいはしらんふりするだろうから、灯りをつけよう」

「あ、うん……」

　ジャンセンはおそるおそるユウキとユイカから手を離はなす。

　ユイカはぼんやりしてしまう。

　カイを送り出したまではいいけど、問題はまだ全然解決してない。

　図書室の灯りが点つけられ、蛍けい光こう灯とうの音がほんの僅わずかだけする。それでだいぶ、いつもの学校の様になったが、やはり変なかんじはする。

　ダーヴィスにいたときだって、こんな、ここが自分の世界じゃないという気はしなかったのに。

　ジャンセンとユウキは椅い子すを三つ持ってきて、誠とカイとイズシールの手が離れないように注意しながらそっと座らせた。

「爺さんもちゃんとセッティングしていけばいいのに」

　やれやれとユウキは言い、ジャンセンは俺たちが座る分も椅子持ってくると言って、その場を離れた。

「ねぇユウキ。説明して欲しいんだけど。いつからじいちゃんと会ってたの？　五歳の時におとうさんとおかあさんが死んじゃってさぁ。そん時だって、葬そう式しきに親しん戚せきとかこなかったじゃん。少ししてから、役所のひとがさー、おじさん連れてきてさー。そんでおじさんとこに中学までいてさ。おじさんがあたしに手出したのの証しよう拠こをユウキが押さえてくれて、そんで金ふんだくって、今のマンションに越こしたんじゃん？　そりゃ、祖父ってのが金出してくれたって言ってたし、おじさんの話はあんまりしたくなかったけどさあ」

「はい椅子」

　ジャンセンが椅子をまず二つ持ってきて置いた。

「ありがと、ジャンセン。お姉ちゃんも座りなよ」

　ユウキがそう言って座る。ユイカは椅子に座りながら話を続けた。

「あたしそもそもじいちゃんがいるとかさ、初めて聞いたのいつだっけ。もう覚えてないんだけど。んで、なんであたし、じいちゃんに会ってないんだっけ。あたしさ、ユウキばっかりじいちゃんと話ししてんのずるいってずっと言ってたよね。そしたらあんたなんて言ってたよ？」

　言いながら頭が痛くなってくる。口元が変な風に歪んでいる気がする。ユウキは平然としている。

「じいちゃん逢あえる状態じゃないからじいちゃんの代理の人と話してるから、じいちゃんと話してる訳じゃないって言ってたでしょ？　そんであたし諦あきらめたんだけど、なんで仲いいわけ？」

「あーごめん、あれ嘘うそ」

　ユウキはあっさり言い、ユイカは音を立てて立ち上がった。

「なにそれ!?」

　ジャンセンが椅子を持ってきて、黙だまって二人の近くに座った。

「何で嘘吐ついたの」

　冷静にジャンセンがユウキに言って、ユウキがジャンセンに答える。

「お姉ちゃんを守るためだよ」

　思いがけない答えに、ユイカはきょとんとした。

「そもそも、なんでお父さんとお母さんが雪村家と関係なかったかって言えば、かけおちしたからなんだよ。爺さんに聞いたけどさ。爺さんは本妻さんとお妾めかけさん併あわせて四人に結構な数子供産ませて、それがもとで雪村家ってのは今すごいごたごたしてんだよ。だから今さら僕らが出て行っても、下手すりゃ命が危あやういって言われてさ。爺さんには、僕らが成人するまで金出してくれたらそれでいいからって僕言ったの」

「じゃ、今、暮らしてるお金っておじさんが出してるわけじゃないの？」

「おじさんからもいただいてるよー。ばっちりばっちり。たまに入金遅おくれるけど、催さい促そくちゃんとしてるから。そっちは貯金してるけど」

「いや、だからさ、なんで、いや、あーわけわかんないもー！」

　ユイカはイライラして頭をかきむしる。

　腕うで組ぐみをしたジャンセンが言った。

「……整理しよう。ユイカは黙っててね」

　ユイカが頷うなずき、ユウキが一瞬はっきり不ふ愉ゆ快かいそうな表情をした。だがすぐ、興味のなさそうになる。

「いいよ」

「最初に、ユウキが誠さんに会ったのいつ」

「……親の葬式の時に使いのひとが名めい刺しをくれて、おじさんちに引っ越す一日前に喫きつ茶さ店てんで会った。学校休んで」

「その時、どんな話したの」

「困ったことがあったら力になるからって。ニヤニヤしてて、変な兄ちゃんだと思ったら爺さんだった。……それで、おじさんの家出たくなって連れん絡らくとった。あとはたまにメールとかしてた。なんか、メル友いないからって。テレビの話か庭の話しかしてなかったけど」

「どうしてユイカに話さなかったの。最初の時に」

「お姉ちゃんに話して、ゴタゴタに巻き込みたくないもの」

　ジャンセンは、軽く眉まゆ根ねを寄せて考え込み、ユウキを見つめる。

「ユウキ、でもそれなんかおかしくないか？」

「は？」

　ユウキがいかにも面めん倒どうくさげな声を出したとき、誠が立ち上がった。

「ああもーなんじゃい。最近の若いもんは全く。ケッ」

　つまらなそうに吐き捨すて、カイとイズシールの手を離して伸のびをした。二人の手は力なく膝ひざに落ちた。

「これなら本の続き読んでたほうがマシじゃわい」

「ちょっとジジィ!!　カイどうしたのよ!!」

　椅子を蹴け立たてて飛びかかり、ユイカが誠の胸ぐらを掴つかんだ。

「あーあの長髪二人なら心配せんでもそのうち迎むかえに行くから。ちょっとわし面倒くさくなって」

「は!?　何の為ために長生きしてんの!?　忍にん耐たいとか普ふ通つう年と共に成長するでしょ!?」

「人生というのは忍耐を育成する為にあるんじゃないことだけは確かじゃな。アホらしい。あーちょっと待って、電話」

　誠の古くさい学生服のポケットから音楽が流れる。

「……なんだっけこれ」

　聞き覚えのある音楽に、ユイカが眉まゆを寄せユウキが答えた。

「ワルキューレの騎行」

「あーはいはいわし。うん図書室。何、来るの？　テオーデリヒも？　いいけど」

　図書室の扉とびらが開けられて、携けい帯たい電でん話わを構えたままの桜月の制服を着た黒くろ髪かみの少女と、スーツを着た銀ぎん髪ぱつの短たん髪ぱつの男が入ってきた。

「じゃ、そういうわけでお祖じ父い様、よろしくお願いしますわね！」

　少女は電話など必要ない距きよ離りでそう言って電話を切り、ユイカをちらりと見て鼻で笑った。

「なによやんの？」

　ユイカが反射的に言い、少女は返した。

「さぁね」

　男はイズシールとカイを無造作に椅子から引き摺ずり落として、自分がイズシールの座っていた椅子に座り、少女もカイの座っていた椅子に座った。

「お前何やってんだぁ！」

　ジャンセンが慌あわててカイを抱だき上げて怒ど鳴なる。

「へいへい行くぞ」

　誠がそう言って、椅子に座って二人の手を取り、目を閉じる。

　残された三人は、新しく現れた二人を睨み付けた。

「カイに何しやがるんだ」

　とジャンセンが吐き捨て、ユイカとユウキは司書の机に駆かけ寄よって、引き出しからマジックを一本ずつ持ってきて駆け戻もどる。そして二人とも無言で、ユイカは少女の、ユウキは男の顔に落書きをした。

「男だん爵しやく」

　とユウキが言ってマジックに蓋ふたをし、

「ブスウサギ」

　とユイカが言ってマジックに蓋をした。

　ジャンセンはそれを両方見て、

「なるほど」

　と頷いたが、女子のほうにはちょっと同情した。ヒゲが生えている部分が大きく、ブツブツが大きい。男爵はヒゲと鼻毛と眉まゆ毛げがぐるんぐるんしていたが、まぁしかたがない。

　誠が起きてそれを見て吹ふきだした。

「ぶははははなんじゃこれ、ぶはははははは」

「ちょっとジジィ。こいつら何よ。カイになにしてくれてんのよ」

　言ってユイカは今度こそ誠の胸ぐらを掴んで引き寄せた。

「あー紹しよう介かいする？」

「是ぜ非ひね」



    

  
    
      「女の子は雪村悠ゆう里り。本家の孫。玄孫やしやごか？　来らい孫そんだっけ……」

「僕はこの子知ってるよ、同じクラスだ。それと爺さん最低だ。家族関係くらいちゃんと覚えてろよ」

　ユウキの言葉に誠は溜ため息いきを吐く。

「傷つくのう。で、そっちの異人はテオーデリヒ。名字とミドルネームは忘れたわい。おい、赤毛。お前と同じ世界の人間じゃ」

　それを聞いてユイカが眉を寄せる。

「……まさかとは思うけど、こいつ、杖つえ持ってない？　ユウキ、探してみて」

「うん」

　ユウキがテオーデリヒの身体からだを探さぐり、杖を見付けてユイカに渡わたした。

「あった」

「ありがと。……うわ、ピンクのハート柄がらだ。やだ」

「カイのって、どんなんだっけ」

　カイの頭をそっと自分の足の上に乗せ、身体が楽なようにしてやりながらジャンセンが訊きく。ユイカがいかにも鼻高々というように言った。

「オレンジよ。模様は小枝。こんな下品なのとはやっぱちがうわよね」

　ジャンセンは思い出しながら言う。

「イズシール先せん輩ぱいのは紫むらさきの蔓つるだよな。模様が全面に出てたけど」

「カイのはまだちょっと。これは……半分くらいかな」

　手に持って検分しているユイカに、誠が言う。

「これ、ユイカ。返してやれ。テオーデリヒはこう見えて、ユウリを守ってるのでな」

　ユイカは面白くなさそうにテオーデリヒとユウリを見比べて、テオーデリヒのネクタイの結び目に、無理矢理突つっ込こんだ。

「はい、返したわよ。ちょっと、ジジィ。なんでこの二人連れてったの」

「あーなんかな、個人的にテオーデリヒがちょっかいだしたいんだと。でもわし、ケンカはすんなと言ったんだ。そしたら記き憶おくの中でならいいんじゃねぇかよって言うから、そんなら構わんよってわしが言って」

「ちょ」

　ユイカはぎりぎりまで誠に顔を近づけて怒鳴る。

「そしたらカイが危ないんじゃないの!?　あたしがいないんだよ!?」

「記憶世界のことだから、どうもならんよ」

「身体が平気でも、気持ちがどうかなっちゃうかもしんないでしょ!?」

　ユイカの必死の形相と、その言葉に誠は目を瞠みはり、それからゆっくりと微笑ほほえんだ。

「……ユイカは、あの子が好きなんじゃのう」

「大好きよ。あたりまえじゃない」

　誠は、手を伸ばすとユイカの頭を慈いつくしむように撫なでた。

「若いということは、実に素晴らしい。……存分に味わいなさい」

　二人の会話を聞いていたジャンセンは、誠の言葉の底に潜ひそむ、羨せん望ぼうのような、遠い日を懐なつかしむような響ひびきに胸が痛くなった。

「知った様なこと言ってンじゃないわよ、いいからとっとと男爵とブスウサギ回収してきなさいよクソジジィが」

　だがユイカは誠の襟えり首くびを掴み直すと、そのまま両手を交差させてぎりぎりと絞しめ上げる。

「お姉ちゃん、一応それ老人だから。死なれると困るから」

　あまり困らなそうにユウキが言う。ユイカが力を抜ぬくと、誠は勢いよく咳せき込み涙なみだ目めになって、ポケットから出したティッシュで洟はなをかんだ。

「うわ、エリエールの高いヤツ！　パチンコとかのじゃないのね金持ちなのね！」

　驚おどろくユイカに、誠が背を向ける。

「こんなもん欲しけりゃいくらでも送るわい。よいしょっと」

　誠は椅い子すに座って、テオーデリヒとユウリの手を取った。

「いいよ、安いのなら駅前でいくらでももらえるもん」

　その言葉に誠は笑って、目を閉じて動かなくなった。

　ユイカはユウリをちらりと見る。

「これ、『女王様』だよね？　うちのクラスでもあだ名ついてたよ。友達いないって」

「いないだろうよ。偉えらそうだもん。でも、僕嫌きらいじゃないんだ」

　ユウキの言葉にユイカは言う。

「なんで」

「友達いないけどとりまきもいないから」

「へー」

　どうでもよさそうにユイカが言って、テオーデリヒとユウリが目を開けた。

　ユウキとユイカが素晴らしい笑顔で二人に言う。

「おはよう！　油性マジックだから、がんばってね！」

　双ふた子ごだけあって素晴らしいユニゾンだった。聞いていたジャンセンはげんなりする。こういうときだけ息ぴったりだ。

　テオーデリヒとユウリはお互たがいの顔を見て青ざめ、とりあえず駆けだした。トイレに行ったのだろう。

　誠は、少し青い顔で息を吐はく。

「ちょっと休んじゃだめかのう……。時間遡そ行こうは結構寿じゆ命みよう縮むんじゃが」

「百年生きてて今いま更さら寿命もないだろ」

　ユウキの言葉に、誠が苦笑する。

「そうさな」

　横で見ていたジャンセンは、また不思議な感じだなと思った。どこでだったか、同じ感じを知っている。考えて、思い出す。

　イズシールとユウキだ。

　妙みように、親密な感じ。

　いずれにしろ、今は追及したって無む駄だだ。状じよう況きようが悪すぎる。ユイカの前で何か言っても、ユウキはしらばっくれるだけだろう。

「よっこいしょーっと」

　誠がそう言って床ゆかに座った。カイとイズシールの手を取る。

「それじゃ、爺ちゃんタクシー、行ってくるよ」

「そういう冗じよう談だんって年寄りクサいよね」

　ユイカの言葉に誠が照れくさそうに笑って軽く肩かたをすくめ、目を閉じた。









「僕は主人じゃないよ」

　カイの予想通りの言葉がイズシールの口から出る。それはそう言うだろう。

「僕のとこには魔人は来てないもん。来てたらもっと色々楽できたさ」

「嘘うそだわ」

　カイははっきりと言った。

　あからさまな溜息が、誠が土を掘ほる音を越こしても聞こえた。

　こうしていると、さっきはやはり普ふ通つうの状態ではなかったんだと思えた。愉ゆ快かいでも、痛快でもない。

　ただ、知らなくてはならないと思うことを追及する。

　相手が隠かくそうとしていることを。

　適当に誤ご魔ま化かして逃にげられたら楽なのに、それをしてはいけないと、心の奥の自分が知らせる。

　そしてそれは正しいのだとわかる。

　踏ふん張ばらなくちゃ。

　ああ、ユイカがここにいて、手を握にぎってくれたら。

　ただ話を聞いていてくれたら、私、もっと格好つけられるのに。がんばれるのに。強くなれるのに。

　イズシールは、冷たい横目でカイを見た。

「……なんなの？　カイ・ハイ」

　親愛さの欠片かけらもない響きで、名を呼ばれる。

「私とテオーデリヒさんと先輩は、全員、天使大戦の英えい雄ゆうの子孫です。そしてユイカとユウリは誠さんの血けつ縁えん。ユウキだけが魔人じゃない。先輩だけが主人じゃない。おかしくないですか？　先輩が魔人システムを、杖を作ったのに」

「杖は、適合さえすれば魔人がいなくても呪じゆ文もんで力が発揮できるものだよ」

「でも、そもそも先輩が主人だったから、魔人システムが作れたと考えたほうが自然です」

「そりゃぁそうだったらいいなと僕も思うよね。でも違ちがうから」

「だって」

「あのさぁカイ」

　つくづく嫌いやそうな声だった。

　イズシールのこんな声は聞いたことがなかった。

「パズルじゃないから。そりゃ、そういう風に考えれば、そうさ。あるいはこれからなるかも知れないけどさ。嘘なんかついてないよ」

「……先輩には、秘密がある気がするんです。言ってくれたら、私、味方になれると思います。さっき言ったのは、テオーデリヒさんたちの力のせいだけじゃないです」

　百年前の闇やみの中、天は巡めぐり雲は流れていつの間にか星が出ていた。

　今はもうない森の切れ間から降り注ぐ光に、銀ぎん髪ぱつを照らされたイズシールは言う。

「じゃぁ君の秘密も教えてよ」

「……え？」

　イズシールは笑っていた。いつもより、平へい坦たんな笑みだ。

「あるの？　なにか？」

「……えっ……」

「何が好きとか誰だれが嫌きらいとか、子供の頃ころの悪さとか。そんなのじゃなくてさぁ。君が僕に訊きたがってるような秘密を、僕に教えてよ」

　カイは、いろいろ考えてみる。

　秘密。

　何か。

「ないでしょ？」

「う……」

「ご期待にそえなくて悪いけど。僕にだってないさ」

　そう言われては、カイはもう追及できなかった。

「話終わった？」

　突とつ然ぜん声をかけられて、カイもイズシールも逆毛が立つほど驚いた。

「誠さん」

　暗い森の中に、誠がぼんやり立っていた。

「もー爺ちゃん疲つかれたよ。そろそろ帰ろうぜ。収しゆう穫かくもなさそうだしさぁ」

「収穫ならありましたよ。テオーデリヒと会いました。でも、誠さんがテオーデリヒを普通に紹しよう介かいしてくれたら、ここには来なくて済んだんですけど？」

　冷笑をたたえてイズシールが言い、誠が口くちの端はしをあげる。

「あー済まん済まん。あいつのことすっかり忘れとってなぁ。老人だから勘かん弁べんせい」

　どこまで本気なんだろう。

　きっと全部本気で全部どうでもいいのだ、この老人は。

　カイはそう思い、自分の口元に冷たい笑みが浮うかぶのを感じた。

　誠が、カイを見る。

「……あんたは、悪い女になるだろうなぁ。十年後には、きっと、酒のような」

「褒ほめ言こと葉ばと、取らせていただきますわね」

　カイは動じなかった。老人の言葉の真意など、どうでもいい気分だった。それより大事な、それより強いものが自分にはあると思えた。

　なにかしら、投げやりだわ。

　そして、自由だわ。

　誠は、カイとイズシールに手を差しだした。

　カイとイズシールは、歩み寄ってその手を取った。

　若い誠は、穴を掘っている。

　その喉のどから獣けもののような嗚お咽えつが漏もれ始めた。

「あれは、かなしくて泣いたのではない」

　誠が言う。

「穴を、深く掘るのに疲れて、嫌いや気けがさして泣いたんだ。そして、そんな自分が情けなくて、泣いたのだ。恋れん情じようよりも、自分の疲ひ労ろうが、肉体の痛みが勝まさる自分が情けなくてな」

　イズシールが言う。

「ひとは、そういうものだと思います。思想と感情と現実の狭はざ間まで……磨すりつぶされて死までを過ごす。そういうものだと」

　カイは唇くちびるを引き結ぶ。そんなものなのだろうか。想像もつかない。考えたこともない。

「ありがとう。救われる気分じゃよ」

　けれど全てはもう過ぎたこと。

　百年前に終わったことだ。

　この森はもうない。

　星の位置すら違うだろう。

　今誠の手に傷はない。

　癒いえて、消えた。

「戻もどるよ」

　誠が言い、イズシールもカイも目を閉じた。





「……それから、わしは父に願ってあの場所に桜月高校を建てた」

　戻ってきて、夜の図書室で誠は窓まど枠わくに座って語る。そのあとの物語。

「わしの父は金持ちだったし、新しい事業として学校の経営もよかろうということで建てた学校だ。戦火も、地じ震しんも免まぬかれたしな。九尾堂が一度わしの学生寮りように遊びに来たことがあって、そのときに力がほぼなくなったので……何かわからんが学校というものが、九尾堂の力を抑おさえているわけだ。……わしと九尾堂のつきあいは、ほんの九日だったがその間でも力が零こぼれて、形をとれなくなったりもしていたし、嵐あらしを起こしたりもしていたしな」

「……それでも、好きだったんですよね？」

　カイが訊きき、誠が少し考え込む。

「今もわしは九尾堂しか愛していないさ。……妻たちや妾めか方けがたには申し訳ないことをした。雪村の財産目当てのものばかりではなかったからなぁ。断ろうにも、時代が時代だ。学校は手て放ばなせんからわしが結けつ婚こん話を断って、雪村を傾かたむかせるわけにもいかんかった」

「だからって、多すぎだろ」

　ユウキが冷たく言う。誠は少し、嫌な笑い方をした。

「……一人も十人も変わらんかったんじゃ。あの時のわしにはな。今の雪村の混乱はそりゃぁわしのせいじゃが、今も昔も雪村の手た綱づなはわしがとってるわけじゃぁない。わしはとうに隠いん居きよの身じゃよ」

　ふ、と息を吐ついて誠は目を閉じ、首を回した。関節の鳴る音がする。

「ちょっと疲れたよ。何か疑問があれば、明日あしたにしてくれんか。わしのケー番ユウキに聞いていいから」

　なんとなく、全員がイズシールを見る。イズシールは考えをまとめて告げた。

「まぁ、いいでしょう。ただ、その前にユウリとテオーデリヒの家と電話番号を教えてください」

「いいけど……今いっぺん話す？」

　面めん倒どうそうに誠は言って、携けい帯たいを取り出す。

「もしもし、ユウリ。うん、爺じいちゃん。あ、いそがしいの。ドラマ見てる。はいごめんごめん。テオーデリヒいる？　ようデリヒ。いるいる。代わる。わしは用事ない。ほい」

　と、誠は携帯を差しだし、イズシールは受け取ろうと手を伸のばしたが、横からユイカが手を出した。

「ちょっと、ダメよユイカ」

　ユイカが出るのを止めようと、カイが電話を受け取ってしまい、そのまま何となく耳元に持って行った。

「……あらいやだ。ええと、テオーデリヒさん？　ごめんなさいね、うちのユイカが落書きしちゃって。せっかく整ったお顔ですのに。ちゃんと落とせましたかしら。ユウリさんがきっと、化け粧しよう落としをお持ちでしょうから、丁てい寧ねいに洗ってみてくださいませね」

　流れるようにカイが言い、最初は怒ど鳴なり声ごえだった電話の向こうの声がたちまち穏おだやかになっていく様を、一同は戦せん慄りつと共に見守った。

「それにしてもユウリさんは、頼たよりになる素敵な主人をお持ちですわね。恋こい仲なかなのです？　まぁ素敵！　今度是ぜ非ひ、甘いお話を聞かせてくださいな。まぁ、朝マック？　私まだしたことないんですの。おいしそうですわよね。ええ、ええ、駅前の。はい。明日はバイトも午後からですし。まぁいいんですの？　はい、よろしくお願いします。それではお休みなさいませ」

　カイはそう言って電話を切って誠に返した。

「それで、私が明日、テオーデリヒさんに、私たちをあちらの世界に連れて行っていただく努力をしていただけませんかと言えばいいのよね？　うんと言っていただけなかったら、その時こそ腕うでずくででも」

「そ、そうだね……」

　ユイカがそう言って、男三人は気け圧おされて何となく頷うなずいた。





　家に帰る途と中ちゆうの夜道で、イズシールがカイの横に来て話しかける。ユイカは、ジャンセンとユウキに歩調を合わせ、国道を走る車の音でお互たがいの話は聞こえない。

「カイ。あの、暴走の時、僕が言った話は忘れて」

　少し身をかがめてイズシールは言う。

　走ってくる車のヘッドライト。過ぎ去って風。天空からの風に電線は鳴り、雲が流れる。

　カイはイズシールの目をまっすぐ見つめる。

「僕はもうちょっとまともな人生送ってる……膨らんだ話になってるよ。全く、恥はずかしい」

　イズシールがカイの瞳ひとみを覗のぞき込む。

　共犯者のようにだ。

　それを求めてくるようにだ。

「君もそうでしょう？　思ってもないこと言ったでしょう？」

　カイは、深呼吸して自分の心に問いかける。

　認めるのは、とても恐こわい。

　望みがあると知れば、かなえたくなるに決まっているから。

「いいえ」

　イズシールが驚おどろいたような、少し怒おこったような顔をした。カイは嬉うれしくて微笑ほほえむ。

「私、先せん輩ぱいの全てが見てみたいわ」

　カイは緩ゆるく駆かけて、イズシールを置いてユイカたちに追いついた。

　大きなトラックが風を起こしてカイのすぐそばを過ぎていく。

　カイは不思議に、何も恐くなかった。

　途中で、ユウキがコンビニに寄っていくと言った。イズシールが僕もと言った。

　ユイカが、

「あたし、なんかつかれた……先帰る」

　と言って、カイとジャンセンも帰ることになった。

　コンビニから少し離はなれてから、ユイカが切り出した。

「カイ。ジジィ界でなにがあったの？」

「うん、話す。この先に公園あったよね。そこでいい？」

「俺も聞きたい」

　ジャンセンが言って、カイが頷いた。

「もちろん」

　夕方には子供たちやその母親たちで溢あふれる公園も、今はとても静かだ。広さはそんなに大きくなく、広場の中心にはジャングルジムがあり、端はしには鉄棒やブランコがあった。

　風は少し冷たいけれど、外灯が静かに照らす公園は緑の香かおりがして心地ここちよかった。

　カイとユイカはベンチに並んで座り、ジャンセンは二人の前に立った。

「誠さんとキュービドーの記き憶おくを見てね。誠さんが飽あきて帰って。それからあのテオーデリヒさんとユウリが来て、私と先せん輩ぱいに魔人の力を使ったの。暴走というのよ。……気持ちが……言葉が止まらなくなって……。……わたし、先輩に色々言っちゃった……」

　思い出してカイは頬ほおを染めてうつむく。

　その様子にユイカは何かを感じ、片頬を引きつらせてカイの顔を覗き込む。

「ちょ、何言ったの」

「……先輩、どれだけ自分の中、神聖なんですかとか」

　何も口にふくんでいないのにジャンセンが噎むせた。

「先輩の全部が知りたいとか。……だって、先輩凄すごく秘密主義でしょう。ガードが堅かたいっていうか」

「うん、まぁ。わかる。けど、さ……ちょっとジャンセン、咳せきうるさいよ！」

「ごめん」

　口元を拭ぬぐってジャンセンは立ち直す。

「それで……口げんかみたいになって……先輩の生おい立ちみたいな話になって……あれ嘘うそだからってさっき言われたけど、多分嘘じゃないなぁ。詳くわしくはちょっと……おいとくけど、先輩結構ひどい目に遭あってきたみたい。それで、グザヴィエさんって方が、先輩のお師し匠しようさんで、テオーデリヒさんに杖つえをあげたひとで。テオーデリヒさんは杖を持もち逃にげしてこっちにいるそうよ。……先輩は、大奥様の犬って言われてた」

「へー。ずいぶんねぇ」

　ユイカは足を組んで、ぶらぶらさせた。

「それで、テオーデリヒさんは荷物持ちのルインの子孫なんですって」

　ジャンセンが口元の、咳こんで出た唾つばを手のひらで拭ふきながら言う。

「ええ、すげぇ。伝説そろい踏ぶみだな」

　ダーヴィス学院で聞いたララベル・ヤミーとイズシールの会話を思い出したが、何となく言うのはやめた。

「でしょう。それでユウリは誠さんの孫で。私とユイカと共通してるところが多いんだから、先輩だって主人なんじゃないかしらって私考えたんだけど、一いつ蹴しゆうされたわ」

「えー、で、でもさ、その線で行くと、魔人、ユウキじゃない？　あたしが魔人で、ユウリってのがじいちゃんの孫ならさ」

　ユイカが身を乗り出す。

「そうよね。それに先輩の杖の育ちっぷりからするとずいぶん前からってことになるわ。あの杖って、主人じゃなくても育てられるものなのかしら。先生方はあまり、杖持ってなかったわよね？　それで……もし、そうだとして、ユウキはユイカに言わないかも知れないけど」

　ユイカは愕がく然ぜんとして言う。

「なんで!?」

「巻き込みたくないからだと思うわ。だから、言わなかったのかも知れないけど、でも私がここにいるんだから、すでにユイカは巻き込まれてるでしょう。だから言ってこないのはおかしいと思うのよね。でもなにかの理由で、先輩に口止めされてるんじゃないかとも思うの。ほんとは違ちがうのかも知れないんだけど、何となくそう考えるとすっきりしちゃうのよ……」

　ふっとカイは視線を上げ、同時に杖を手にした。ユイカが立ち上がって視線を巡めぐらせる。ユイカがオレンジ色に発光し、カイが暗がりに杖を向ける。杖が鋭するどく風を切る音。

　何が起こったかジャンセンに分かる前に、ユイカは地面を蹴けって駆けた。その動きにジャンセンは水面から飛び立つ水鳥を連想する。

　ユイカが何か掴つかんだのは分かった。掴んだものが倒たおれる音がした。大きそうだ。別の場所に行き、同じことをして、暗い公園の中で同じことが起こった。

「ユイカ。一人、連れてきて」

「はいはい」

　ユイカは倒したものを掴んでずるずる引き摺ずってきた。

　人だ。

　ユイカは顔面を掴んで、軽々と大人の男を引き摺ってきた。異様だった。ジャンセンは顔面を掴まれて引き摺られてくる、地味な服を着た男に同情した。

「はいよっと！」

　わざわざユイカはカイの足あし下もとに男を落とす。

　カイはベンチに座ったまま杖先を男に向けている。

「こんばんは。ずっとつけてらっしゃいましたね。お仕事ですか？　狙ねらいは誰だれですか？　どなたに頼たのまれたんですか？」

　男は顔を上げてカイを睨にらむと、鼻に皺しわを寄せてそっぽを向いた。

「……そうですよね、言いませんよね。でも、あのー結局言うことになると思いますので、今言った方がいいと思います」

　公園に静せい寂じやくが落ちる。

　ジャンセンはいたたまれない。

「お嬢じようさんたちに、暴力は振ふるえないと思うんだが……」

　弱々しく男が言って、カイが申し訳なさそうに告げる。

「ええ、暴力ではないんですけど。そちらの、私の友人が、えーと、光っているのでおわかりかと思うんですけどちょっと、かわった力がありまして。……なんと申しましょうか、ちょっとはしたないことになるかと……」

「あたしとしてはオッサン趣しゆ味みじゃないんだけどね！　そもそも趣味とかじゃないから関係ないな！　あはは！」

　ユイカが高らかに笑い、ジャンセンが呟つぶやく。

「……あの、悪いこと言わないからさ……男としての尊厳剥はぎ取られる前に言った方がいいよ？　俺はプロだとかさ、そういうのより大事なものって」

「い、言わん」

　カイがふうと息を吐はく。

「ユイカ」

「はいはーい。さーて、あたしの振しん動どうでイかせてあげるウフフフ」

　公園に男の悲鳴が上がり、ジャンセンは見ていられなくて目を背そむけた。

　五分後、男は地面に正座して両手に顔をうずめてしくしく泣きながらカイの質問に答えていた。

「だからわかりやすくぶっちゃけて申し上げますと、雪村家の跡あと目めあ争らそいの話なんです。私の雇やとい主ぬしは申し上げられません」

「いちおう教えてくださいな」

「いすゞず様と申しまして、現在の当主のお母様でございます。それでいすゞ様が、最近になって、藤ふじ代しろの子供たちがいると判わかりまして、動向を探さぐるために私たちを雇ったのです。それでも毎日ではなく、週に一度くらい様子を見るというものだったのですが、今日の夜御ご前ぜんが……誠様が、学校に行って、藤代様たちと話をしていると知り、それなら少し、これ以上雪村の家に近づかないようにと含ふくめておきなさいということで、今日は我々三人で唯香様をつけておりました」

「ユウキの方は？」

「同じく三人で」

　カイとユイカはなんとなくジャンセンを見た。

「先せん輩ぱいと一いつ緒しよなら平気だろ」

「だよね」

　ユイカは頷うなずき、カイは男に話を続けた。

「では、いすゞ様に伝えてくださいな。ユイカもユウキも、よその家の財産を欲しがるようなひとたちではありません。なんでしたら明日にでもこちらからご挨あい拶さつに参りますからと」

「わわわ、判りました、申し伝えます。あああの、帰ってもいいですか」

　カイは唇くちびるを引き結ぶ。

　よくよく考えれば、もし、自分が言っていることが正しいとするなら時間の余よ裕ゆうはないのかも知れない。

　ざっと風が吹ふいて、カイの黒くろ髪かみを吹き流した。

「まだいけないわ」

　横で見ていたジャンセンですら、そのカイの様子にえもいわれぬ迫はく力りよくを覚えた。





　このあたりでも目立つ豪ごう華かなマンションだ。オートロックの玄げん関かんで、男に教えられた号室を押して呼び出す。

　少し待って、相手が出た。

『はい』

　テオーデリヒだ。

「ごめんなさいテオーデリヒさん。カイ・ハイです。ちょっと用事があって参りましたの。出来ればお話しさせていただきたいんですけど……この先のファミリーレストランまで来ていただけません？」

『はァ？　俺今外に出られねぇよ？　なんだこのクルクル髭ひげァ。取れねぇったらねぇよ！』

「シャンプーで流しちゃえばいいよ。それがダメならサラダオイルね」

　カイに頬をつけるように、無理矢理ユイカがカメラの範はん囲いに入る。

「ねーねーユウリー。ちょっと入れてよ。汚お部べ屋やでもびびんないからー」

『ふざけんな俺が今日掃そう除じしたよ』

「じゃぁ問題ないじゃん。明日から、お昼一いつ緒しよにたべてやっからここ開けてぇ」

　ユイカがそう言って、しばらくの沈ちん黙もくがあった。

　それから、玄関のドアが開いた。

「よし行こーう」

　ユイカがカイの肩かたを抱だいたまま歩き出し、ジャンセンが続く。マイクからテオーデリヒの声がした。

『おいちょっとそいつだれだ!!』

「図書室にいたよ。影かげが薄うすくて悪いね」

　足を止めずにジャンセンがカメラに向かって笑って堂々と手を振った。

　ユウリたちの部屋は最上階で、中に入ればなるほどきちんと片付いていた。

　努力はしたが取れない、男だん爵しやくとブスウサギの名残なごりを残して、テオーデリヒとユウリはカイたち三人を迎むかえる。

「ドラマは見終わったからいいけど、非ッ常識よねこんな夜に」

　ユウリがクレンジングクリームを顔に塗ぬりたくりながら、部屋着でソファに座って言った。

「無礼は承知しています。ごめんなさいね。でもこちらの都合でほんとに申し訳ないんですけれども、事態は予断を許さなくて」

「すげぇ駅ビル見えんじゃん!!　景色ちょういい!!　いいなここ、さすが金持ちだねユウリ!!」

　ベランダで騒さわぐユイカにユウリが怒ど鳴なる。

「寒いから閉めてよ！」

「へいへい。あっ、ユウキにメールしとこ。なんか盛り上がったから徹カラしてくって」

　その嘘うそにジャンセンが呟く。

「まあ、ユウキとイズシール先せん輩ぱい二人だけにしとくと、なんか悪わる巧だくみしそうでアレなんだけど」

「ハハハ二人だけにしてなくても悪巧みしてそうじゃんよ！　はい送信」

「ちょっと早くない!?　どんな速度で打ってるの!?」

　ユウリが目の色を変えて言い、ユイカが携けい帯たいをユウリに向ける。

「おっ、んじゃ実演してやっから。ちょっと赤外線しよう。ポートどこよソレ」

　手をティッシュで拭ふいて、ユウリが眉まゆ根ねをよせて携帯をいじる。

「せ、せきがい……ポート？」

「さすが友達いないよね。貸してみ。ゲッ、マジか。マイナーメーカーだな。はいはい送信と。はいはい登録と。なんか着メロ買わないの？　あたしこう見えてディズニーとか好きなんだよね。かわいくない？　イッツアスモールワールドでいいよあたしの着メロ」

「……ど、どうやるのそれ」

「……うっわ……」

　ユウリとユイカは放っておこうと決めて、カイはお茶を持ってきたテオーデリヒに話しかける。

「すみません、お茶まで出していただいて」

「来客なんてねぇから、湯飲みがバラバラで悪いな。一人どうしても茶ちや碗わんになるんだが」

「私それでいいですわ」

「ガラスコップの方がまだマシかな」

　考えるテオーデリヒに、カイが笑う。

「いいんですのよ」

「手伝えることあるかい」

　立ったままのジャンセンが言うのに、テオーデリヒが返す。

「邪じや魔まだから座ってくれ」

「お……うん。失礼します。あと、洗いもんはやってくから」

「いいって。食べるもんなんもねぇんだよな。ピザでも取るか」

「あたしトロピカル。あとクワトロフォーでいんじゃない。電話しとこうか」

　ユイカが気を利かせて言って、テオーデリヒは頼むと言った。

「で、なんだよ」

「……あなたが知ってることが知りたいの。ちょっと、明日まで待ってると……聞けなくなりそうで」

　テオーデリヒはふと、閉められた窓ベランダの向こうに視線をやって口くちの端はしを上げた。

「ユウリ」

「なによ」

「妨ぼう害がいしろ。見られてる」

「普ふ通つうにカーテン閉めるわよ」

　ユウリはカーテンを閉めようと立ち上がる。その時に、魔人の視界はずっと遠くの送電線の鉄てつ塔とうに人の姿を二つ認めたが、何も言わずにカーテンを閉め、誰だれにも中のことはわからないようにと妨害する。

　テオーデリヒの指令がある今は、考えるだけで容易たやすくできる。大気中の攪かく乱らん物質を暴走させるだけでいい。

「……やっぱ、ピンクなんだ」

　ユイカが秘密を囁ささやくように言い、ユウリは目を見開く。

「何が」

「魔人のひかりがさ。きれいだねって言ったの。あたしオレンジ」

　面白そうに瞳ひとみを輝かがやかせてユウリが言う。

「今度見せて」

「いいよ。ねー明日さ、お弁当持ってく？　学食？」

「いいの？　あたし、口きいてくれる人あんまりいないから、あなたもそうなるかもよ」

「何、気にしてんの」

「……してるわ」

「いいよ別に。あたしにはカイがいるし、学校なんて毎日七時間しかいないとこじゃない。大たい抵てい一人で勉強してるわけだし。三年我が慢まんすりゃ、もー関係ないでしょ」

　ユウリが苦笑する。

「変なひと」

「あんたは変な顔。だからクレンジングじゃ取れないって。サラダオイルだって。テレビでやってたんだから。キッチン寄って洗面所行こう」

　ユウリとユイカが言ったとおりに移動していく。

　カイは出された緑茶を飲んで唇を湿しめす。

「テオーデリヒさん。あなたの知っている、イズシール先輩のことを教えてください」

　エルスモア人の特とく徴ちよう的な、薄い茶色の瞳を苦く輝かせてテオーデリヒは革かわ張ばりのソファに身を凭もたせ掛かける。

「聞かせてもいいけど、俺様の生おい立ちもついでに聞けよ」
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　エルスモアの宮きゆう殿でんに、テオーデリヒが呼ばれたのは一年前。テオーデリヒが二十五歳の時だ。

　それまでテオーデリヒは山さん岳がく地帯に近い歴史ある町に住んでいた。

　木と煉れん瓦がで作られ、祭日には布で飾かざられる町並みと、そこで就ついた郵便配達の仕事をテオーデリヒは愛していたが、同時に僅わずかな居い心地ごこちの悪さも感じていた。

　だから宮殿に呼ばれたときには納なつ得とくした。

　なるほど、そうだろう。

　ようやく行くべき場所に行くことができるのだ。よくも待たせてくれたものだと、僅かの憤ふん慨がいと共に得心もした。

　家族との関係は良好だったが、親はこの傲ごう慢まんな三男を中央に出すことには何の反対も不安もなかった。

　だが、郵便局の同どう僚りようたちは、どんな危険な場所にでも恐おそれず倦うまずに手紙を送り届けるテオーデリヒがこの職業を辞やめてしまうのを惜おしんで、いつでも戻もどってくればいいといって別れた。

　持っているうちで一番様になりそうな、父親から譲ゆずり受うけた古い形の裾すその長い上着と、量りよう販はん店てんで勧すすめられたフリルがふんだんについたシャツを着て、テオーデリヒは意い気き揚よう々ようと宮殿に向かった。くだらない話なら、また郵便配達に戻ればいいだけだから緊きん張ちようもしない。

　宮殿では意外なほど事務的な手続きを行い、待たされた。

　それから、

「こちらにお着き替がえ下さい」

　と、服を一式渡わたされ、自分よりずっと年上の、給仕姿の男性に世話をされて着替えさせられた。

　当たり前の形のスーツとシャツとネクタイだったが、今まで見たことも手を触ふれたこともないほどの高級品だということはわかった。

　髪かみと眉まゆに櫛くしを入れられ、それでようやく案内された。

　大きな絵が飾られた廊ろう下かを歩いて通されたのは天てん井じようの高い部屋で、窓が大きく、窓の外は明るい庭園が広がっていた。天気のいい日で、部屋は光に満ちていた。

「はじめまして、テオーデリヒ・オルブレート・ルイン」

　最新式と見て判わかる、なだらかに起き上がる背もたれのついた車くるま椅い子すに乗った老ろう婆ばだった。

　初めて見るほど萎しなびていて、驚おどろくほど小さかった。

　そして眼球は濁にごっていたが気配はひどく鋭するどく、発声ははっきりしなかったが、威い圧あつ感かんがあった。

「あたくしは、ここでは大奥様と呼ばれています。それ以上のことは知らなくてよろしい。今日はあいさつをしたくてまいりました。ルインさん。あなたがこれからすることは、かならずエルスモア、ひいては世界の為ためになることです。神のくびきから、人民を解放せしめることです。心し、努めて励はげむように」

　普通のものなら打たれて平服しそうな声こわ音ねだと、頭のどこかで思いはしたが、テオーデリヒはそういう意味では普通ではなかった。狭せまい世界でしか生きては来なかったが、彼の中でもっとも偉い大だいなのは彼で、それはおそらく生しよう涯がい変わることがないだろうと周りも自分も理解していた。

「……はぁ」

「今思っていることをお言いなさい」

「俺がすることならすべて、結果としてそうなることを、なぜわざわざ言われなくてはならないのか疑問に思っています」

　老婆の目が大きく開かれ、口元の形が変わった。

「ほほ、ほほ！　おもしろいですわルインさん」

「よく言われます」

「ほほ、ほほ！　グザヴィエ、聞こえていて？」

「はい。意気の高いことはよいことです。学ぶ力に劣おとらねばですが」

　大奥様に気を取られ、気がつかなかったが、窓まど際ぎわに括くくられた重たそうな生き地じのカーテンの陰かげに、エルスモアの伝統衣い装しようを着た少年が立っていた。少年といってもそろそろ青年にさしかかる頃ころ合あいだ。

　真っ黒な長い髪を後ろで一本に結び、目の形は細く吊つっている。目の色は黒で、エルスモア人ではないようだ。けれど、エルスモアの植物の伝統刺し繍しゆうとビーズ飾りがふんだんについた、袖そでと裾の長い上着は彼によく似合っていた。

　本来エルスモア人の特徴と言えば、銀ぎん髪ぱつと茶色の眼球である。だが、彼にはその二つともが具そなわっていなかった。

　グザヴィエと呼ばれた彼が、テオーデリヒの前まで歩み寄ると、頭に乗せた小さな帽ぼう子しにつけた陶とう器きの鈴すずがころころと鳴った。

「はじめまして。テオーデリヒ。私はグザヴィエ・ヤミー。本日これよりお前の上司となる。大奥様のお言葉どおり、大奥様、エルスモア国家国民、ひいては世界人民のために尽つくすがいい」

　はい、と答えるしかない状じよう況きようだから、テオーデリヒははいと答えた。

　だがそんな意味もなく大げさな言葉で煙けむに巻まかれてやるのも面めん倒どうだ、とも同時に心底思った。

　なにか面倒が待っていそうだ。けれどいざというときには自分には神が目の前に赤あか絨じゆう毯たんを敷いてくれるだろう、それまではここにいるしかなさそうだと判断する。

　グザヴィエは大奥様に礼を取り、テオーデリヒにこちらだよと退室を促うながした。

　二人の背中に大奥様が言う。

「アルスオーオラの小こ僧ぞうをひとり、私たちは飼っていましてね。これで、ラックのものが居れば、楽しいのでしょうけれど、アルゼア人ではねぇ……」

　グザヴィエが笑う。

「大奥様は冗じよう談だんがお好きであらせられる。では」

　と、頭を下げてテオーデリヒが廊下に出るのを待って扉とびらを閉める。二人はしばらく会話もなく、廊下を歩いた。

「私はお前より年下だが、お前は気にしないようだね」

「ええ。まぁ。実力は年ねん齢れいや家いえ柄がらで決まるものではないと思っていますから。俺のように」

「それが無知な傲ごう慢まんでないことを祈いのるばかりだ」

「ハハハ、俺もあなたに思います。ヤミー様は大変な自信家でしょう？」

　大理石でできた廊下と、重々しい彫ちよう刻こくで飾られた廊下の突つき当あたり。角に置かれた調度品の壺をグザヴィエは両手で捻ひねった。すると目の前の扉がゆっくりと消えていき、目の前に上に向かう階段が現れる。

「我らが追求している技術は、天使以前であれば魔ま術じゆつと総そう称しようされるものだ」

　階段はどこから採光しているか全く判らなかったが、明るかった。

　グザヴィエは鈴を鳴らしながら階段を上がっていく。

「お前は二十五歳だったな。私は十六だ。そして、今、杖つえの研究をしているやつも十六歳。驚くほど我らは年若い。だが才能に年齢は関係ない」

「あ、あの。俺は何の研究をするんですか？」

「杖だ」

「は？」

「杖だよ」

「……はぁ」

「先だって、全世界住民登録というものが行われただろう。あのときに、ひそかに杖の適性検査が行われたのだ。それだけ世界政府はロドーリー対策に困こん窮きゆうしている」

「ロドーリー？　ああ、杖って……」

　階段を上がる足を止めて、グザヴィエはテオーデリヒに顔と身体からだを向けた。

「ルイン」

「あ？」

「荷物持ちのルイン。泥どろ棒ぼうのルイン。語られる伝説に名を残したルイン。その子孫というのはどんな気分だね。汚お名めいを雪そそぎたくはないかな」

　テオーデリヒは軽く肩かたをすくめた。なんいう柔やわらかい、軽い生地だろう。

「別に」

　苦笑さえ浮うかべて言われたその軽い返事は、グザヴィエの予想外だったようだ。黒い瞳ひとみが僅かに瞠みはられた。

「だって、先祖が泥棒だろうがなんだろうが、俺は泥棒じゃねぇよ？　なんだかんだ言ってくるやつは、自分が個人というものについて何も考えてないバカですよって、わざわざ公言してくれてるだけじゃねぇか。つきあうかどうか迷わずに済んでありがてぇよ。どうだっていいね。田舎いなかで郵便配達やってたって、俺は英えい雄ゆうだ。コルンゴルドさんちにいく吊り橋を、走って渡りきって、それで誰だれが見てなくても俺は俺がカッコイイ。素敵だろう？　惚ほれるなよ」

「惚れないが。吊り橋をどうして走って渡る？」

「あぁ、急がないとフローベルガーさんちに行けないんだよ。あと日にち没ぼつまでには町に戻りたいからな。ヴィオラの練習を夕方の公園でするのが趣しゆ味みなんだ」

「ヴィオラをするのか。私はコントラバスが趣味だ」

「そうですか」

　では今度一いつ緒しよに、とはその時思いつかなかった。思いついても言わなかっただろう。

　グザヴィエは薄うすく笑うと、また前を向いて階段を上がっていく。三階分くらいあがったとテオーデリヒが思ったとき、いきなり視界が開けた。

　天てん井じようまでガラスの、温室めいた部屋だった。ガラスにはステンドグラスで樹木や花の景色が描えがかれ、室内は手入れの行き届いた植物がたくさん置かれている。そのなかに木の机がいくつもあり、その上には実験器具や書類が乱雑に置かれていた。

　机の上から、グザヴィエは一本の杖を取る。

　その杖は、周囲の状況からは異質な、無機質な台に乗せられていて、その両端にはなにか計器の様なものが動いていた。

「どうぞ。君の杖だ」

　杖は、なんと言うこともないもののように見えた。

　テオーデリヒの実家にもこれくらいの杖があって、それは日常生活にちょいちょい使われている。そんな用よう途とがふさわしそうな、けれど材質のよくわからない杖だった。

「これは特別によくできたと思うんだ。けれどそれだけに繊せん細さいでね。もっと汎はん用よう性の高い杖を作らなくてはならない」

「よくわからねぇな」

「何が？」

　黒い瞳がテオーデリヒに向けられる。

「何のための杖なんだ」

「……ロドーリーに対するための杖だよ。日々、ロドーリーは現れて、我々の世界を脅おびやかしている。対たい抗こうしなくてはならない」

「だから、それで、何で杖なんだ」

　温室の外で鳥が啼ないて飛ぶ。グザヴィエはテオーデリヒを見つめている。

「もっとなんかあるだろ。畑で考えたって、スズメを一羽一羽たたき落とすとか、効率悪すぎる。網あみを張るとか、毒を撒まくとか、苦手なもん吊って来ないようにするとかだろ？　なんで杖なんだ」

「……あえて言うなら、まだ、この非効率な方法しか見つかっていないからだ。そして君はこの非効率な方法に適合したわけだ。……何度も言うが、世界の人間全てのため、奮い努つとめよ」

　うっさんくっせぇな。

　そう思ったら、笑顔が自然と上った。

「はい、グザヴィエ様」

　胸に手を当て、軽く上身を倒たおす。

　グザヴィエの顔にも腹はら立だち紛まぎれの笑みが上った。

「生意気な。受け取れ」

　ふん、と笑ってテオーデリヒは杖を受け取る。くるりと回して握にぎってみる。

「……なにかふつうのと違ちがうのか？」

「使い方はこれから教える。訓練が必要だ。杖で使える術は、言葉で起動する。だが、その杖の本分は、魔人システムだ」

　魔人。

　初めて聞いた言葉だったが、なんとなく理解できた。

　喚よばれている。身体の端はしから実体でなくなるのを感じている。今すぐ旅立たなくてはならない。

　ことばは、自然に流れ出た。

「ダーヴィス学院の門より、桜月の門へ」

　グザヴィエが目を見開く。

　はは、おもしろい。取とり澄すました面つら以外が見られた。

「連なり流れる魂たましいの鼓こ動どう、リズム、音律、詩歌の響ひびきに導きを知り俺と契けい約やくし、俺に従え。君は我が力、俺は君の心。君は俺の真実を知り、俺は敬愛と感謝を君に捧ささぐ。疾とく喚び込んで俺と共にあれ。桜月の契けい約やく魔人。君は我が力なれば。俺は君を求めるが故に。さぁ手を取れよ。………お前は、俺のものだから！　契約魔人、ユキムラユウリ!!」

　視界が光に満ちる。

　星の海の中に墜つい落らくしていく。回転する。気持ちがいい。いろんなことがよく理解できた。素晴らしい。なんだこれは。俺は主人。お前は魔人。俺は主人だからお前が助けを必要とするなら今すぐ行くよ。どこにいたって。別の世界からでもだ。

「どうだよ王子様みてぇだろ!?」

　テオーデリヒが現れたのは、潮くさい倉庫街の一角だった。

　アスファルトの上に投げ出されたユウリが涙なみだに濡ぬれた目で、テオーデリヒを見上げた。

「ようユウリ！　俺はテオーデリヒ、お前のご主人様だ。俺はお前を使って、お前の苦境を切り開く。お前はお前を使って、お前の苦境を突とつ破ぱしろ！　ほら行け！　俺たちの力は暴走だァ！」

　ユウリの身体が桃もも色いろに光る。

　ユウリはその光に包まれて、魔人の全てを理解した。

　縛いましめられていた手首の縄なわがはじけ飛んで、サバンナの豹ひようのように飛び起きて、駆かけ出だす。

　目の前にはユウリをさらってここまで連れてきた男たち。

　ユウリは体操の選手の様に、蹴けるように男たちに向かって大きく足を振ふる。男たちの身体をつま先は掠かすめるだけだったがそれで充じゆう分ぶんだった。

　男たちは壊こわれた人形のように全身を跳はねさせて泡あわを吹ふき、その場に倒れた。

　ユウリは暗くら闇やみに立ちつくし、テオーデリヒを見つめる。

「……あなたは……なんなの？」

　テオーデリヒは顎あごを上げ、両りよう腕うでを大きく開いて口くちの端はしを傲ごう岸がんに上げる。

「お前の、主人だ。俺は全てを把は握あくしている。お前は俺のものだ」

　そしてユウリは冷たく言った。

「は？　なにそれ。真っ平よ」





「そして紆う余よ曲きよく折せつののちに今に至るわけだ」

　顔に男だん爵しやくの落書きを残したまま、テオーデリヒがうっとりと言う。

　テオーデリヒたちのソファから離はなれた床ゆかで、すっかり顔の落書きを落とし、フェイスマッサージにいそしむユウリにユイカが訊きく。

「ウヨキョクセツのだいたいの中身は？」

「いきなり出てきて、俺がお前の主人とか言い出す日本語ぺらっぺらな偉えらそうな外人についてどう思う？」

「……まぁ、引くよね」

「魔人の知識があったとしてもよ？　納なつ得とくしててもそれはそれじゃない？　でも、あのころは今より後あと継つぎ問題がごたごたしてたから、色々助かったけど」

「あんた後継ぎなの？」

「本家のひとり孫だもん。分家とか、お妾めかけさん方のとかやたらいるけどさ。護衛さんたちもついてるけど、まあなかなか面めん倒どうくさいわよ」

「テオーデリヒとはどこまでいってんの」

「何が」

「一緒に住んでんだからさぁ」

　ニヤニヤしながら言うユイカに、ユウリは真っ赤になって声を潜ひそめて睨にらみ付ける。

「あなたね。下げ賤せん過ぎやしない？」

「げせんって。言葉づかいすごいよね」

「俺はいつでもどこまででもいいんだぜユウリ!!」

　横から大きな声でテオーデリヒが嬉うれしそうに言い、ユイカは頷うなずいた。

「なにかさせてやりゃいいじゃない、かわいそうに」

「べつにかわいそうじゃないし！　べつにかわいそうじゃないし！」

　ユウリの怒ど鳴なり声ごえが響き、カイは微笑ほほえみを浮かべたまま言った。

「……あの。それで話は今に至る、ということでよろしいのかしら」

「よろしいぜ」

　ジャンセンが考えこみながら言う。

「……その、話に出て来たやつってグザヴィエ・ヤミーって言うんだな？」

「そうだぜ」

「ジャンセン、なにか知ってるの？」

「んー、あとでな」

　言って、ジャンセンは考え込む。

　カイはあくまでも柔やわらかく微笑んで、質問をした。

「……イズシール先せん輩ぱいとユウキのことってご存じ？」

「知らねぇ」

　カイは長々と溜ため息いきを吐ついた。

「そうですか」

「でも、俺がここにいるってことは、航路はあるってことだ。あんたたちがいるってこともな。帰りてぇならがんばれよ。俺は帰りたくねぇからがんばんねぇ」

　テオーデリヒは自分が冷蔵庫から出した缶かんビールを飲んだ。

「……テオーデリヒさんって、はっきりしてるんですね」

「大人だもん。あーもーアサヒのドライって最高じゃねぇ？　あと、ユウリがいりゃどうってことねぇよ。俺がいるところが俺の世界だ。そんでいい」

　その言葉を聞いて、カイは頬ほおが熱くなる。

　ここにいたくない。ここではないどこかにいきたい。

　ずっとそう思っていた。

　最近はそれを思い出すことは少なくなっていたのだけれど。

「……自分を、否定してやるなよ。そんな余よ裕ゆうぶちこいてる間にも、時間は流れてもとにもどらねぇ。もったいないだろ？」

「余裕」

「余裕だろ。必死なら、行動してる。ほんとに望むなら、行動してる。やる気なんかなくても、必死なら、もう始めてる。今してないなら、必死じゃねえんだ。世界一高い山の登り方を知ってるか？」

　突とつ然ぜん問われて、カイもジャンセンも頭の中が真っ白になる。

「ええと、まず、道を調べて……」

「右足と左足を交こう互ごに出すんだよ。最初はそれで、最後もそれだ」

　ジャンセンが眉まゆを寄せる。

「……間どうすんだよ。金だってかかるだろ」

　缶ビールを口に運んで、テオーデリヒが笑う。

「俺が知るかよ」

「無計画だろ？」

「歩いてりゃ、何が出来て何が出来ないかはわかるだろ？　出来ないことがありゃ人に訊きけばいい。だけど右足と左足を交互に出すことだけは、自分にしかできねぇんだぜ？　そして、誰だれでも、望むならそれをしていいんだぜ？」

　カイとジャンセンは、目を丸くしてテオーデリヒを見つめる。

　しばらくしてからカイが言った。

「……テオーデリヒさん。私、絶対あなたのこと馬ば鹿かだと思ってたんですけど」

「ああうん誤解されやすいのが悩なやみでな。よく考えるんだよね年に二分くらい」

「え、あの、効率的だと思うからいいんですが、なんていうか……ちゃんとしてるんですね」

「うん、ちゃんとしてるぜ？　杖つえ持ち逃にげするくらい。お前らあんまりちゃんとしてねぇみてぇだからわざわざ言ってやるよ。もしも大奥様とか、グザヴィエとか関係あるなら気をつけろ。大おお仰ぎようであいまいな、自分でもわかってねぇ言葉で搦からめ捕とろうとしてくるやつらは本物の馬鹿か悪人だ。どっちにも関わるべきじゃねぇ」

「もし」

　カイは唾つばを飲み込んで言い直す。

「もし、もうそこから逃げられないひとが……友達だったとしたら」

「縁えんを切れ」

「そう、したくなかったら」

「戦うんだな。頼たのまれなくても。そいつのためになるかどうかは、そいつ次し第だいだ。まー大たい抵ていは余計なお世話だけど」

「……余計なお世話にならないためには、どうしたらいいんですか？」

　食い下がるカイに、テオーデリヒはにたりと笑った。

「あの長ちよう髪はつ眼鏡めがねか。話はだいたい聞いてたよ。アルスオーオラの末まつ裔えいであれこれってな。……結局話は戻もどるわけだが、結局はそいつが右足と左足、交互に出すかどうかだよ。やる気があるかどうかじゃなくて、やるかどうかだよ。お前はそれを見み極きわめて、助けを求められたときに助けられるようにしとくしかねぇだろう」

　テオーデリヒを睨み付けてカイはぐるぐる考える。具体的にどうしたらいいのかしら。どうしたら。

「あ、うん……わかりやすく言ってやるよ」

　大いに同情するといった体ていでテオーデリヒが言う。

「何もしないのが最良だ」

「……！」

　カイはなぜか顔を真っ赤にして涙目になった。自分が子供のようにふくれっつらをしているのがわかる。

「ちょっと……おい、むくれんなよ」

　テオーデリヒは苦笑して、机の上に置いたカシューナッツに手を伸のばす。

「で、これからお前らどうすんの。いい加減深夜だけど。ピザも遅おせぇしよう」

「え、あ、そうか……明日あしたのこともあるから、ピザいただいたら帰らないと……」

「いいのそんで」

　突然、ユイカが言った。

　テレビにはユウリが録っていたらしいドラマが映っていて、ユイカとユウリは、音量を低くし顔だけをこちらに向けている。

「……え……いいのって、ユイカ、なんで？」

「あたしはよくないよ。ユウキがあたしに隠かくし事ごとしてたんだ。それで今、そのことについてユウリと話してたんだけどさ」

　ドラマ見ながらそんな話できるのか。すごいな、と、ジャンセンは思って戦せん慄りつした。自分にはムリだ。今だって再生止めてない。耳いくつついてんだろう。こわいこわい。

「もうあたしら、今からジジィんとこ行くべきじゃない？　あいつ、多分全部知ってるよ。訊いちゃおうよ。先輩とユウキが何かしないとも限らないし」

「何かって」

「ジジィに口止めとかね。まぁ電話一本でもできるっちゃできるだろうけど」

　ユイカは腹立たしげに携けい帯たいを弄いじる。ストラップの、スイーツチャームがぶつかって音を立てた。

　ユウリも携帯を弄いじりながら、言った。

「あたし、お祖じ父い様に電話するわよ、そしたら。車迎むかえに来させたらいいわ。あたしとテオーデリヒはここで待機してる。ジャージ着ておくわ。何かあったらコール一回で切って。すぐ移動するから。テオーデリヒ、アルコールはそれくらいにしておいて」

「おゥす」

「もしもし。ユウリですけど。車を一台私のマンションによこして頂ちよう戴だい。誠さんに、私の友人が」

　ユイカが笑いながら言う。

「ちょっとユウリ、車いらないって。だってあたしとカイ、魔人と主人だから」

「あ、そうか……。ああごめんなさい、今のいいわ、なんでもないわ。失礼」

　ユウリは電話を切って立ち上がり、窓の鍵かぎを外して大きく開けた。暗い空を背景にすると、ユウリがピンクに発光しているのがよくわかる。

「何かあったら忘れないで電話してね」

　ユイカも立ち上がり、ユウリに言った。

「……ありがとう」

「いいわ。新しく出てきたっていう後こう継けい者しや候補をちょっと牽けん制せいしてやろうと思って行ったけど、あんたにその気がないなら別に」

「あんた跡あと継つぐつもりなの」

「どうかな、まだわかんないけど。テオーデリヒと結けつ婚こんしてもいいって言われたらするわ」

　あんまり堂々と言われて、ユイカの方が照れた。

「行ってこいよ。窓の鍵は開けておくからよ」

　テオーデリヒはそう言ってビールを飲み干し、ジャンセンとカイは窓辺に行く。夜の風を受けて、ジャンセンがふと気がついて言った。

「あ、カイとユイカだけなら転移が出来るんだよな……俺、行っても役に立たないかも知れねぇけどいいの」

「一いつ緒しよに来てよ。私とユイカだけじゃ、何するかわかんないわ。ユイカはユウキに嘘うそ吐つかれて怒おこってるみたいだし、私はイズシール先輩の……化けの皮をはいでやりたくてしかたないし」

　羞はじらうようにそう言って、カイがうつむく。

　その様子を見つめてジャンセンが短く息を詰めた。

　その顔を見てユイカがちょっと視線をずらして下した唇くちびるを尖とがらせる。テオーデリヒが送り出す。

「ほら、行けよ！　寒いぜ！」

「ええ。ありがとうテオーデリヒさん。行ってきます！」

　言いながらカイが杖を取り出して、夜空に向ける。ユイカはカイと手をつなぎ、もう一方の手でジャンセンの腰こしを掴つかんで抱だきよせ、そして三人は窓から勢いよく飛び出して空に向かった。

　部屋に残ったテオーデリヒは、ナッツを食べながら呟つぶやく。

「青春だねー。若い若い」

「何の話？」

「ユウリ、もう一本ビール飲んだらダメ？」

「ダメ。お茶いれてあげるよ、あっついの」

　ユウリはそう言って台所に向かい、その途と中ちゆうでテオーデリヒの額に軽く唇を押しつける。

　テオーデリヒが腕うでを伸ばして、歩き去ろうとするユウリの腰を強ごう引いんに掴み、引き寄せて、

「ちょっとやめてよバカ！」

　と顔を真っ赤にして言われたところでピザ屋が玄げん関かんのチャイムを鳴らした。





　雪村邸ていの場所はもうわかっている。学校の隣となり。

　来た道を戻るだけだ。

　上空から街を見下ろす。地平線が夜空を切り取って丸い。風の音がするが、とても静かだ。

「ごめん、上がりすぎた」

　ユイカが言って、ジャンセンは戦せん慄りつする。まさかこのまま。

「うわぁあああ！」

　急降下だった。何も考えられずにジャンセンはユイカにしがみつく。

「ジャンセン、もうだいじょうぶだからぁ！」

　言われておそるおそる目を開けたら、どこかの庭だった。足あし下もとには玉たま砂じや利りが敷しいてあり、おそるおそる足を伸ばして踏ふんだらじゃりんと鳴った。

「あ、靴くつ忘れた……」

「あ、ほんとだ」

「……すこし冷たいわね。ユイカ、どうにかできる？」

「できるできる。ちょっと足の裏の体温上げればいいんだよね」

「あっ、これきもちいいわ。足の裏ぽかぽかする」

　話していたら、庭に面したカーテンが開かれた。室内の灯あかりはつけられていない。

　カイは一度ユイカを見る。

　うん、綺き麗れいなオレンジ。

　薄うすく光を纏まとうユイカはもう馴な染じみの姿で、どんな化け粧しようや衣装もおいつかないほど美しかった。

　乾かわいた、引っかかるところのない音を立ててサッシ戸が開かれる。風が吹ふき込んで、カーテンの裾すそが揺ゆれた。

「……なんだい。子供はもう寝ねる時間じゃぞ」

　出てきたのは誠だった。

　寝ね間ま着きらしい浴衣ゆかたに褞袍どてらを羽織って、手には煙草たばこの箱を持っている。

「ごめんなさい、お邪じや魔ましちゃって」

「ジジィも寝てたところなんじゃがな」

　箱の中から煙草を一本取りだし、ライターで火をつける。一いつ瞬しゆん明るく赤く、誠の顔が照らされる。煙けむりを吐はき出しながら、煙草の箱とライターをふところにしまう。

「で、なんじゃい」

　言いながら誠は板の廊ろう下かに腰を下ろす。白はく髪はつを風が揺らし、紫し煙えんを散らした。

「誠さん。こちらにイズシール先せん輩ぱいとユウキがお邪魔していませんか」

「……ぁア？　なんで？」

　言って、誠はくわえ煙草でにやりと笑った。

「君らと一緒に帰ったろォ？」

　カイは握にぎったユイカの手を強く握り込み、力を入れ直す。

「ユウキと、どんな話をして、何のつもりなんですか。ユウキがユイカにどうして、あの、ええと、あなたのことを、ひとりで」

　言葉が続かなくなったカイに代わって、ジャンセンがはっきりと告げる。

「ユウキがユイカに、誠さんのことをなんで秘密にしてたのかどうしても判らないんで。それで、もし、ユウキに考えがあってのことなら……何かご存じなんじゃないかなあってんで、来ました」

　ありがとう、とカイはジャンセンを見つめ、ジャンセンは目配せで答える。

「フン」

　誠はその言葉を鼻で笑う。

「なるほどのう」

「で、知ってんの？　知らないの？　どっちなの？」

「……そこの這はい松まつは、六十年ほどかかっておってな」

「は？」

「で、そっちの池にいる鯉こいは、一いつ匹ぴき一千万するのもいるんじゃよ」

「興味ないんだけどマジで」

「あっちの石も、わざわざ越えつ中ちゆうの方から貰もらってきたもんだ」

「ちょっとジジィ」

「……ケンカすんのなら、桜月高の中庭がよかろうよ。グラウンドじゃ目立ちすぎるでな」

　誠はそう言うと、障子を大きく開いた。

　灯あかりのついた畳たたみの座ざ敷しき座ざ布ぶ団とんに座ったイズシールとユウキがいた。

　ユイカとカイは手を取り合って、ユイカはユウキを、カイはイズシールを睨にらみ付ける。

「さて、ジャンセン君。そこの、縁えん台だいのな、下にサンダルがあるから。三足くらいあるじゃろ。一足あげる。わしには雪せつ駄たとって。あるから。うん、はいそれ。わしらは歩いて桜月まで行こう。にらみ合いの切りのいいところで、魔人と主人同士は移動するじゃろ」

　誠はくわえ煙草のままさらりとそう言い、褞袍姿とくわえ煙草で雪駄を履はいて庭に出た。

　ジャンセンはユイカから離はなれ、サンダルを履くと玉砂利を鳴らしながら歩く誠のあとを歩いた。

「誠さん」

「おう」

「ユウキと先輩って、魔人と主人なんですか」

「そうじゃよ。まぁまさかわしにバラされるとは思ってなかったじゃろうけどもな。ひっひっ、ユウキ怒っとるじゃろうな」

　振ふり向むけば、暗い庭で、ユイカのオレンジの光が輝かがやいている。

「……ほんとに？」

　音を立てながら玉砂利を踏み、迷いのない足取りの誠についていく。

「ほんとじゃよ」

「……あと、何で誰だれも出てこないんですか。警備とかは？」



    

  
    
      「おるよう。がちがちじゃ。だがまぁ、わしに関する限り、何があっても何の行動も起こすなと告げてはいる」

「どうしてですか」

「警備が出てきてそれでどうするよ？　相手は魔人と主人じゃぞ」

　誠は楽しげに言う。

「あー、しかし、まだ寒いのぅ。桜が散っても、梅つ雨ゆ前まではどうもならん。夜はいかんな」

　木戸をあけて、誠は外に出てジャンセンが続く。足下の感かん触しよくからすると固めた土だ。夜に冷えた緑の匂においと、沈じん丁ちよう花げの甘い香かおりが夜の中に漂ただよっている。

　僅わずかばかりある風が、木々を揺らしている。

「誠さん、俺に話してくれる気はありますか」

「ん？」

「ユウキと、先輩の話をです」

　少し間があった。

　煙草の煙の匂い。

「ま、いっか。話したるよ。最近ユウキかわいくねぇしなぁ」





　イズシールとカイ、ユイカとユウキは、暗い部屋と庭で睨み合う。

　正確にはカイとユイカだけが睨み付けていて、イズシールとユウキは面めん倒どうくさそうだった。

「ユウキ。先輩。なんでここにいんの」

　完全に喧けん嘩か腰ごしでユイカが言う。ユウキがつまらなそうに答える。

「……お姉ちゃんが徹てつカラするっていうから、爺さんと親交深めようかなって……」

「さっき、誠さんが……魔人と主人同士って言ったわ」

　カイの言葉には、イズシールが苦笑を返す。

「ね、言ったよね。変なの」

　その言い方に、カイもユイカもカッとなった。

　カイは何も考えずに杖つえをとると、ユウキに向けた。

「ユイカ、あなたのはしたない振しん動どうで!!」

　ユイカは中指の腹をユウキに向けて力を放つ。ロドーリーに対するわけではないので、直じかに触ふれなくてもいい。

　ユウキは座っていた場所から後ろに少し滑すべり、身を二つに折って息を詰つめ、全身を真っ赤にしてぶるぶる震ふるえていた。

「……ッ……う……」

「結構キツイでしょ」

　横に座っているイズシールが口くちの端はしを上げて言う。余波でだろう、少しばかり声が上ずっている。

「……っねぇ……ちゃ……」

　乱れた髪かみの下から涙なみだを浮うかべた目で見られ、ユイカは不安げにカイを見た。

「カ、カイ。違ちがうんじゃ……」

「いいえ、違わないわ。誠さんが言うからには」

「……僕らと誠さん、どっちを信用するの？」

　イズシールが横目で、微笑ほほえみながら問いかける。

「誠さんって今日会ったばっかりじゃない。曲がりなりにも、僕ら、いっしょに戦ったし、いっしょにいたのにね。ましてやユウキとユイカなんて、二人だけの姉弟じゃない。僕らを信用してくれてもいいと思うんだけどな」

　イズシールの表情は、すこしだけ寂さびしそうだった。

　信じていたのに疑われて。

　僕には何の証あかしも立てられないけど、はじめてでもなんでもないけど、信じている人に疑われるのは辛つらいなぁ。

　そう思っているのが判わかる笑顔だった。

　人にそう思わせる笑顔だった。

　だからカイは、自分の中で何かが切れる音をきいた。

「女のカンです！　今までそんな態度で何人騙だましてきたんだか判りませんけど、私は騙されませんからね!!」

「は？」

　きょとんとするイズシールとユイカをよそに、カイは続ける。

「だいたいそんな顔して人絆ほだそうだなんて卑ひ怯きようです！」

「そんな顔ってどんな」

「いやーもう!!　わかってやってるくせに先輩のバカ！　もう頭に来るわ！　ユイカ、やっちゃって」

「え、あ、はい」

　ユイカは怒おこるカイに視線を向けたまま、中指の腹をイズシールに向ける。

「うわ！」

　イズシールは腰こしに差していた杖を取り、顔の前に立てた。ユイカのオレンジの光が当たり、イズシールの紫むらさきの光が弾はじけた。

「……そ、それ、できるなら、僕の時にもしてくれたらいいだろ……!!」

　ユウキが震えながら畳に手をついて起き上がろうとしているが、顔にびっしり汗あせをかいて頬ほおは染まっているのでまるで迫はく力りよくがない。

「だってイヤだもん!!　ユイカのアレ、思い出しただけでイヤだ!!」

　思い出したのだろう、顔を真っ赤にして必死で怒ど鳴なるイズシールの様子に、カイは目を丸くする。

「戦せん闘とうの時は……結構余よ裕ゆうっぽかったじゃないですか」

「う」

　イズシールは唸うなって、言葉を探しているようだったが結局黙だまった。

「ユイカ」

「はい」

「やっちゃって」

「ええええ!?　はい。よいしょと」

　ユイカは大おお股またで歩くと汚よごれた足のままずかずかと上がり込んで、廊下と和室に乗り込んだ。

　躊ちゆう躇ちよのない動きで、ユウキの顔を掴つかんで振動を送る。

「待っ、お、おねぇ……っ!!」

　びくんとユウキの身体からだが跳はねて動かなくなる。

　カイの杖先が動いて、イズシールに向かう。イズシールは杖をかまえたまま尻しりでずり下がるが、すぐに襖ふすまに背中を当てた。

　オレンジ色の光を身に纏まとって、ユイカの顔には表情がない。

「……うわぁ、こわいなぁ」

　イズシールは冷ひや汗とともに口くち端はしを上げる。

「先せん輩ぱい、言っておくけど、カイは手加減しないつもりよ。カイは、先輩の本気が、先輩のほんとがみたいの」

　口から漏もれる言葉にも抑よく揚ようは少ない。

「なんでかなぁ、もう……」

「それはあたしが答えるわけにはいかないの。かわいそうなジャンセンのためにもね」

「ジャンセン？」

「あのね先輩。ほんとに言っておくけど、抵てい抗こうできるならした方がいいわよ。でないと」

「……でないと？」

「先輩、早く帰りたいんだよね？　カイも帰りたがってるけど、今、カイの中での優先順位は先輩の化けの皮をはがす方が先みたい」

「だから」

「三ヶ月くらい身動き取れなくなるかも。そういうかんじなんだけど、抵抗しないの？」

　ユイカの中指に光が集まっている。砂鉄の中に磁石を落としたように、生まれて脈動している幾き何か学がく的な光の模様。百匹の蜂の羽音。

「抵抗しないとひどいめに、遭あうわよ」

　ユイカはそう言ってイズシールに手を伸のばす。イズシールはその手を杖で受け止めるが、一息ごとに大きくなるオレンジの光の紋もん様ように、紫の唐から草くさ模も様ようが一気に伸びて発光する。

　二色の光が脈動する。呼応して、響ひびく。

　今や座敷から漏れる光が暗い庭までを照らしている。

　カイは杖にかかる負荷に、強く杖を握にぎる。

　ユイカの振動の余波はカイにまで及およんでいて、やはり膝ひざが震え、息が上がる。全身をくすぐったいような甘いようなしびれが走って、身もだえしてしまえば楽だろうと思えた。

　けれど、カイは歯を食いしばって耐たえる。

　ここで、イズシールが屈くつしなければいけない。

　何を自分はムキになっているんだろうとは思ったが、今日、今ここで決着をつけなければ、誤ご魔ま化かされて流されてしまいそうだ。

　最初は、頼たよりになる先輩だと思った。

　でも真ま面じ目めに相手にされていない感じもして、それがなんとなく嫌いやだった。

　こちらにきて、一いつ緒しよに暮らして、戦い以外の顔も見て。

　こんな表情もするんだと何度も胸を衝つかれて。

　でも真面目に相手にされていない感じはやっぱりあった。

　それはなんだか切なくて逸はやるような気持ちになった。

　イズシールの気持ちは、いつでもどこか遠くにあってここにはない。それは判ったけれど、ここでの平和な暮らしの中で、ふと、緩ゆるんだときにはちゃんと側そばにいてくれるような瞬しゆん間かんもあった。

　あれは勘かん違ちがいではないと信じたい。

　あれは、あのときは確かに彼は自分の側にいてくれたのだ。

　だから、

　……だから？

　カイは奥歯を噛かみしめる。

　だから化けの皮を剥はぐの？

　それでどうするの？

　隠かくしたいものを隠しているんだろうに、ムリにそれを露ろ見けんさせてどうするの？　穏おだやかに側にいることはできないの？

　そう自問の声が湧わき上がっては来るけれど、答えも同じ速さで湧わいてきた。

　隠し事はいやなの。

　だって、先輩が隠していることがわかったら、きっと私が力になれるのに。私は必ずそうするのに。私は必ず味方になるのに。

　ちゃんと私を見て欲しい。ちゃんと私を信じて欲しいの。それだけなのに……。

「……先輩が素直じゃないのがいけないのよ！」

　口に出したら泣きそうになった。

　だってそれは時間をかけて、信しん頼らいなんて培つちかうものでしょ？

　間ま違ちがってるわカイ・ハイ。

　無理に鎧よろいを剥はがしたって、誰だれも感謝も信頼もしないわ。

　わかってるわ。

　わかってるけど、今を逃のがしたらこんなチャンスはないかもしれない。

　毎日あの笑顔で誤魔化されて、私それで満足になるかもしれない。

　それでいいかもしれないけど、それじゃあほんとのことは判らない。

　私、そこまで大人じゃないから。

　かなしいんだけど、こどもだから。

　情けないけど、私は私でしかないから。

「ユイカ」

　低く声を伝える。

　紫の唐から草くさの光が、みしりと音を立てて歪ゆがんだ。

「……ユウキ！」

　イズシールの声がした。

　ユウキが跳ね起おきて立ち上がり、ユイカに飛びついて抱だきしめた。

　それでユイカの指がイズシールから離はなれ、火花の様な音を立てて二色の光がそれぞれ散った。

　ユイカは驚おどろきと、唐とう突とつな力に硬こう直ちよくして動けない。横から抱だきつかれたので身体が斜ななめになる。足が畳たたみから浮く。やけに長いように感じる時間の中で、確かに耳元でユウキの声をユイカは聞いた。

「おねぇちゃんは僕のなんだから」

　そして、耳元に触ふれる冷たいくちびる。

　何コレ。

　なんなの。

「ユイカ！　立って！」

　流れ込むカイの意志。

「い」

　ユウキ？

「いやぁあああああ!!」

　ユイカは大きく足を広げて踏ふん張ばって立ち、身体と腕うでを捻ひねってユウキを振ふりほどいた。

　ユウキは壁かべを一枚ばらばらに破は壊かいして一回転して止まる。

　立ち上がるその姿に、紫むらさき色いろの光を纏って。

「あーあ。バカシール。切れてどうすんだよ」

「仕方ないだろ、何ヶ月も時間を浪ろう費ひできないよ」

「家は壊こわすなって爺じいさん言ってたのに。欄らん間まの彫ちよう刻こくがどうのって言ってただろ」

「帰るまでは確かに、彼の庇ひ護ごは必要だものね。修理費払はらえって言われたらめんどうだし。おいでユウキ。飛ぼう。学校の中庭だったよね」

　イズシールが手を差し出す。ユウキが歩み寄ってその手を取る。紫の光に包まれて、二人は消えた。

　残されたカイとユイカは、混乱してその場から動けない。

「なんなの」

　二人同時に呟つぶやいた。

　なんなの？

　ユウキとイズシールは魔人と主人だ。

　それは予想どおりだとして、どうしてユウキはユイカに抱きついて、イズシールはユウキとあんなに親密なの。魔人と主人だから以上に、つきあいが長そうな。

　……長いの？

　いつから？

　もしかして、ずっと前から？

　ユウキのことを知ってたのなら、ユイカのことだって知ってたはず。でもダーヴィスで何も言わなかった。先輩は。ユウキも。先輩とのこと。いつからどうで、今こうなのとか。言う時間も場所もあったのに。二週間ずっと一緒にいてごはん食べて生活して、どうでもいい話して家族みたいに暮らして。

　屋や敷しきの遠い場所に灯りがついた。

　それでカイははっと思考を取とり戻もどす。

「ユイカ」

　ユイカはまだ茫ぼう然ぜんとしていた。

　こんな表情のユイカは初めてだった。

　力のない瞳ひとみ、がっくりと下がった肩かた、オレンジの光さえ弱く、まるで瀕ひん死しの蛍ほたるだ。

　それを見て、カイは全身に力が戻るのを感じた。

　私のせいだ。

　こうなったのは私のせいだ。

　先輩のなにもかもを暴あばきたいと願ってそうした私のせいだ。

　でも、ユイカは私の魔人だから。

　カイは冷たい玉砂利を踏んで駆かけ寄より、廊ろう下かに飛び乗ってユイカに抱きつく。

　何を言っていいのかわからない。

　ごめんなさい？　しっかりして？

　言ったら、それはきっと侮ぶ辱じよくだ。

　自分にか、ユイカにか、それとも別の何かにか。

　わからないけれど、何を言っていいのか判らなくて、何を言っても侮辱か嘘うそか、それとも気持ちに全くそぐわない薄うすい言葉になるのなら何も言わない方がいい。

　カイはユイカをきつく抱きしめて、目を閉じて言う。

「ユイカ。飛んで。学校の、中庭よ」

　ユイカは、震ふるえる腕を上げて、カイにしがみつくように抱きしめた。

「うん」

　何か言いたい。

　何か言わなくちゃ。

　そんな気持ちにカイはなったが、やっぱり言葉が見つからなくて、ただユイカの首筋に強く頬ほほを寄せた。

　ユイカはくちびるを引き結ぶ。意識を、中庭に向ける。

　よく知っている場所だ。すぐ近くだ。ユイカにとってたわいもないことだ。

　だがそこにユウキとイズシールがいると考えると行きたくなかった。対面したくなんかなかった。逃にげたかった。でも、ここで逃げてもどうしようもないことだけはわかる。

　飛ぼう。

　行こう。

　中庭へ。

　対決を。



    

  
    
      　第五章　天使から九十二年






　外灯も少ない道を、誠とジャンセンは粛しゆく々しゆくと歩いた。

　五月の緑芳かおる夜。

　星明かりが世界の静せい謐ひつさを肌はだに伝える。

「駆け落おちした玄孫やしやごと、その妻が事故で逝いってしまったと聞いて、わしは残された子供たちに会いに行った。べつに孫も子供も名前を覚え切れんくらいいるから、どうでもよかったがほっとくわけにもいかんでな」

　八年前で夏だった。

　葬そう儀ぎの時に遠目に見た双ふた子ご。

　マンションから出て来たその姿に、アイドリングをしてクーラーを効かせた車の中で待っていた誠は、運転手に声をかける。

「出せ。次の角で止めろ」

「はい、御ご前ぜん」

「誠さんと呼べ」

「はい、御前」

　誠はそのやりとりに鼻に皺しわを寄せる。

　髪かみは黒く染め、今時の若者の格好を選んだ。ジーンズとＴシャツ。日光がこう白くては目に痛いので、色いろ眼鏡めがねもかけた。最近のものは軽くていい。

　車を降りて、蝉せみの声に包まれる。熱に溶とけるアスファルトの感かん触しよく。柔やわらかい。熱気に包まれて息を吐はく。

　角から出て、握にぎり拳こぶしを振って歩いてくる男の子の前に立つ。

「君、藤代唯己くんだろう」

　唯己は、足を止めて睨にらんできた。

　僅わずかに七歳。

　けれど、これは子供をやめた目だと誠は思う。いつからだ。以前からか？

「……わしは雪村誠。お前の父親の血けつ縁えんで、金持ちじゃ。何か助けてやりたいんじゃが、話をさせてくれんかの」

　嘘をやめる。

　虚きよ飾しよくも不要だ。

　運命の悪戯いたずらで、本来あるべき庇護を奪うばわれ、そしてそれを受け止める決意をしたものには誠実に当たらなくてはならないと、誠は思っている。

「……買い物を、しなくちゃいけないんだ。お姉ちゃんがねてる間に終わらせたいんだよ」

「何を？」

「ええと」

　唯己はポケットからメモを出した。

「貸してごらん」

　書いてあったのは、野菜や肉、調味料などといった生活必ひつ需じゆ品ひんばかりだった。

「一週間分か？」

「うん」

「わしの運転手にコレは買いに行かせる。その時間分、君はわしと話をするというのはどうじゃろう」

　唯己は視線を揺ゆらしたが、少ししてから視線を上げた。

「米を、五キロ頼たのめないかな。重くて持って帰れないんだ……金は渡わたすから」

「その、金の話をしたいんじゃ。まず唯己は、クリームソーダは好きかの？」

「……もしおごってくれるんならそのぶんの金くれないか」

「かまわんが、わし一人にクリームソーダを飲ませる気か？　ひどい男じゃの。つきあわんかい」

　言ったら、唯己はその時初めて少しだけ笑った。

「変なオッサンだなぁ」

「爺ちゃんでええわい。おう、この先に車駐とめてるからここで待っておいで。不安だったら乗らんでええ。そんくらいの警けい戒かい心で丁度いいくらいじゃ。……何ついてくんの？」

「ちゃんと、頼んでるところ見ておかないと」

　唯己は少し離はなれて誠について歩き、誠は車に戻って運転手に頼み事を告げた。車は走り去り、唯己と誠は少し歩いた先の古い喫きつ茶さ店てんに入る。

　活気のある、人の出入りの多い清潔な店だ。日に焼けて色あせたポスターの中で、少し前のアイドルが水着姿で微笑ほほえんでいる。

　人目につかない奥まった席に座って、誠はクリームソーダを二つ頼む。

「あー暑い。昔はもっと涼すずしかったんじゃぞ。最近どうかしとるわ。しかしクーラーはええな！　冷えて腰こし痛くなるけど」

「誠さんだっけ」

「そうじゃよ」

「お金持ちなの」

「うん」

「……父さんと母さんのことは知ってたの」

「いいや。今回のことで、知らされたという感じかの。平へい穏おんに暮らしておるならともかく、こうなったらお前たちを放ってもおけんが、わしは隠いん居きよの身じゃ。雪村家は金持ちでゴタゴタしとるから、誰だれ彼かれなしにこのことを頼むわけにもいかん」

「どういうこと」

　唯己の、茶色の利発な目が誠に向けられる。

「お前は親が死んだので、望めば雪村家の庇ひ護ご下に入る。だがそうなると後あと継つぎ問題に巻き込まれる。だから、わしの勧すすめは形だけでもいいから、叔お父じの養子になることじゃ。叔父は雪村の後継ぎになる可能性のあるものが、自分の養子になるのは嫌いやがりゃせんじゃろ。で、後継ぎでごたついとるやつらは、雪村の家に入られるよりはと放置してくれるじゃろう」

　唯己は眉まゆを寄せて考える。

「……僕、子供だからよくわからない」

　とぼけるための言葉ではなく、血を吐くような、心底悔くやしそうな声だった。

「……唯己は何がしたい」

　誠が訊く。

　やはりこれは子供ではなく男だ。これだけ早熟に、そうならざるを得なかったのは悲劇か天てん啓けいなのかと思う。

「僕はお姉ちゃんと結けつ婚こんしたいんだ」

　はっきりと言われた言葉に、誠は驚おどろいて目を見開いた。

　すこししてから、ずり落ちた色眼鏡をかけ直す。

「姉弟で結婚は出来んよ」

「外国行って、名前を変えれば済むことさ。そうでしょ」

　知ってるんだから、と睨み付けてくるのに誠は言い返す。

「近きん親しん婚こんを認めとる国は、知る限りないな」

「じゃ、法律のないところに行けばいい」

「ガキめ。そんなところで生活できるか。いいか、教えてやる。お前が姉をモノにしたいんじゃったら、よくある方法は事じ実じつ婚こんじゃ。家族なんじゃから、一いつ緒しよに生活して不自然ではないという結婚の最大の目的はもう達成しとる。じゃったら、結けつ婚こん式しきとかはしたいんじゃったらそれこそ外国で二人きりでやりゃァええし、まあでも、子供は諦あきらめろ。いろいろ試ためしてヤバイからどこの国も認めとらんのじゃ」

「ま、待って、よくあるの？」

「長生きしとるといろいろ見るし、いろいろ聞くんじゃ。きょうだいで云うん々ぬんというのは、なくはないことじゃよ。日ひ陰かげの道じゃけど、本人がええならええんじゃないの。わし関係ないし」

　異星人でも見るような目で唯己が誠を見つめ、お待たせしました、とクリームソーダが二つテーブルに置かれる。

　その間は会話が途と切ぎれて、店内に流れる音楽が聞こえた。

「イブ・モンタンの毛皮のマリーか。……モンタンも死んじまったなあ」

　誠はそう呟つぶやいたが、唯己はストローの紙かみ袋ぶくろをとってグラスに突つき差した時に、溢あふれそうになる泡あわを吸い取るのに必死だった。一気に飲み込んだので、炭酸と冷たさに顔を歪ゆがめる。

　その表情がようやく年相応で、誠は笑った。

「で、姉はお前の気持ちを知っとるのか」

「ううん。お姉ちゃんは言ってもまだわかんないよ」

「じゃぁ話にならんじゃろ」

「時間はあるよ」

「応おう援えんはせんよ。邪じや魔まもせんけど。それはともかくわしとどう関わるか、決めてくれ」

「僕にはわかんないんだけど。誠さん考えてよ……」

「わしのお勧めは、叔父の家にお前らが自活できるようになるまでいることだ。金は多少叔父に渡す。保険金があるじゃろ。それはお前、使わないでとっておけ。叔父が後見人ということになっとるじゃろうが、わしが連れん絡らくしてそれは凍とう結けつさせる。お前たちの生活費は月十万、学費はその都度わしが出す。金というのは多すぎても少なすぎてもおかしなことになるからの」

　唯己はその話を聞いて、悔しそうに唸うなった。

「お、お、お金の、話はよくわかんないんだ……」

「じゃろうよ。お前はまだ子供じゃもの。……だが、この世は色と欲よくとで動いとる。理想なんかその上のたわごとじゃ。……身の安全の為ためには、わしとは極力かかわらん方がいいが、唯己は」

　うん、と誠は考え、少ししてから唯己の目が上げられる。

「ゲームに勝つにはさ。ルールと、ゲームの条件をよく知らないと勝てないじゃない」

　唐とう突とつに唯己が言う。話の先はすでに見えたが、それは誠の希望と合がつ致ちしていたので誠は何も語らない。

「だから、色と欲っていうなら……判りたいな、いろいろ」

　誠は、伝票を手に取ってみせる。

「クリームソーダが四百円。二杯はいで八百円。八百円を稼かせぐために、ウェイトレスは何分働けばいいか知っとるか」

「……わかんない」

「ほぼ一時間じゃ。そして、その一時間で、わしはだいたい二億損して、二億五千万儲もうかって、次の一時間ではどうなるかわからねえ。よし、唯己。桜月高校においで。週に一回じゃ。適当に子供集めてキッズスクールとか開かい催さいしよう。それを隠かくれ蓑みのにしてお前には特別な教師をつける。いすゞずあたりに目をつけられそうじゃが……まぁなぁ、誤ご魔ま化かされてくれることを願うか。さいわい悠里を目の敵かたきにしとるから、お前にまで手は回せんじゃろ」







　話の切れ目で、ジャンセンは目を丸くしたまま誠に言った。

「き、近親婚、とか、普ふ通つう止めるだろう。なにやってんだあんた」

　ジャンセンが知る限りユウキにそんな感じはなかった。……いや、なくはなかった。

　時々感じた、思おもい詰つめたような視線とか。思い返せば心当たりはあった。

　自分がユイカにふと触ふれたときの、とても攻こう撃げき的なかんじとか。

「恋こい心ごころが止めて止まるもんかよ。それに何が悲劇で何が喜劇か、人生が仕し舞まいになるまでわからんわい」

「い、いや、大人だろ」

「知るかそんなもん」

　あまりにはっきり言われて、ジャンセンは自分の中の何か大事だった価値観が崩くずれるのを感じた。

　ダメな大人っているんだ！

　とは、あとでずいぶん考えて出た言葉だ。

「それで、ある日ユイカが病気になったんじゃよ。あれは十の時じゃったかな。入院してもどうもならんで、その時はさすがにわしもいたんじゃが、ユウキの様ざまは見とられんかった。……そしたら丸一日どっかに行ってな。帰ってきたら妙みようなこと言うんじゃよ」

「妙なこと？」

「爺じいさん、僕。魔人なんだ。って。アホかと思ったわ」





　一緒に歩いていた学校の帰りに、ユイカが倒たおれた。ひどい熱で、いくら呼んでも起きない。救急車を呼んで、病院に着いたら熱が高すぎると言われた。薬も効かない。全身に冷れい却きやく剤ざいを巻いてもどうにもならない。原因もわからない。意識もない。

　どうにもならない。

　病院に来た爺さんにすがって頼たのんでも、医者にどうにもできんのに、わしにどうにか出来る道理があるかと言われた。役立たず。

　このままじゃお姉ちゃんが死んじゃう。

　誰だれか。

　誰かたすけて。

　ユウキはそのとき生まれてはじめて神に祈いのった。

　おとうさん、おかあさんたすけてよ。

　そうも祈った。

　そうしたら目の前が眩まぶしくなって、世界がぐるぐる回った。いろんなことがわかった。

　自分が魔人だということ。

　主人に喚よばれたんだということ。

　これから戦うんだということ。

　天使。天使、天使、ロドーリー？

　イズシール・アルスオーオラ。

　僕は、彼の魔人だ。能力は操作。

　うんわかった。

　全部わかった。

　僕は彼に求められてて、僕は彼の力になれるんだ。

　大だい丈じよう夫ぶ任せて、僕はそれをしてあげるから。

　目を開けたら、そこにぼろぼろになった少年が一人、しゃがみ込んで茫ぼう然ぜんと自分を見ていた。自分より少しだけ年かさのようだ。

　でも、なんて弱々しい。

　なんてみっともない。

　なんて汚きたないんだろう。

　銀の長い髪かみを後ろで縛しばり、目は金色だ。防護服の様な、肌はだにぴったりした黒い服を着ていた。その上から、変な模様の膝ひざまでのケープ。模様が力を持っているのは判ったが、今の自分の力に比べていかほどのものでもない。

　頭から出血して、頭から顔の右半分が血まみれだった。銀ぎん髪ぱつなものだから真っ赤だった。

　左のこめかみから下の皮ひ膚ふはえぐれていた。その分頬ほほ肉にくがたれている。左ひだり腕うでは折れているらしく変な形になっている。

　場所は、どこか岩山の中だった。

　他に誰もいない。

　たったひとりで戦っていたのだ、何かと。

　暗いので夜なのかとユウキは思ったが、違ちがうようだ。空をおおっているものたちがグニャグニャと緩かん慢まんに動けば、その間から時々陽光が漏もれてくる。

　ロドーリーと呼ばれているものたちが、巨きよ大だい化して咆ほう吼こうしている。と、魔人の知識が教えてくれた。自分の身体からだの制せい御ぎよが出来ないらしく、大きくなっては崩れ、嘆なげく声を上げてまた伸のびる。そんなものたちが三十体はいた。

　恐おそろしくもなんともなかった。

　そんなものは脅きよう威いにもならなかった。

　だって自分は魔人だし、主人は目の前にいるんだから。

「主人イズシール。僕は魔人、フジシロユウキ。標的を杖つえで示してよ。全部打破してあげるから」

　その後のことは心底どうでもよかった。

　主人と魔人の前に、ロドーリーたちは無力だった。

　戦いが終わった後、晴はれ渡わたった、誰もいない、何もない岩山の山中で、ユウキはイズシールにユイカのことを話した。

　風の音しかしなかった。

　世界は死んだようにただ明るかった。

　二人と、その影かげだけが生きて動くものだった。

　イズシールは、腰こしにつけた鞄かばんの中から小さなカプセルを取りだしてユウキに渡した。色は真っ黒だった。

「もしかしたら、これが効くかもしれない。……ユウキが帰って半日したらまた喚ぶから、報告して。もし効かないならまた考える。……力になれたらいい。お姉さんが助かるといいね」

　イズシールは、今とは違う心からの笑顔でそう言った。

　そしてユウキには主人と、ユイカに対する新しい秘密。それを隠すための嘘うそが出来た。





　中庭の八や重え桜ざくらが、風に吹ふかれて濃こい桃もも色いろの花びらを散らしている。

　今は消されている外灯の下に立って、イズシールとユウキはカイとユイカを待っている。

「もう少し、我が慢まんできなかったの」

　イズシールがユウキにぼやく。

「は？　我慢って何さ。爺さんがバラしちゃったらもう終わりだろ。あのジジィ、内ない緒しよにしとく気もうないぜ」

「だからってさ」

「……いいや、爺さんに話したのがそもそもの間ま違ちがいだったんだ。あーあー、子供の時の僕のバカ。あーあー。子供だったんだよねーほんと」

　溜ため息いきを吐つきながらユウキは前まえ髪がみをかき上げる。

「でも、僕だけそれ言われる筋合いないぜ？　バカシール」

「それやめてよ」

　イズシールはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔で、戯たわむれに指先で杖を回した。

「あんな挑ちよう発はつなんか、受け流せなかったのかよ」

「カイ、本気だったもん」

「お前の上手な舌先はこっち来て錆さびたの？　食品添てん加か物ぶつに弱いの？」

「舌先でどうにかなるとも思えなかった」

　言い切ってイズシールは顔を傾かたむける。

「あんな子初めてだ。面めん倒どうくさい。もっと使えるかと思ってたのに」

「で、これからどうすんの。全部話すの？」

「信用できるわけないだろ。僕の計画を知ってるのは君だけでいい」

　ユウキは苦笑する。

「いいけどさ、別に。僕は誰にもなんにも言わないし」

「そうしてくれ」

　少しの間があって、ユウキが言った。

「カイが、お前の魔人で。僕がお姉ちゃんの魔人ならよかったのにな」

「……魔人にも、主人にも条件があるだろう。結局のところ大天使の光を浴びて、我らは変質してここにあるということさ」

「……今考えれば、お姉ちゃんが倒れたのは、僕がここに出入りを始めてからだ。お姉ちゃんも一いつ緒しよに来ればよかったんだ。多分、僕が纏まとった天使の気がお姉ちゃんに半はん端ぱに影えい響きようしたんだと思う。じゃなければほんとはお姉ちゃんは魔人になんかなんなかったんじゃないかな」

「……あの、薬を飲まなければ？」

　イズシールが憂ゆう鬱うつに視線を落とす。

「さぁどうなんだろうね。あの薬、ほんとはもういらないのかもなぁ。お姉ちゃんは魔人になったんだし。……ああもうお姉ちゃんをちゃんと桜月に入れて、大天使の気をあびせて魔人にして、僕とあっちの世界で暮らさせるために、爺さんに強ね請だって制服だってお姉ちゃんの好きそうなのに変えて貰もらったんだぜ？　だっていうのにさぁ。このタイミングでバラされちゃあさあ」

　中庭に、大きく光るオレンジの光が現れた。

　抱だき合あって、イズシールとユウキを見つめる、カイとユイカだった。

　ああ落日のようだ。

　イズシールは目を細めてそう思う。

　熟して落ちて消える太陽。そんな色だ。

「ねぇ、イズシール」

　目を細くしてユウキが言う。イズシールは杖を持ち直す。ユウキとイズシールの身体が、一息で紫むらさきに光る。

「僕らどうするの」

「……謝って許してもらえると思う？」

　イズシールが苦笑して言う。

「だからって戦ってどうなんのさ」

「それはカイに訊いてよね。それより君は、ユイカになんて言うの？」

「もう、誤ご魔ま化かせないかな？」

「それはさすがに無理だろ。……ねぇカイ。ユイカも。ちょっと落ち着きなよ」

　言われたイズシールの言葉に、カイが杖を二人に向ける。

　イズシールは引きつった笑みを唇くちびるに浮うかべる。

「問答無用なの？」

「……とりあえず。先せん輩ぱいとユウキには動けなくなって貰います。それから、ほんとのことを洗いざらい話して貰うから」

　カイの黒くろ髪かみが、怒いかりを示して浮き上がり、風に吹かれて舞まう。ユイカの瞳ひとみが、琥こ珀はくの様な茶色だ。

「……どうやって、話させるつもり」

　ユイカの口くちの端はしが上がる。

「あたしの振しん動どうの中で、嘘がつけたらすごいと思うわ。あたし、一昼夜でも続ける自信あるよ。ユウキ。あんたも嘘つきよ。あんたのほんとも、あたし知らなくちゃ」

「ええ。さぁ、行ってユイカ。目当てはイズシール先輩よ」

　ヒュ、と風を切ってカイは杖をイズシールに向ける。ユイカは僅わずかに宙に浮き、頭をぐっと下げて背筋を丸めた。髪の毛が浮いて揺ゆらぐ。

　一方、イズシールも杖先をカイに向けた。

「ユウキ」

「うん」

　ユウキも短く答える。

　手のひらを上に向け、やはり軽く宙に浮いた。

　紫の光を纏まとって薄うすく微笑ほほえむ。

「お姉ちゃんとはやりたくなかったけど。……さっきの振動をもう一発食らいたくはないな」

「でしょ？　キツイでしょ？」

　獰どう猛もうに笑うユイカに、ユウキは無む邪じや気きに肩かたをすくめる。

「ううん、クセになったら困るじゃん」

　ユイカが背を丸めたまま顔を赤くして怒ど鳴なった。

「このヘンタイ!!　あんたがヘンタイだったなんて知らなかったわ信じらんない!!」

「隠かくしてたもの。いつかお姉ちゃんが僕のこと好きになってくれるって、信じてたし信じてる」

「ないよ！　だってあんたあたしの弟じゃん！」

「だから何」

　ユウキの言葉は揺るがない。僅かに宙に浮いたまま、地面に足を着かずに歩を進める。

　カイとイズシールの杖には負荷がかかり腕うではぶるぶると震ふるえている。

「お姉ちゃんは僕のお姉ちゃんだけど、お姉ちゃんは僕のだよ」

　完全に箍たがの外れた顔でユウキが言い、ユイカに向かって手を伸ばす。次の一歩は大きく滑すべる動きで近づき、ユイカは放たれた矢の様に飛んだ。二人の光はぶつかり、そのまま上空高くへと拮きつ抗こうして上じよう昇しようする。

「気持ち悪い！」

「そのうちそんな気もなくなるよ。だって僕とお姉ちゃんはふたりっきりなんだよ!?　僕とお姉ちゃんは、生まれてからずっと一緒でこれからも一緒で、そしたら僕だってお姉ちゃんといろんなことしたいさ！」

「ヘンタイ！　気持ち悪い！　信じらんない!!　あんたなんかユウキじゃない!!」

「僕は僕だよ、今までのほうが僕としては不自然だったんだ!!　ねぇ受け入れてよお姉ちゃん、いいじゃない僕で!!　子供の頃ころに結けつ婚こんしようねって約束したじゃない!!」

「うるさい！　黙だまれ!!　気持ち悪い!!」

　はるか上空で、離はなれては当たる二色の光。

　その足あし下もとでは主人同士が対たい峙じしている。

「……先輩。私たちが勝ったら、約束してください」

「何を」

「先輩の全てを話してくださると」

　イズシールは嘲ちよう笑しようを口元に上らせる。

「違ちがうだろ、カイ・ハイ」

　ぶつかる力の強さを示して、杖つえがぶるぶると震える。腕が痛い。

「僕らをたたきのめして、そして白状させるんだろう」

　言われてかっと目の奥が白くなる。

　なんだろう。この感情は。

　怒いかりだ。

　この、分からず屋。

　おろかものめ。

　上空では二つの光が舞まっている。それに触しよく発はつされたように、夜空から水すい滴てきが落ちた。それはあっという間に増えて、雨になる。

　全身が濡ぬれる。

　服が、髪かみが濡れて張りつく。

「……私が、したいことが。先輩がしてほしくないことで」

　何とか言葉を考え出す。

　だが配はい慮りよなどは自分に望むべくもない。

　なんてことだ、ひどい言葉しか浮かばない。

「どうしても折り合いがつかないというのなら、そうかもしれないけれど」

　怒りに息が荒あらくなる。瞳は瞬まばたきを忘れる。

「もしもそうしかできないというのなら、先輩はあまりにもおろかだわ。思っていたより、なんてくだらないひと」

「そうさ。だから、諦あきらめて」

「いや」

　雨あま脚あしは一気に強くなった。上空の光が雨に隠れて見えなくなる。

「私は先輩を諦めたくない。いやだというのなら、信しん頼らいも何もなくてもいいから知りたいわ。そしてあなたに私が手を貸すわ」

「なんて傲ごう慢まんなんだ」

「うるさい」

　ああ。

　だから、人は戦うのか。

　お互たがい譲ゆずれないものが。

　時間の裁定を、とうてい待てないものが。

　私の気持ちは間ま違ちがっていない。優やさしい、大事な気持ちのはずだ。

　だけれど受け入れてもらえない。

「ああ」

　カイの表情が歪ゆがんだ。

「どうしてなの……？」

　頬ほおを濡らすのが涙なみだか雨かわからない。杖を握にぎり直す。

「それはこっちの台詞せりふだよ。君が、ひいてさえくれればいい。僕は君の気に入る言葉を用意できる。それで満足しさえすれば、僕らは戦ったりしなくていいのに」

「だってそれは嘘うそだもの」

「嘘なんかじゃないよ」

「だって全てではないもの。私、先輩の全てが欲しい。ほんとのことが知りたいの。ユウキは魔人で、ユイカのことが好きだった。それより隠さなきゃいけないことってなんなの？」

「僕にはないよ。君があると思いこんでいるだけだ」

「嘘よ」

「……頑がん迷めいにも程があるだろう、カイ・ハイ!!」

　眼鏡めがねの奥の金の瞳を怒りに滾たぎらせて、とうとうイズシールが怒鳴る。

「それはこちらの台詞です!!」

「もし、君が言っているのが正しいとしても、僕は君に頼たよる気はない。……誰だれにもだ！　誰にも僕は頼らない!!」

　雨音を裂さいて、イズシールの言葉が届く。

　私は何をムキになっているのかしら。どうして。

　こんなわからずやは放っておいたらいいじゃない。先輩は私の助けなんかいらないんだ。

　杖を持っている手から力が抜ぬけそうになる。もはや感覚のない右手を左手で支える。

「ち」

　涙がこぼれる。雨が降っていてくれてよかった。溢あふれる気持ちをどうしようも出来なくて、生まれてから今まで思ったことも、言ったこともない言葉を口にしてみる。

「ちくしょう」

　悔くやしい。

　悔しい。

　イズシールは驚おどろいて目を見開いている。

「先輩のばかぁ」

「カイ」

「ばかぁあああ」

　罵ば倒とうの言葉には力がない。

　頭上で遠く、雷らい鳴めいが響ひびいている。

　イズシールは唇を引き結び、ただカイを見つめている。





　誠とジャンセンは中庭に立ち、その光景を見守る。

　イズシールとカイの会話は聞こえないが、二人の表情が全てを物語っている。

　ジャンセンはその情景に身体からだの力を抜いて、暗い声で呟つぶやいた。

「……うん。……わかっては、いるんだ……。でも、カイは俺にしとけばいいのに……」

「……お前はいい男じゃよ。ただ、カイには似合わん。そんだけじゃ」

「似合わないかな」

「うん」

　誠は、涙と雨でずぶ濡れになったカイを見て言った。

「あれは、けものみたいな女じゃよ」

　突とつ然ぜん、ジャンセンの視界が飴あめ細ざい工くの様に歪む。そしてすぐ戻もどる。

　雨が目に入ったか、それとも涙が勝手に出たかと思って目をこするが、どうやらそうではない。地面から陽炎かげろうのようなものも出ている。

「私を鯰なまずにしてくださいねと九尾堂は言ったが、その間、ずっとわしはひとりじゃ」

　誠が俯うつむいて言う。雨が、白はく髪はつを濡らして顔に滴したたる。

「情を交わした女もいたよ。心を添そわせてくれた女もな。子供は可愛かわいらしかった。わしは、あれらの愛情に応こたえてやりたいと思った。愛情や好意を振ふりほどくのは、普ふ通つうの感情をもっているなら、非情の力が必要じゃ。わしはそんなに強くない。何人の女とも気持ちを通じて、それでもやはり九尾堂との僅わずかな時間に思いは戻ってしまうんじゃ」

　長い、疲つかれ切った溜ため息いきに乗せて誠は零こぼした。

「ああ。なんという屑くず。なんという弱い男だ。わしはもうわしが死ねばいいと、何度願ったか知れん。けれど、九尾堂はここで眠ねむっている。九尾堂につながる者たちがこうして戦っている。わしはユウキの最初の告白、魔人になった、魔人というのはロドーリーと戦うのだと、ロドーリーというのは天使なのだと、大天使の名はキュービドーというのだと、その話をきいて舞ぶ台たいが整うかもしれんと、わかっておった」

「……誠さん……？」

　誠の浴衣ゆかたは雨で濡れ、肌はだに張りついている。肩かたにかけた褞袍どてらは雨を吸ってずっしり重い。

「なあ。ジャンセン君。恋こいは甘くて優しいものと歌はうたうよ。そして愚おろかで醜みにくいものとも、うたうのさ」

　誠は、何か今までのようではなかった。

　なにが違うのかは判わからなかったが、纏まとう空気がまるで違った。

　雨の中で誠は左手を差し出す。

　なにかわからなかったが、ジャンセンはその手を取った。

　誠は顔を歪める。

　笑ったのだとわかるのに、少しかかった。

「君はいい男だ。君のような男は、死んではいかん。君はまともな女と家庭を作り、健康な子供をたくさん育てるのだ」

「誠さん？」

　誠の右手が、浴衣の合わせに隠かくれ、そして出てきたときには鍔つばのない短刀を持っていた。

　漆うるし塗ぬりに桜と月と群むら雲くもの、金の蒔まき絵え飾かざりの短刀だ。

　なんだか判らずぼんやりしているジャンセンの目の前で、誠は鞘さやを口に咥くわえて短刀を抜いた。

「いいか、死ぬなよ」

　喋しやべれば当然鞘は口から落ちた。ジャンセンは誠の手から、自分の手をとりかえそうと力を込めたが、それよりもジャンセンの手首の上を白はく刃じんが辷すべるほうが早かった。

　火傷やけどのような熱さが走って、真っ赤な血が、まるで水の入った袋ふくろに穴を開けて強く押したときのように溢れて迸ほとばしった。

　誠はジャンセンから手を離はなすと、地面に落ちた鞘を拾い上げ、泥どろがついたままのそれに短刀を納めた。

　ジャンセンは手首を押さえ、蒼そう白はくな顔で震ふるえながら誠に視線で問いかける。

　誠はジャンセンから数歩離れ、地面にジャンセンの血が落ちていくのを見つめる。

「お前たちがあちらからこちらに来たことの様子は聞いた。イズシールは言わなかったようじゃが、イズシールとユウキの見解では、研究所にいたジェファーソンさんは、おそらくお前の血を大量に摂せつ取しゆして制せい御ぎよを失い、破は裂れつしたのだ。だから、」

　ジャンセンはそこまで聞いて思い出す。

　我らは探しているのだよ。

　我らにとって必要なもの。

　我ら、ロドーリーの意識を個人個人で分断させる、我らにとってちからのあるもの。

　星。

「お前が星だ。ジャンセン・トランプキー」

　傷を押さえるジャンセンの指の間から、血は吹ふき出し続ける。

「だ……だからなんだよ……」

「言っておくが、わしは全部知っとるんじゃよ。ユウキはわしには何でも喋る子じゃった。だから主人の、イズシールのことも話してくれた。ヤツの目的もな。だが、わしはわしで目的があった。わしはあの子には何も言っとらん」

　ずん、と地面が沈しずんだ。

　足を掬すくわれるような感覚。

　地じ震しんだろうかと思う。

　なんだか急に寒気を覚える。

「手首から血ィ出したくらいじゃ人は死なん。ましてやユイカもカイもおるんじゃ。なぁジャンセン、お前には貧びん乏ぼうくじじゃが、カイを支えてやれ。あれは奈な落らくに落ちると厄やつ介かいじゃ」

「あ、あ、あ、当たり前だ!!　言われなくてもやる!!」

　そのはっきりとした言葉に、誠は呵か々かと笑う。

「ああ、お前はいい男じゃ。わしもお前のようならよかった。そうならよかったな！」

　もう一度、今度は大きく地面が揺ゆれ、それからジャンセンの血が落ちた箇か所しよから光の柱が起ち上った。

　それはまるで空に落ちる瀑ばく布ふのようだった。

　ごうごうと音を立てて光が流れていく。

　イズシールもカイもユウキもユイカも、戦いを忘れてその神こう々ごうしいような光景を眺ながめる。

　光の柱の向こうから、ジャンセンに誠が言った。

「ではな」



    

  
    
      　眩まぶしくて何も見えない。ジャンセンは目をつぶってよろめいた。

　光の柱の中から声がした。

「まああなた。御お髪ぐしをどうなさったの？　こんなに濡ぬれて」

　女の声だ。何も見えない。

「……髪かみはかっこええじゃろう？　濡れたのは、君を待っていたからさ。待ち合わせに君が遅おくれたから、雨に当たった」

「ごめんなさい。お待たせして」

「かまわんよ。……だが、こうして逢あえたんじゃ。もう行こう。どこでもええ。わしはちょっと疲れたよ。君が行きたいところへ行くとしよう」

「まあ。では、私の故郷へ行きましょう。行きましょうね」

　その会話にジャンセンは血相を変えて叫さけんだ。

「カイ！　先せん輩ぱい！　帰れるぞ、ここにきて、早く!!　キュービドーだ!!」

　ジャンセンの叫びを無視して、誠とキュービドーの会話は続く。

「私の世界は今どうなのかしら」

「動乱の中にあるらしいが、何、深しん山ざんにでもこもろう。わしはお前がいるならどこでもええ」

「そうね、誠さん。ありがとう」

「うん」

「待っていてくれてありがとう」

「ええよぅ」

　照れくさそうな声だった。

「もう百年経たったのね。待たせてしまったのね」

「ええよ。また逢えたから。……いろんなひとを傷つけたのも、いろいろあったのも、ほんとにもうなんでもええんじゃ。九尾堂、わしは今ここで死にたい」

「しかたのないひと。だめよ。私はひどいのよ。私にあなたがたりないの。あなたがいやでも、にげられないの」

「ああ、わかっとる。わかっとるよ」

　何もかも諦あきらめた、それでいて幸せそうな言葉。

　そうか、誠も被ひ害がい者しやなのだとジャンセンは思う。魅み入いられてしまった。そして踏ふみ外はずしてしまった。

　正しく、健全なひとの道を。

　優しいひとを傷つけて、信しん頼らいを裏切って、そうまでして、今日、ここに立ちたかったのだ。

「カイ!!　先輩!!　早く!!　船が出るぞ!!」

　ユイカとユウキは、魔人なのだから後で呼べばいい。とにかく主人組が来ないと。けれど眩しさに、ジャンセンは二人の動向を見られない。

　ジャンセンの腕うでを、誰だれかが掴つかんだ。

　逆側の肩も。

　それがカイとイズシールであることをジャンセンは願う。

　そしてジャンセンの感覚から上下が消えた。

　目を開けていられないが、とにかく自分が回転している感じだ。

　ユイカが言っていた、呼ばれたときにぐるぐる回って、というのはつまりこれかとジャンセンは思う。気持ちが悪い感じではなく、酔よいを誘ゆう引いんされるたぐいのものでもない。

　ただぐるぐるまわる。

　気持ち良くも悪くもないが、やがて浮ふ遊ゆう感かんが来て、そして目を開けた。

　雨が。

　雨が降っていなかった。

　夜だった。

　暗かった。

　何も見えない。

　なんとか自分が立っているのはわかった。

　身体からだはびしょ濡れで、手首からはまだ血が溢あふれている感じがした。全身が冷たい。

　少し目が慣れてきて、周囲の様子が分かってきた。

　どこかの山中のようだった。

　くらりと目め眩まいがして、倒たおれたら草の上だった。

　寒い。暗い。

　まただ、今度は暗くて何も見えない。

　ああ、俺、目を閉じたんだと思う。

「ジャンセン！」

　カイの声。

「カイ、ユイカ呼べる？」

　イズシールの声だ。布を裂さく音。止血される。ありがたい。血で服が濡れるのがいやだ。

「今ダメです。反応がないです。ユウキは？」

「こっちもだ。ここどこかわかる？」

「暗くて」

「そうだね。動かない方がいい」

　寝ね転ころがって空を見る。霞かすむ視界。何度か瞬まばたきをしてジャンセンは知っている星座を見付けた。大ウミガメ座。その子供たち。

「……ここ、俺らの世界だ……。ウミガメいるもん……」

「どこ」

　イズシールの声。

「あの、黄色いプライオルマの目が南天にあるじゃないですか。その右に」

「……ああ、わかった。ほんとだ。……エルスモアの……北の方じゃないかな」

　暗がりに、目が慣れてくる。

　何かの茂しげみを倒して、ジャンセンたちはいた。

　雨に濡れたイズシールの銀ぎん髪ぱつ。自分を挟はさんで反対側に、濡れた黒くろ髪かみのカイ。

　疲つかれ切った空気が三人の上に落ちる。

　なんだか、不思議な一体感があった。

　今までのどの瞬しゆん間かんよりも、三人のそれぞれの距きよ離りは近かった。

　戦っていたカイとイズシールは、立ち上がる元気すらなさそうだ。

「カイ」

「ん」

「先輩と、話ししなくていいの」

「疲れたわ。寝ねちゃうわ……」

　それだけ言って、カイはその場に丸まって眠ねむってしまった。

「先輩は」

「僕もだめだ。……少し寝たら、止血の手当てに起きるから。ごめん」

　二人の穏おだやかな寝ね息いきを聞きながら、ジャンセンはもうこのまま全員死ねたらめんどうがないのにな。俺はそれで幸せなんだけどなと思った。

　そしてそれを最後に、眠りの泥どろの中に沈んだ。







　夜が明ける前の、鳥の大おお騒さわぎの声で起きた。空が白み始めているがまだ暗い。

　カイが起きて、目を擦こする。

　握にぎったままの杖つえを振ふる。何も起きない。

「おはよう、カイ」

「おはよう、ジャンセン。具合どう？」

「起き上がるのは無理かなぁ」

　カイの白い細い手が、ジャンセンの額に当てられた。

「……体温戻もどってないみたい」

「うん、寒い……。先輩は」

「寝てるわ」

　見ればイズシールの羽織っていたシャツがなかった。ジャンセンの止血に使ってしまったようだった。

　タンクトップ一枚で、血の気のない顔で眠っている。

「カイ。先輩のことなんだけどさ」

「言わないで。……もう喧けん嘩か売ったりしないわ。買ってもらえないもの……でも、諦められないし、離はなれたくもないし、そうするべきじゃないとも思うの」

　脱だつ力りよくしきった顔でカイが言う。

「もう、どうしていいのかわかんない」

　その、汚よごれて途と方ほうに暮れた無表情な顔がどうしようもなく可愛かわいく見えて、ジャンセンは何も考えずに言った。

「俺にしとけよ。いいから」

　カイが緩かん慢まんに視線をジャンセンに向けた。

「……何の話なの？」

　雨に固まった髪をかき上げながらカイが困ったように言う。心底わからないようだ。

「だから」

　そこで寝てる、銀髪眼鏡めがねの唐とう変へん木ぼく野や郎ろうを君は、と、口に出そうとしたとき、辺りの鳥たちが一いつ斉せいに飛び立った。

　なんだと思ったら下から強い風が吹ふいてきて、銀色のヘリコプターが現れた。

　茫ぼう然ぜんとする二人の横で、イズシールが目をさます。眼鏡をタンクトップの裾すそで拭ふいてからかけ直し、面めん倒どうくさそうに髪を押さえて舌打ちをする。

　ローターの轟ごう音おんにかき消されたけれど、何か忌いま々いましそうに言葉を吐はき捨すてた。

　ヘリコプターはそのまま上じよう昇しようし、三人の頭上で滞たい空くうした。

　やがて遠い地平で夜が明け、太陽が昇のぼる。

　その光線にヘリコプターは照らされ、扉とびらが開いて、梯はし子ごが垂らされた。

　軽快な動きで降りてきたのは、黒髪を後ろで縛しばった青年だった。年がよくわからない。とても若そうだが、貫かん禄ろくもある。額を出した髪かみ型がただからだろうか。柳やなぎの木のような細身で、動きはしなやかだ。黒いぴったりした服とブーツ、丈たけの短い濃こいグリーンのジャケットを着ている。

　彼はあっさりと三人の側そばの茂みを踏みつぶして立つと、ローターの轟音の中で怒ど鳴なった。

「迎むかえに来たよ、イズシール!!　友人方も歓かん迎げいしよう。私はグザヴィエ・ヤミー。ようこそエルスモアへ!!」

　黒い瞳ひとみが朝日に輝かがやく。

　なるほど、これが『お兄様』かとジャンセンは思った。





　降りるときに知ったが、ヘリコプターの横にはエルスモアの紋もん章しようの三つ星と太陽が描えがかれていた。

　ヘリコプターが降りたのはエルスモアの王の居城、フリーデンス宮だった。

　車くるま椅い子すに乗せられて、併へい設せつされている病院にジャンセンは入り、治療のあと半日ほど検査された。

　温かい清潔なベッドでよく眠り、起きたら食事が供された。食べてまた眠った。とにかく疲れていた。

　誠とキュービドーはどうしただろうかと思ったが、眠ねむ気けに負けて考えていられなかった。

　何日目かの朝、ようやくスッキリ起きた。トイレに行きたいと思ってナースコールを押したら、カテーテルを外され、立てますかと訊かれて驚おどろいた。

　そんなに弱っていたつもりはないのだが。

　大だい丈じよう夫ぶですと言ったが、看護師は横に立っていた。帰っていいですと言ったが、ずっとついてこられた。トイレは同じ部屋の中にあったのだが、三歩で転びそうになって支えられた。

「でも、がんばってみましょうね」

　と力づけられてトイレに行って用を足したがショックだった。

　その日の午後にカイとイズシールが見み舞まいに来た。

　嬉うれしかったがすぐ眠くなって、寝てしまった。





　ジャンセンの身体に毛布を掛かけてやって、カイとイズシールは外に出た。

　戻ってきて二人が知った事実は、あちらとこちらは時間の流れが一いつ緒しよだということ。

　ダーヴィス学院には三度、ロドーリーが出て、なんとか撃げき退たいされたということ。

　その際に何人かの死者が出たということ。重傷者の中には、ロレンゾ・ソンダーズ指導員も含ふくまれていたということ。

　そして、杖を振ってもユイカとユウキに繋つながらないということ。

　カイとイズシールは、支給されたエルスモアの服を着ていた。

　カイは、藍あい色いろの、襟えりのついたワンピースで、黄色のリボンの縁ふち取どりがある。イズシールも同じデザインのシャツと、コットンのズボンと布の靴くつだ。

　二人は宮きゆう殿でんの庭を見み渡わたすバルコニーに出て、夕焼けを眺ながめる。

　風が吹いて、二人の髪かみを流す。

「先せん輩ぱい。ユウキと繋がりました？」

「まだ。君は」

「繋がりません。ユイカも」

　何度もした会話をして、二人は黙だまり込む。

　ここに来てから、二人はこれしか会話をしていない。

　けれど同じ会話を一日に何度もした。

　カイからのこともあったし、イズシールからのこともあった。

「でも、ユイカもユウキも、追おい詰つめられてはいないんじゃないかなと思います」

　これは、カイの初めての発言だった。

　イズシールは持った杖を器用に回す指遊びをやめて聞き入る。

「……どうして」

「テオーデリヒさんが、ユウリが助けを求めたときに喚よばれて飛んだと言っていました。……私たちが喚ばれてないんだから多分」

　少し考えた後、イズシールは言う。

「ユウキとユイカの関係を考えたら、ユウキが僕を喚ぶことはないだろうけど」

「……ユウキがユイカに何かするって言うんですか」

「するでしょ」

　カイは真っ赤になってイズシールを見つめたが、イズシールは平然と続けた。

「男だもの。ずっと隠かくしてたのがバレたんだもん、するでしょ」

「……ゆ、ユイカは、まだ、私のこと喚んでないですもの」

「どうかなー」

　心底面おも白しろがっているようにイズシールは言って杖を振る。その杖に浮いた紫むらさきの唐から草くさ模も様ようには今は全く光がともっていない。まるで夜店で売っているつまらない玩がん具ぐの様だ。

「僕は、主人として魔人の幸福を願わないものではないんだよ、カイ」

　カイは恥はずかしさとも怒いかりともつかない気持ちを感じて何も考えずに言う。

「私だってそうです」

「じゃぁ、望みが合がつ致ちしてもいいじゃない。ユイカ、別に好きなひととかいなかったんでしょ？　ユウキは、ユイカに告白した連中に脅おどしかけたり、電車のホームから突つき落おとしたり、それはそれは忙いそがしかったみたいだよ。それで誰だれとも関係が進んでなかったんだから、ユイカが好きになるのがユウキだっていいじゃない」

　驚きにカイは大きく口を開けて、それから早口で言う。

「い、い、いいわけないじゃないですか。何、ユウキったらそんなことまでしてたの？」

「ダメじゃないでしょ別に。ユウキはユイカのこと好きなんだし。近きん親しん相そう姦かんなんて珍めずらしい話じゃないよ」

「ダメに決まってるじゃないですか」

　照れるでもなく、ただ腹立ちに満ちてきっぱりとカイが言う。

　その決然とした態度に、イズシールが驚く。

「どうしてダメなのさ。ユウキは全身全ぜん霊れいでユイカを守るだろうさ。それこそ一生ね。ユイカの気持ちだって、そうまでされて変わらないとは限らないでしょう？」

「ダメです。先輩はユイカのこと知らないし、ユウキはユイカのこと知ろうともしてないわ。……ユイカは、ちゃんと、まともな誰かと恋こいをして、道徳的な生活をしたいと望んでるの。だから、ユウキじゃいけないの」

「双ふた子ごの弟より、君のほうがユイカのことをよく知ってるみたいな言い方だね」

　落日の鋭するどい光線に照らされて、カイはイズシールを見つめて唇くちびるだけを笑いの形にした。

「ええ、そうよ。いやだわ先輩、当たり前のこと訊きかないで」

　話はここまでだ。

　カイはそう決めてイズシールをバルコニーに置き去りにして、宛あてがわれた自室に戻る。

　装そう飾しよく過多に思える廊ろう下か。

　靴くつ音おとの響ひびく大理石の床ゆかを踏ふみながら、その足取りが軽いのをカイは感じる。

　やった。

　ひさしぶりにちゃんと先輩と会話が出来た。

　いやだうれしい、どうしよう。

　会話の内容は殺さつ伐ばつとしたものだったが、カイにとっては甘い恋の語らいのようなものだった。以前より百万倍楽しかった。

　スキップをしたくなったので、した。

　はしたない気になってやめた。廊下の向こうから、エプロンドレスを着たスタッフの女性がやってきて、ああ、スキップをしてなくてよかったと思う。

　女性は、カイの前で立ち止まるとお辞じ儀ぎをし、失礼ですがと切り出した。

「グザヴィエ・ヤミーが今晩の会食を望んでおります。お部屋の方に、お着き替がえを用意させていただきました。よろしければ一時間後に、ご案内に参ります」

「……謹つつしんでお受けいたします。何か用意はありますか？」

「何か、とは」

「歌などです」

「心こころ遣づかいいたみいります。ですがグザヴィエは会話を何より楽しみにしていると存じます」

　おかしな事言ったかしらと思いながら、カイは部屋に戻もどる。

　クロゼットの前にドレスが掛けられ、ドレッサーの前には未使用の化け粧しよう用具一式とアクセサリーが置いてあった。ご丁てい寧ねいに美容師の呼び出し番号まで。

「高貴な自分に対するのだから礼節をただして参れということね」

　よろしい。ラック家の末まつ裔えいたるもの、受けて立ちましょうと、カイはまず、シャワーを浴びることにした。





　イズシールは、薄うすい緑色のリボンで髪を後ろに結び、濃い藍あい色いろの襟の立った裾すその長い服を着て食しよく卓たくに座っていた。

　燭しよく台だいの蝋ろう燭そくの熱が伝わって少し暑い。

「……なぜ円えん卓たくを選ぶのかな、あなたは」

「家庭的でいいだろう。距きよ離りを詰つめようと思ってさ」

　答えたのはグザヴィエだ。彼も、長い髪を後ろで結んでいるが、イズシールと違ちがって髪の量が多くないので細い二色のリボンで結んでいる。彼の衣い装しようは近代的な、どこでも見るありきたりのスーツだ。

「で、なんなの、この服の差は」

「引き立て役。どっちがどっちかはわからねぇけどね。お嬢じよう様さまをお迎むかえするんだ、色男としてはドレスアップは当然だろう」

「知らないよ」

　イズシールは短く吐はき捨すて、グザヴィエは笑いもしない。

「自分で言い出したことだから仕方ないけど、おなか空すいたな。カイちゃん早く来ないかな」

「まだ時間じゃないですよ。だいたい一時間で支度したくなんて、女性には酷こくでしょ」

「そうだけど」

　暖だん炉ろの上に置かれた置き時計が、約束の時間を示す。

　給仕がやってきて、椅い子すに手をかける。

「どうやら、頑がん張ばってくれたようだね」

　グザヴィエの小声に、イズシールは肩かたをすくめた。

　部屋の中に入ってきたカイは、黒くろ髪かみをまとめて結ゆい、クリームイエローのシンプルなドレスを堂々と着こなしていた。髪かみ飾かざりには白い花を挿さし、薄く化粧もしている。

「お招きに与あずかりましてありがとうございます」

　はっきりとした、けれど大きくない声で挨あい拶さつをして、カイは給仕が引いた椅子に座った。

　食事はつつがなく進み、どうでもいい会話を適当にしつつあっという間にデザートまで辿たどり着ついた。

　食後の茶を飲みながら、カイは言う。

「それでヤミー様」

「どうぞ、グザヴィエとお呼び下さい」

「では私のことはカイ・ハイと」

「ありがとう。お話を続けて」

「はい。グザヴィエ様。……是ぜ非ひ、私、グザヴィエ様にお訊きしたいことがあって」

　イズシールはいやな予感がした。そしてそれは次の瞬しゆん間かん的中する。

「イズシール先輩の来歴を全てお伺うかがいしたいんです」

「君もしつこいな！」

　言って、イズシールは手に持ったカップを受け皿に叩たたきつける。割れた。イズシールとカイ以外の全員が目を丸くする。

「ごめんなさいね、しつこくて。だってこんな機会ありませんもの」

　カイは平然と茶を飲み干す。給仕がカップを下げ、新しい紅茶を出すとありがとうと言って微笑ほほえむ。

「僕が話しただけじゃ足りないの!?　信用しないの!?」

「あーもーワケわかんない」

　完かん璧ぺきな貴婦人の笑みで、ユイカの語調を借りてカイは言う。今の気分になんてぴったり。イズシールが驚おどろく。

「は!?」

「あんなので足りるわけないじゃないですか。信用もできません。だいたい先輩が何を話したっていうんですか。何も話してません、これっぽっちも。だからグザヴィエ様に訊くんです。何もおかしいところなんかないわ」

　つん、と音がしそうにカイはそっぽを向き、イズシールはカップを握にぎりしめる。茶が零こぼれる。白い顔が赤く染まっている。

「この」

「あら、なんですか？　罵ば倒とうでもするの？　面おも白しろいわ先せん輩ぱい。聞いてみたいわ」

「君そんなんじゃなかったろ？」

「そうなんですか？　私にはわかりませんけど。どうぞ続けてくださいな。この、の後。なんておっしゃるの？」

　言葉が出ない様子のイズシールを見て、グザヴィエがこらえきれないというように笑った。最初はそれでも礼節を守って口元を押さえていたが、やがて腹を抱かかえて笑い転げた。

「し、失礼。イ、イズシール、お前、その顔、面白ぉ、皿が割れたのに気がついているか？」

　言われて、見て、イズシールの顔が凍こおり付く。その表情のままイズシールはカイを見た。カイはイズシールに向かってとても可愛かわいらしく肩をすくめて笑った。

　誰もがそこに、

「ざまあみろ」

　という感情を読み取ったが、笑ったのはグザヴィエだけだった。給仕たちは意識的に笑いをこらえることに、辛からくも成功した。

　グザヴィエはひとしきり笑って、心底疲つかれたような溜ため息いきを吐く。

「ワインを一いつ杯ぱい持ってきてくれ。笑いすぎて草臥くたびれた。ああおかしい」

　いやそうにイズシールが言う。

「はっきり言わないでくださいグザヴィエ」

「お前は黙だまってろ、また笑えたらどうする。私は死ぬぞ……」

　絶望の淵ふちに立ったような非常な憂うれい顔がおでグザヴィエは言い、注つがれたワインを一口飲んで息を吐いた。

「……ああ忘れてた。イズシールに生クリームとアイスクリームの盛り合わせを出してやれ。カイ・ハイにも」

　世界の終わりを告げられた男のように沈ちん鬱うつな表情で言ってから、グザヴィエはカイの顔を見る。

「カイ・ハイ。こんなに笑わせてくれたあなたにお礼を返したくはあるのだが、生あい憎にく私はイズシールの信しん頼らいがまだ必要なのだ。イズシールのことはイズシールに訊くがいい。……けれど、私のことは教えて差し上げられる。それでいいかな」

「じゃあ僕は部屋に帰っていいかな……」

　イズシールが頭を抱える。

「ダメよ」

「駄だ目めだ。聞いてろ」

　ふたりの言葉を決定付けるように、イズシールの前に盛り合わせの皿が置かれた。ナパージュでコーティングされた宝石の様な季節の果実まで添そえられている。

　給仕がティーポットとワインボトルを置いて去るのを待って、グザヴィエは話し始める。

「何、私の話などそう長くはないんだよ。……私の生家であるヤミー家というのは、彼の生家であるアルスオーオラ家を憎にくんでいてね。それというのも、天使大戦でアルスオーオラ博士に先をこされたアントン・ヤミーというのがいて。それが恨うらみのはじまりさ。この百年のどこかで、ヤミー家はアルスオーオラ家が就ついていた職を奪うばって、自分たちが居座った。……だいたい、この世せ襲しゆう制というのは下らないと私は思うね。能のあるものもないものも、家いえ柄がらで職に就ける。もちろん早いうちに専門の勉強が出来るのは利点ではあるが。さて、私は早熟の天才で、確か十三でここの研究所に来た。そして、十一歳のイズシールに逢あった。イズシールは杖つえの原型をすでに完成させていて、自分で試して戦場にいた。……まぁ、正直非ひ道どい扱あつかいは受けていたわけだが、私は才能あるものが正当に扱われないのが不満でね。私の助手にしてもらった。言ってしまえばこれだけだよ。何か質問は？」

　これでは全くわからない。

　カイは不満だったが、これ以上の話はするつもりがないのだろうなと思えば追及もできない。

「……先輩の身体からだに、文字を刻んだのはどなたです」

　グザヴィエの黒い瞳ひとみが面白そうに光り、笑みが宿った。

「私じゃねぇな」

「……先輩は、過去、不当な扱いを受けていたという認にん識しきでよろしいのかしら」

「カイ・ハイ。君はいい子なんだろうけど、立ち入りすぎだなぁ」

　人に言われて、なんだか消え入りたいほど恥はずかしくなった。

　判っているのだけれど。

　カイはつい視線を下げてしまった。

「グザヴィエ、あなたの容姿に言げん及きゆうしないだけ、カイ・ハイはマシだと思うよ」

　イズシールの言葉に、カイは思わず視線をあげる。

　何。

　どうしたの先輩。

　今、かばってくれたの？

　思いはしたが言葉にはならず、ついまじまじと見つめてしまう。

　イズシールはカイを見もせず、デザートを食べている。

「それもそうかな」

　グザヴィエはワイングラスを傾かたむける。

　そういえば彼は、エルスモア人の特とく徴ちようである銀ぎん髪ぱつ金目をしていない。

「気になる？」

　答えは別に気にならない、だが、そう言ってしまってはかばってくれたイズシールの立場がない。

「……はい」

「うん、要するに私は母の不ふ貞ていの子なんだよね」

　先輩のばか。

　よりによって重たすぎるわ。

　かばうんだったらもうちょっと話題の質を考えて欲しい。

「ヤミー一族というのは、とにかくエルスモア人でできててさ。そんな中私だけがこんな容姿だからよくいろいろ訊きかれるよ」

　そうは言うもののグザヴィエの言葉には屈くつ託たくがない。

「……でも、気にはなさってらっしゃらないようですね」

「ああ。どんな髪かみの、どんな肌はだの、どんな目の色でも、私は私だ。思考と思想、行動と魂たましいだけが重要なんじゃないか」

　その言葉の裏には信念が見える。

　素す晴ばらしいと打ち震ふるえてもいいような言葉なのに、なんだか信用できない。

　テオーデリヒの話があるからだ。

　大奥様とグザヴィエには気をつけろ。

　訊いてみるべきだろうか。大奥様のこと。

「私もそう思います……」

　一応賛同はしておく。

「あの……ところで、大奥様ってこちらにいらっしゃいますか……」

　イズシールもグザヴィエも少し黙った。

「誰だれから聞いたの？」

　グザヴィエの言葉に、カイは緊きん張ちようする。だがテオーデリヒのことを言うのは得策ではなさそうだ。

「ダーヴィス学院の情じよう報ほう網もうを甘く見ておられませんか」

　口に運んだ甘い生クリームが舌の上でとろける。

「うふん」

　目の下に笑みの皺しわを刻んで、グザヴィエが息を漏もらす。

「あら、なあに。私のお話？」

　突とつ然ぜん背後から声がして、カイは背筋に寒気が走った。

　立ち上がって振ふり向むいたら、そこには銀髪を大きくカールさせた、まるで人形のような少女がいた。カイと同じくらいの年とし頃ごろだ。長い睫まつげの下の金目が星のような輝かがやきを放っている。

　見事な、黒のレースと赤いドレスを着て、小さな宝石のネックレスをしている。細い手足、穏おだやかな、幸福そうな微笑み。整った顔立ちにそばかすひとつない肌。

「私と同じ年頃のお客様がいらしてるときいて、いてもたってもいられなくて。ごめんなさいね、グザヴィエ」

　その少女が入ってくるのと同時に、イズシールは席を立ち、一礼をして出て行った。

　少女はイズシールを一いつ顧こだにしない。

　桃もも色いろの唇くちびるの間で、真っ白な歯が見みえ隠かくれしている。

「私が、ここでは大奥様と呼ばれるものよ。でも、私、あなたと仲良くしたいわ……ねぇ、どうぞ私のことはゾエと呼んで。様も何もなくていいわ。ただ、ゾエと。どうか」

　手を取られそうになって、カイは思わず手を引いてしまう。何だろう、この違い和わ感かん。

　気持ちが悪い。

「ゾ、ゾエというお名前なのですか？」

「発音が難しければ、ミドルネームでもよくってよ。ゾエ・イルディヌ・ナハトー。それが私の名前なの」

「……では、私のこともカイ・ハイとお呼び下さい、大奥様。……でも、ごめんなさい。今夜はなんだか食べ過ぎてしまったようですわ。お恥ずかしいのですけれどドレスが苦しくて。また今度、是ぜ非ひにもお話しさせてくださいませ」

　全ての作法を無視して、カイはその場から足早に立ち去った。

　廊ろう下かに出ると口元を押さえ、吐はきそうになるのをこらえて駆かけ出だす。

　なにあれ。

　なんだか、部屋に大だい嫌きらいな虫がいて、羽音だけが時たまする。決して姿は見えないけれど、同じ空間にそれがいて、いっそたたきつぶしてしまいたい。同時にそれが飛びかかってきたら自分は抵てい抗こうできないだろうと。そんな恐きよう怖ふ感かん。たとえるならばそれだ。

　異質なものに対する恐怖だ。

　なんでもいいから大奥様から離はなれたい。

　あれ、でもテオーデリヒさんは大奥様は老人だと言っていたのに。

　ハイヒールの靴くつが廊下に高く鳴る。がくりと足首が曲がり転びそうになる。

　あ、と思った途と端たん誰だれかの腕うでに支えられる。

「……ハイヒールで走る人がいるか。そこまで熟練したレディじゃないでしょう」

　イズシールだった。

　カイは驚おどろきに息を呑のんで見上げる。

「……あ、ありがとうございます。もういいです、どうもありがとう」

　と、カイは立とうとしたが、足首に痛みが走って硬こう直ちよくする。

　その様子を見てイズシールは溜息を吐き、カイの手をとると自分の肩かたに置いた。

「ほら、肩貸すから。部屋に戻もどったら、医い療りようスタッフ呼ぶんだよ。歩いて」

　その言葉に、カイは唇を尖とがらせて睨にらむ。

「こういう時は横よこ抱だきにするんじゃないですか」

「……いや、歩こうよ。何言ってるのカイ」

　呆あきれたようなイズシールの表情。それも別にいやではなかった。痛めていない方の足を出して歩く。

「……逃にげ出して来ちゃった。先せん輩ぱいの秘密に近づくチャンスだったのに……」

「本人に向かってはっきり言うかな」

「だって、先輩全然駄目なんですもん」

「それ、非ひ道どくないかな」

「……大奥様……ってなんなんですか……」

　イズシールは黙だまっている。

「きもちわるいです、あの子」

「良家の子女らしくないなぁ。あからさまな批判とはね」

「ユイカからうつったんです」

「友達は選びなさい」

「選んだから、ユイカなの」

　言われて、イズシールは笑った。

「先輩もユウキを選ぶの？」

「どうかなぁ。ユウキはなぁ」

「ひどいわ」

　言って二人で笑う。

　ふとイズシールの唇がカイの耳元に添そう。

「大奥様は、つまり、ラスボスだよ」

　カイは目を瞠みはる。

　あっちの世界にいったことがなければ理解し得ない単語。ユイカとユウキの会話に出てくるゲームの。面おも白しろそうだからすこしやらせてもらった。

　見上げるカイの視界の中で、イズシールが虚きよ飾しよくのない、少し疲つかれた表情をしていた。

「……先輩は、それじゃぁ、どの役？」

　ゲームなら、とは言わず、問うてみる。答えは少し意外だった。

「王様かな。……君なら、女賢けん者じやとかなんだろうな。それとも女勇者かな」

「先輩も冒ぼう険けんしてくださいよ」

「僕、冒険だいきらい。書しよ斎さい型なんだよ。日焼けすると赤くなるし」

　カイの部屋について、イズシールは椅い子すにカイを座らせる。

「それじゃあおやすみね」

「はい、おやすみなさい」

　出て行こうとするイズシールの背中に、カイは声をかける。

「あの」

「なぁに？」

　イズシールは穏やかに微笑ほほえんで振り向いた。

　その顔を見上げて、カイは別に言うことが何もないのに気がつく。

「……なんでもないです。おやすみなさい」

　イズシールもカイを見下ろして、少しの間立っていた。

　二人とも何も言わない。何もしなかった。

「うん、おやすみ」

　イズシールの手が伸のびて、カイの髪かみ飾かざりの花を抜ぬいた。

「しおれてて可哀かわいそうだから貰もらってくよ」

　そう言って部屋の外に出る。

　扉とびらが閉まってカイは一人になり、今の感覚を何度も反はん芻すうした。

　なんだったんだろう。

　今、何か触ふれられないものに触れたような。

　この部屋に、なにかあり得ないものが漂ただよってでもいたような、そんな。

　理由もなく泣くのかなと思ったが、涙なみだは出てこなかった。

　ただ、カイが知らない感覚と感情が、まだ部屋に残っていた。





　イズシールは部屋に戻ると、手に持った花をコップに生けた。服を脱ぬいで、寝ね椅い子すの上に放り投げていく。シャワーを浴びて部屋着に着き替がえ、鏡を見たら、変に上じよう機き嫌げんな顔をしていた。

　なぜだろう、と思って眼鏡めがねを拭ふき、かけてもう一回鏡を見ても楽しそうだった。

「なんだろうな……あんなにめんどうな子なのに」

　カイとの会話の一体どこで、と考えたが見つからない。

　ふと思い至って笑う。

　転んだときだ。

　転ばせなかったからだ。

　廊下で立っていたら、気がつかずに追おい越こして足首をくじいた。

　自分はそれを抱だき留とめた。

　それで愉ゆ快かいな気分なのだ。

「はは、どうでもいいのに」

　水道の蛇じや口ぐちから水を出して、コップに汲くんで飲む。



    

  
    
      　ダーヴィス学院の水とも、日本のそれとも違ちがう味。

　鏡に額をつけて脱だつ力りよくする。

「帰って来ちゃったな……」

　溜ため息いきと共に零こぼれた言葉は、ひどく疲れていた。





「ダーヴィスに連れん絡らくをしたら、即そく日じつ帰き還かんの要よう請せいが来た。幸い、トランプキー君の回復も順調だから、専用機を用意したよ。今日の午後には出発したまえ」

　イズシールとカイの朝食の席に現れたグザヴィエがそう言い、カイは驚いたがいやも応もない。

　ダーヴィス学院では今も戦いがあるのだ。主人と魔人のいない学園でそれはどんなに苦しいことだろうか。

　イズシールも、わかりましたと言いはしたが、グザヴィエが去った後、朝日の満ちるダイニングでパンを食べながら言った。

「……でも、魔人いないじゃん君」

「……先輩も魔人いないじゃないですか」

　野菜スープをスプーンで飲みながらカイは言う。

「僕は魔人いなくても色々できるもの」

「だから、それを教えてください」

「……ああ、そうか」

「先輩案外ばかですね」

　バターをパンにつけて、それからジャムもつけて、それを食べてからイズシールは言う。

「ユウキにも言われるんだよ。バカシールって」

　あらまぁ。

　窓の外の小鳥の声を聞きながら、カイは目を細めてイズシールを見る。別に可愛かわいくも面おも白しろくもないが。

「僕、言っちゃなんだけど天才なんだよね？　杖つえだって発明したし。それに伴ともなう魔ま法ほうだって僕がいなくちゃできなかったのに。どうして君やユウキは僕のことをバカって言うのかな」

　野菜スープと、塩のきいたドレッシングをかけたサラダ、それにベーコンを食べてしまってからカイが微笑んで言った。

「ユウキも、私も。先輩がだいすきです」

　言ってしまうと、心の中に温かいものが満ちた。

　なんだか探していた真実がそこにあった。

　なんだ、こんなことかと腑ふに落ちた。

「だからね。先輩はばかだなぁって思うの。……どれだけ聖域なんですかって私訊いたけど。……たとえば食事が美お味いしいって思ったら、そう思っていいし。他の人がそう思うのを、美味しいねって共有してもいいの」

　カイは紅茶を飲んだ。

　いい香かおりで幸福だ。

「ダーヴィスのみんなが、今戦っているかもしれなくても、私はここでお茶を飲んで美味しいわ。私はそれを認めるし、先輩にも言うのよ。……このお茶、美味しいですね」

　イズシールは片かた眉まゆだけをひそめて、茶を飲む。

　そして呟つぶやく。

「……そうだね」





　そうか。私は先輩がだいすきなんだ。

　そんなことを考えながら、カイは部屋の整理をする。持ち込んだものなどほとんどないから、着ていた服だけ、借り物の鞄かばんの中にしまう。

　安いパンツとシャツと、サンダル。下着と携けい帯たい。

　買って貰ったのにほとんど使わなかった。

　そうか、私、ユウキが先輩を好きなのと、同じくらいは好きなんだ。

　尊敬はしている。

　確かに。

　助けてくれて、いろんなことを教えてくれて。

　同じくらい腹も立つけど、尊敬している。

　尊敬はしているけど、バカだなぁと思うし、考えると涙が出そうになる。何で先輩あんなにバカなんだろう。

　かわいそうなひと。

　思ったら涙が出て来た。ぐす、と鼻を鳴らして、何となく携帯を手にとる。

「……え？」

　着信表示。

　雪村誠。

　時間は、昨日の夜だ。

　昨日。

「きのう!?」

　ここには携帯の会社なんかないのに。

　カイは焦あせってボタンを押す。

　呼び出しが鳴る。

　しばらくして、誠が出た。

『いよう。ユイカと繋がらんのじゃろう？』

「……誠さん!!　無事なんですか!?　キュービドーは!?」

『いますよー』

　後ろで甘ったるい声がして腹が立った。ぎしっと音が鳴るほど強く携帯を握にぎりしめる。

「あなたたちのおかげでどんな目に遭あったと思ってるんですか！　あとジャンセンになにしてるんですか!?」

『あーゴメンゴメン。悪わりィ悪ィ』

　本気で腹が立って、カイは言った。

「死んだらいいのに」

『うおー恐こわいのぅ』

　電話の向こうで誠が笑う。

『ま、ジャンセンは肉食ってりゃ治るんじゃねぇの』

「あなたはそういうこと言っていい立場ではないです」

『……ああ、まぁ、うん、そうね。いや、悪かった。マジでマジで。でもおかげで帰ってこられたんだからええじゃろう？』

　誠のあくまで軽い言い方が腹立たしい。けれど怒おこっていたら会話にならないだろう。

「……帰っては来られましたけど……」

『うん、そんでよう。キュービドーが起きてこっち来たのはええんじゃけども、ちょっとほれ、』

「なんですか」

『要かな石めいしがのうなったから、身体からだがまとまらんでな。谷一いつ杯ぱいになってしまって。力の方も制せい御ぎよできとらんで、それでお前ら多分ユイカとつながっとれないんじゃないかのうと。あ、この電話はただいまキュービドーの余っている力でお送りしております。エコエコ』

　カイは片手で顔を押さえて長く深い溜息を吐ついた。

「それで？」

『うん、どうしようかと思って。このままじゃわし、人里降りれないしなぁ。せめて、キャンプ用具くらいほしいんじゃが』

　どういう状態なんだろう。

　ああもうこの人たちの為ために一カロリーを消費するのもいやだわと思いながらカイは唇くちびるを動かす。

「じゃぁ学校に行ったらいいじゃないですか。要石でしたっけ？　そういう効果があるんですよね？」

『そりゃそうだけども、学校つったってそんな、どこでもええわけじゃねぇのよ？　桜月は世界が違ったからなんとかなったけど、ここじゃぁのう。キュービドーの身体広がりまくりじゃよ。それでも意識がはっきりしとるのが救いじゃが』

「知りませんよ、学校なん……」

　あ。

　と、カイは舌打ちをしたい気分になる。

　思い至ってしまった。

『おっ。知っとる？　知っとる？』

「えっ、あー……あのー、キュービドーさんはー、ロドーリーについてー、どうお考えですかー……？」

『待ってね、訊きいてみる。なぁなぁリーベ、ロドーリーって知ってる？　うん、うん、あ、別にどうでもいいみたい』

「じゃあ、あのー、基本的に私に協力していただくという条件で、ご案内します……私、電話しておきますから先行っててもいいですよ。どうせ名前言うだけで行けたりするんでしょ？」

『あっは、ばれた』

　どうしてこう的確に逆なでする言葉選べるんだろうこの爺じいさん。

　思いながらカイは言う。

「ダーヴィス学院です。アルゼアにあります。……一度切りますよ。向こうの了りよう解かいを得ますから」

『普ふ通つうの通信使ったら、面倒くさかろう。そこ、盗とう聴ちようされとるぞ』

「え」

『このまま繋つないでやる。誰だれがいい？』

「ロレンゾ・ソンダーズ先生を!!」

　カイは何も考えずに言った。重じゆう症しようだと言っていた。生きてるんだろうか。大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。とにかく心配で声が聞きたい。心臓がどきどきした。

　太ってて、でも優しい笑顔の先生。

　本当なら校長先生が一番いいんだろうけど。

　コール音がする。こちらの、通信機の音だった。

『はい』

　疲つかれた、掠かすれた声がした。でもソンダーズ先生だ。涙なみだがどっと溢あふれた。生きてる。

「せんせい」

　一声出したら、沈ちん黙もくがあった。名乗ろうとしたが、嗚お咽えつが言葉をふさぐ。

『カイ!?』

　懐なつかしい声だった。涙がぼろぼろこぼれた。

「せんせい、せんせい、からだ、だいじょうぶ？」

　子供みたいに言う。それしかできない。

『うん。大丈夫。生きてるよ。大丈夫だよ。エルスモアから連れん絡らくは来てる。よく帰ってきたね。大変だったろう』

　カイは首を横に振ふる。その動作では伝わらないと頭にも上らない。

　ちがうの、せんせい。

　私は向こうでのんきにバイトして、ゲームして、ごはん食べて、遊んでたの。先生が戦ってるのに。みんなが戦ってるのに。テレビ見て笑ってた。先生が大けがして、何人か死んでるのに、私。

『カイ・ハイ。用事を言いな。帰ってきたらいろんな話をしてくれ。でも、今は違ちがうんだろう』

「はい。そうです。はい」

　涙と鼻水をティッシュで拭ふいて、カイは息を整える。

「大天使キュービドーの受け入れをお願いします。正直、何が起こるかわかりませんが、協力すると言っていますし、キュービドー自身の利益の為です。ユキムラマコトという男性が同行しています。ユイカの縁えん者じやです。特徴は白はく髪はつです……十分後にもう一度連絡します」

　たっぷり一分ほど黙だまってからソンダーズは言った。

『わかった。それとカイ』

「はい」

『俺は君が無事で嬉うれしいよ。帰ってきてくれてありがとう。再会を待ってる』

　通信が切られ、無音になった。カイは茫ぼう然ぜんと、その場にしゃがみ込んだ。

　少し泣いてから、私物を入れた鞄を持って駆かけ出だす。

「先せん輩ぱい！」

　イズシールの部屋にはイズシールはいなかったので、ジャンセンの部屋に行く。

　ジャンセンはベッドに座って本を読んでいた。

「よ、カイ」

　部屋に駆け込んできたカイが、ジャンセンの肩かたを押して倒たおす。

「ごめんなさいジャンセン、ちょっと死にそうになってくれない？　先輩をここに呼びたいの」

　顔をごく近くまで近づけられて、ジャンセンは顔を真っ赤にする。

「お、おう……」

　カイはナースコールを押す。駆け込んできた看護師に、

「ジャンセンが、うわごとでイズシール先輩を呼んでるんです……」

　と必死の表情で言う。

「処置より先輩を呼んで下さい。何か秘密を打ち明けたいそうなの」

　果たしてイズシールはすぐ来た。

「何どうしたのジャンセン！」

　血相を変えて駆け込んできたので、カイは少し驚おどろいた。もっと平然としてるかと思ったのに。

　三人だけにしてくださいとジャンセンが言い、その通りになると、カイは携けい帯たいを出して電話した。

「何やってるの」

　ジャンセンは唇の前に指を立てる。

「もしもし。つないでください」

『あいよー』

　誠の声のあとで、コール。

「どうですか、先生」

『受け入れ決定だ。わけがわかんないけど、どっちにしろこのままじゃダーヴィスは壊かい滅めつだからね。校長が独断で決定した。フォローは頼たのむからね？』

「わかりました。ありがとう先生。何より、生きていてくださってありがとう!!」

　また泣きそうになる。通信を切る。

　イズシールの髪かみをひっぱって、ジャンセンの上に寄せ、自分も顔を寄せる。

「誠さんとキュービドーさんの受け入れをダーヴィス学院が承認しました」

　二人は目を瞠みはる。

「もう専用機なんかいらないわ。先輩、杖つえある？」

「ある」

「うわ、また俺身体に負担かけんのー？」

　嬉しそうに苦笑してジャンセンが髪をかき上げる。

「ごめんね。飛行機で来てもいいけどあなたを……ここにおいておくわけにはいかないわ。もうサンプルをとられてるかも知れないけど」

「うん採られてた。で、すり替かえておいた」

　今度はイズシールがにっこりする。

「ここは、もっとも信用ならない場所だよ。……特に、君はね。ジャンセン」

　お前が星だ。

　言われた言葉がジャンセンの脳のう裏りによみがえる。

　特別な用よう途とがわかっているということは利用される可能性があるということだ。

　カイは電話を取り出してまたコールした。

「誠さん」

『おう。もう移動したよ。うん、悪くねぇよ……お前らもおいで。もう繋がるぜ』

　電話を切る。杖をとる。鈍にぶく、オレンジ色に光っている。

　イズシールのもそうだ。紫むらさき色いろに。

　杖が温かい。

　脈動している。

　ユイカ。

「ユイカ。おいで。私のところに。あなたは魔人で私が主人。私は、あなたと……一いつ緒しよにいたいわ!!」

　杖が光る。

　二色の光がらせんになって昇り天てん井じようにぶつかって虹にじ色に弾はじける。空中のきらめくプリズムの光の影かげから、人の形が現れる。

　茶色のショートカット、オレンジの唇、明るい茶色の目、私の魔人。

「ユイカ！」

　手を伸のばしたら空中から手の影が現れ、掴つかまれた。

　ああ。

　足あし下もとがなくなるようなうれしさに目を閉じる。手を引いて、抱だきしめる。

「逢あいたかった、ユイカ！　ダーヴィスにいこう!!」

　視力が役に立たない。七色の渦うず。何も見えない感じ。光が満ちて、何も見えない。

　抱きしめ返され、また浮うき上がる。

　光の渦に緩ゆるやかに流される。悪い気はしない。光は暖かく爽そう快かいだった。

　その感かん触しよくが突とつ然ぜん変わる。

　曖あい昧まいだったものが、ひどくはっきりする。

　身体からだの感触。

　裸はだかの臑すねに、芝しば生ふの感触。

　首筋に暖かいものが触ふれている。

　自分に触れる、自分以外のものの全ての感触。

　空気の流れ、風の温度さえもはっきりと判る。

　これが世界だ。

　移動をして、世界にまた出たのだ。

「カイ、カイぃ」

　ぐすぐすとユイカが泣いていた。

　カイも泣いていた。

「もう、ぼう、あえないがどおぼった」

「私は、ぜったい逢えると思ってた。逢いたかったから」

　涙でにじむ視界に、イズシールとユウキが立っているのが見えた。ユウキはイズシールの肩に額を当てて俯うつむいていた。その後頭部の髪を、イズシールは一度だけぐしゃりと乱した。

　ジャンセンがその足下でぐったりと横たわっている。

「やっぱ疲れるわ……」

　そして起き上がり、周囲を見回す。

　知っている、懐かしく感じる風景だ。

　芝生に校舎。グラウンドに寮りように雑木林。

「ただいま、ダーヴィス学院」

　ジャンセンはそう呟つぶやき、グラウンドの方から、誠と、おそらくキュービドーだろう少女がやってくるのを見つめる。

　何一つ、解決してはいない。

　それでも自分たちは何かをひとつ乗のり越こえたと感じる。

　勘かん違ちがいだろうか。

　そうだとしても。

「とりあえず、自分の服着て自分のベッドで眠ねむれりゃ、俺文句ねぇや……」

　そう呟いて、ジャンセンは立ち上がった。

　生徒たちや職員たちが駆け寄よってくる。

　どう説明したらいいのかなと考えたが、なるようになるか、と考えを放ほう棄きした。

　とにかく、ここは自分の世界だ。

　戦いが待っていたとしても、自分の世界なのだ。

　歩き出す。



    

  
    
      
　あとがき






　こんにちは。野の梨り原はら花か南なんです。あとがきです。二巻です。





　この本とほぼ同時発売のドラゴンマガジンに短編を書いたのですが、担当さんと二人で「カイは変なキャラになりましたね」

　と言い合いました。

　今回いろんなことが転回します。

　視点が変わるという巻です。

　一巻目の、自覚をしていようがしていまいが誰もが秘ひ密みつを持っていて、きっかけがなければそれは明らかにはならないだろうという状況からこの巻です。

　おつきあいいただいている読者さんには、今までどおりのような、でも作者としてはちょっと新しいものが書けているような気もします。



　作品について、とかは、まぁあんまり作者が言うべきことではなくて、読者さんが思ってくださる感想が総すべてであるべきなので語る言葉はあまりなく、かといって、近きん況きよう……あ、カバー折り返しの飛蚊症ですが、ふつうに出て来る可能性のある、よくある病気だそうです。

　慣なれてしまえば問題はないそうです。

　ボクシング漫マン画ガではいかにも大変みたいに書いてますけど、あれはそれに伴ともなう原因のほうが重要なんでしょうね。

　日常生活に支障はないようです。ご心配なく。



　あとは、えーと、洗面所かたづけたよ！　とか。

　部屋かたづけたら、しばらく読んでなかった本や未開封のＣＤ出てきてウハウハだよ！　とか。

　いくらなんでもこれ派手じゃない!?　って服アレンジしたら案外いけてたよ！　とか。

　昔の展覧会の図ず録ろく出てきて、よくやった過去の私！　ってウハウハです。

　国立モスクワ東洋美術館所蔵　シルクロードのかざり　中央アジアとコーカサスの美術

　とか

　パリ・モード1870-1960　華麗なる夜会の時代

　とか

　アイヌの工芸

　とか

　歌舞伎図鑑

　とか

　よくやった昔の私!!　ところでなぜ大地球展の図録がないんだよ!?　トプカプ宮きゆう殿でんの秘宝展どうしたよ!?　とか、やっぱ図録は買っとくべきですね。

　まぁ全く使うとこない今作品ですが。

　上う手まく使えていないのが悔くやしいですが、資料当たりは楽しいです。

　機会があればジジィと九きゆう尾び堂どうさんの、当時の日々とかも書けたらいいですけど、どうでしょうか。



　では、次巻、天使から百年・最終刊でお会いしましょう。

　二千十年

野梨原花南



    

  
    
      天てん使しから百ひやく年ねん２

天使から零年



野の梨り原はら花か南なん
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